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統計資料シリーズの発刊に際して

　日本経済統計文献センターは、1971年以来統計データの整備・加工・システ

ム化について新しい活動を開始した。この活動は、1800年代以降の日本経済に

関する統計資料の発掘所在調査を行い、統計原データを一定の基準において連

続する系列として整理採録し、またこれらのデータを加工して経済分析上有用

な統計量を推計し、さらにそれらをシステム化してデータ・バンクとしての機

能を発揮し、すべての研究者に情報を提供して共同利用の実をあげることを目

標としている。

　このようなセンターの活動にともなって、統計文献に関する調査や統計デー

タの整備・開発が行われるが、それらの成果を発表し、広く統計データ利用者

の便宜に供することとした。ここに「統計資料シリーズ」として発表するもの

がそれである。

　上述のセンターの活動には、その対象によっては、きわめて長時間の作業を

必要とするものもあるし、また比較的短時間にそれを完了することのできるも

のもあり、作業成果は必ずしも定期的に得られるわけではない。したがって、

このシリーズは定期的に刊行するわけではなく、センターの活動の進展にとも

ない、成果のまとまった段階で随時発表する予定である。

1972年12月8日
日本経済統計文献センター長＊

　　　　　石　川　　滋

＊　1988年4月8日付で「日本経済統計情報センター」と改組された。

＊　　2002年4月1日付で「社会科学統計情報研究センター」と改組された。
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は　し　が　き

　一橋大学経済研究所附属社会科学統計情報研究センター（以下「当センター」）

では、平成12年度より、京都大学大学院農学研究科生物資源経済学専攻が保管

する「農家経済調査個別原表」のマイクロフィルム撮影による収集ならびにそ

のデータベース化に着手した。この問、当センターでは通常の運営費交付金に

よる予算ならびにセンター教員が参加する競争的経費1の予算により、マイクロ

フィルム撮影およびそのデータベース化を行ってきたが、平成23年度末現在ま

でに、新たに発見された東京大学農学部保管分を含め全道府県の撮影を終えた。

　この資料収集・データベース編成事業の中間報告として、平成20年度より、

当センター刊行物「統計資料シリーズ」から、「農家経済調査データベース編成

報告書」として、一連の資料と研究報告を刊行する運びとなった。

　このシリーズは既に6冊刊行されており、本書は、その第7冊目にあたる。

本書の中心をなすのは、京都大学農学部で実施されてきた農業簿記講習会でか

つて用いられた「京大式簿記」講習資料である。農家経済調査の設計は、それ

ぞれの時期における農業簿記の理論を踏まえて行われているため、これにかん

する理解を欠くとデータを正しく読み込み、解釈することができない。この点

に関する基礎知識を得るため、当センターでは平成21年度に農業簿記に関する

連続講義を浅見淳之准教授にお願いし、その成果を統計資料シリーズNo．67と

して刊行したが、今回の資料はその講義といわば対をなすもので、京都大学大

学院農学研究科生物資＝源経済学専攻のご承認を得、今回、統計資料シリーズの

一巻として刊行することとした。

　最後に、科学研究費によるプロジェクトのメンバーとして協力を惜しまれな

かった一橋大学および京都大学関係者各位、本書の刊行に際し「縁の下の力持

ち」として多大の支援をいただいた当センター事務室の職員各位に、改めてお

礼を申し上げたい。

平成24年3月31日
一橋大学派済研究所附属

社会科学統計情報研究センター

教授　佐藤正広

注1本プロジェクトに支出された競争的経費は、以下の通りである。

①　文部科学省二十一世紀COEプ1コグラム　研究拠点形成費等補助金「社会科学の統計分析拠点構築」

　　（平成15－19年度・拠点リーダー・一橋大学経済研究所教授・斎藤修）



②　文部科学省科学研究費補助金基盤研究A「両大戦間期の農家経済．ミクロデータによる実証分析」

　　　（平成18－20年度・研究代表者・一橋大学経済研究所教授・斎藤修）

③　研究成果データベース「農家経済調査データベース」（平成18年度・農家経済調査データベース作

　　成委員会・幹事・一橋大学経済研究所教授・佐藤正広）

④　文部科学省グローバルCOEプログラム「社会科学の高度統計・実証分析拠点構…築」（平成20－24年

　　度・拠点リーダー・二橋大学経済研究所教授・深尾京司）

⑤　文部科学省科学研究費補助金基盤研究A「戦前期農家経済の実証分析：パネルデータ化の試み」（平

　　成22－24年度・研究代表者・一橋大学経済研究所教授・北村行伸）
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解題：復刻「自計式農家経済簿」

草彫塑

1．　はじめに

一橋大学経済研究所付属社会科学統計清報研究センターでは，京都大学大学院農学研

究科生物資源経済学専攻に保管されている，戦前期農林省農家経済調査の個別原票のマ

イクロフィルムへの保存作業と，そのデータベース化を進めている．これらの資料は，

開発途上期にあった戦前期日本の農家経済についてのパネルデータによる分析を可能に

するため，経済史のみならず，開発経済学，農業経済学の分野において大変貴重な資料

である．特に，ミクロ計量経済分析の手法を用いた分析への利用が期待されるが，農林

省農家経済調査は農業簿記を農家が記帳することによって収集された資料であり，分析

に利用するためには，農林省農家経済調査で用いられた農業簿記の理解が必要となる．

　そこで，戦前期農林省農家経済調査の第5期調査（1942年から1948年）に用いられ，

さらに，戦後期においても農業簿記の中核的な役割を果たした自計式（京大式）農家経

済界を統計資料シリーズとして復刻することにした．本書で復刻する資料は，京都大学

農学部農業簿記研究施設が編集し，冨民協会から発行されいてた「自計式農家経済簿」

の一連の資料であり，復刻する資料は以下のとおりである．

①　自計式農家経済簿現金現物日記帳

②自計式農家経済簿（1）別冊・現金現物日記帳種目別分類集計表

③自計式農家経済簿（H）台帳

④自計式農家経済簿記帳の解説

⑤自計式農家経済簿演習用帳簿

この中で，①から③が実際に農家が記帳する帳簿であり，⑤は，京都大学旧農林経済学

科が開催していた農業簿記講習会で用いられた演習用の帳簿である．

　自計式農家経済簿は，戦前期（1934（昭和9）年）に京都大学の大槻正男教授が開発

した「京大式農家経済簿」を原点としており，その理論背景や記帳方法の解説は，大槻

（1938／78）におさめられている．

　大槻が当時在籍していた京都帝国大学農林経済調査室では，農業経営及び農家経済の

状態を明らかにすることを目的として，近畿地方を中心に簿記記帳による農家経済調査
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（以下，京大農家経済調査）を行っていた．京大農家経済調査が採用した農家経済調査

簿iは，農林省農家経済調査の第2期調査（1921－23年）の農…家経済簿に採用された，佐

藤（1927）による簿記様式に準拠したものであった（水田（2009））1）．しかし，その簿

記様式は理論面や実務面において未完成な点が多く，京大式農家経済簿は，その農家経

済調査簿の欠陥を是正するために開発されたと考えられている（桂（1993））．

　京大農家経済調査の調査簿が1934（昭和9）年に従来のものから京大式農家経済簿に

切り替えられたほか，農学校卒業生を対象とする集団記帳，夏季講習として実施された

一般社会人に対する農業簿記講習会などを通して，京大式農家経済簿の積極的な普及活

動が行われた．さらに，農林省農家経済調査の第5期改正（1942（昭和17）年）におい

て，農家調査簿に京大式農家経済学が採用され，全国的に普及した．戦後の1949（昭和

24）年の改正において，農林省農家経済調査は京大式農家経済簿の採用を取りやめるが，

改正された農家調査簿の理論構造や集計指標の用語に京大式農家経済簿の影響が色濃く

残されている（浅見（2011））．

　第二次大戦以降も，簿記講習会や京都大学農学部農林経済学科専攻学生に対する簿記

演習などを通して，京大式農家経済簿の普及が行われた．実務面での検証や時代の変化

に合わせ，京大式農家経済簿はその名称，編著者名，財産種目や作目分類などについて

の改訂がなされ，本書で復刻する自計式農家経済簿に至るが，基本的な帳簿の設計や集

計方法に大きな変更はなされていない2）．

　自計式農家経済簿は，単記式簿記を採用した農家経済簿であり，農家経済全体を記帳

の対象としている．「自計式」という名に端的に表されているように，農家自らが記帳す

るだけでなく，集計・決算を行うことができる簿記となっている3）．一方，統計資料作

成を目的とした農林省農家経済調査は，京大式農家経済簿を採用していた第5期調査以

外では，記帳のみを農家が行い，集計・決算は別の専門職員が行う「他計式」の簿記を

用いた（浅見（2011））．

　記帳の正確性を検証するための自己監査機能をもつ複式簿記が「正規の簿記」として

存在し，企業を対象とした商業・工業簿記では一般に複式簿記が採用されてきた．しか

し，自計式農家経済簿の開発当時，記帳者である農家の記帳能力は高くなく，また，家

族経営である農家が簿記の記帳に割くことができる時間も限られていた．このことから，

自計式農家経済簿では，自計式の簿記を達成するため，記帳や集計が複雑な複式簿記で

はなく，記帳や集計方法が容易な単式簿記を採用している．一方で，記帳方法を工夫す

ることにより，自計式農家経済簿は複式簿記と同等の自己監査機能をもたせることに成

功しており，記帳の容易性と正確性という点において，数多く存在する農業簿記の中で
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も際立ったものになっている．

　しかしながら，農業経営形態の変化，複式簿記などの「正規の簿記」を用いた財務諸

表の作成が要求される青色申告の普及，パーソナル・コンピュータによる記帳の普及な

どの理由により，農業においても複式簿記が普及するようになった．自計式農家経済簿

は，現在では発行されておらず，記帳する農家はごくわずかであると考えられる．また，

上述の簿記講習会は現在まで引き継がれているが，自計式農家経済簿ではなく，複式簿

記についての講義が行われるようになっている．

　自計式農家経済簿については，簿記様式や集計指標に関する理論・実務両面からの研

究が数多くなされている．その総合的な解説も，大槻（1938／78），大槻・桑原・菊地（1972），

菊地（1986）によって与えられており，また，一橋大学で2009年9，月に行われだ浅見淳

之京都大学准教授による京大式農家経済簿についての講義内容が，本統計資料シリーズ

から刊行されている（浅見（2011））．自計式農家経済簿を正確に理解するためには，本

書の復刻資料とこれらの既存研究を合わせて読むことが望ましい．本稿では，自計式農

家経済簿を理解するための一助として，自計式農家経済簿の特徴や記帳方法についての

簡単な解説を行い，自計式農家経済簿がもつ現代的な意味についての若干の考察を行う

ことにする．

2、簿記様式から見た自計式農家経済簿の位置づけ4）

2－1．記録対象から見た自計式農家経済簿の位置づけ

農家経済は，勤労者世帯と同じく，所得を獲得する所得経済と，その所得をもとに消

費を行う家計経済とで構成される経済主体である．しかし，農家経済は，その所得の全

てないし一部を，自身の保有する資本や労働力をもとに営まれる農業経営の収益から得

ている点で，勤労者世帯と異なっている．農家が農業経営のみでなく，外部への労働，

商業などの自営業，株式への投資といった兼業活動を行っている場合には，兼業部門も

また所得経済の一部を構成する．このように，農家経済は，所得経済と家計経済とで構

成され，さらに，所得経済が農業経営と兼業部門とで構成されていると考えることがで

きる．

　簿記は，記帳文橡の財産の増減を記録し，記帳対象の財産の変化や損益を明らかにす

ることを目的としている．一般的に，農業簿記はその記帳対象によって，農家経済全体

を記帳対象とする①農家経済簿記農業経営のみを記帳対象とする②農業経営簿記，農

業経営の中の稲作や養畜といった各部門のみを記帳対象とする③生産部門簿記に分類す

ることができる．自計式農家経済簿は，名称に農家経済とあるように，農家経済全体を
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記録の対象とした農業簿記の一つである．

農家経済全体を対象とするとき，農家経済全体を単一の計算単位とすると，農家経済

全体の余剰（不足）を計算することはできるが，所得経済面の成果を把握することがで

きない。農家経済は，所得経済の中に農業経営を内包している点で一般の俸糸諸家計と

異なっており，農家経済簿記では，所得経済面の成果を把握することが重要となる．

　自計式農家経済簿の場合は，農家経済を所得経済と家計経済に分割し，米などの自給

生産物の消費も所得経済と家計経済との間の内部取引として記録する．そして記帳の結

果，所得経済面の成果である農家所得と，家計経済面の成果である家計費，そして，両

者の差額である農家経’済余剰が計算されるように設計されている．この意味において，

自計式農家経済簿は農家経済所得簿記と言われる農業簿記の一つに位置づけられる．

2－2．記録・計算方法から見た自計式農家経済簿の位置づけ

　簿記は，財産の記帳期間内の増減・変化を計算するが，その方法として，静態的計算

方法と動態的計算方法（損益計算）の2つが存在する．

　静態的計算方法は，計算期間の始め（年度始）と終わり（年度末）にそれぞれ財産の

あり高を計算し，その差額から計算期間内の財産の増減を把握する方法である．つまり，

農家財産純増加額＝年度末財産一年度始財産

として，計算期間内の経済活動の結果を把握するの．

　一方，動態的計算方法は，計算期間内の財産の増減に関わる取引全てを逐一記録し，

利益と損失，そしてその差額である農家経済余剰の側面から財産の増減を把握する方法

である．つまり，

農家経済余剰＝農家絶所得一農家失費

として，計算期間内の経済活動の結果を把握するの．

動態的計算方法の計算結果である農家経済余剰は，農家経済の経済活動の結果，期間

内に生じた農家経済へのネットの流入額を表しており，静態的計算方法の計算結果であ

る農家財産増加額は，計算期間内の経済活動の結果生じた財産の変化額を表している．

したがって，記帳や財産の評価が正しく行われていれば，動態的計算の結果と静態的計

算の結果は一致するはずである．
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　複計算簿記は，静態的計算方法と動態的計算方法を簿記内部で連携させ，両者の計算

結果が一致することを保証する簿記のことを指す．複計算簿記においては，静態的計算

と動態的計算の結果が一致しなければ，記帳や計算に間違いがあったことになる．この

複計算簿記の機能は自己監査機能と呼ばれる．一方，いずれかの計算方法のみを採用す

る（通常は動態的計算）簿記のことを単計算簿記と呼ぶ．単計算簿記では，記帳・計算

の結果の正確性を判断する基準が存在しない．

　複計算を行い，簿記の自己監査機能を保証するためには，静態的計算と動態的計算を

簿記内部で連携させる必要がある．その一つの方法が，一般に複式簿記と呼ばれる簿記

が採用している複記式の記帳方法である．

　簿記は，財の増減をもたらす「取引」を記帳していくが，その取引は必ず原因と結果

の二つの側面をもっている．例えば，米を販売して現金を得た場合には，収益が発生し

た結果，現金という財が増加する．また，現金で農器具を購入した場合には，農器具と

いう財が増加した結果，現金は減少する．複式簿記は，取引が上記で説明した二つの側

面をもつことを利用して，自己監査機能を達成する．

　複式簿記では，農家の所有する財産や，取引によって発生する収益や費用を，項目ご

とに勘定として設定する．これらの勘定は全て借方と貸方の両欄で構成される．また，

これらの勘定は，大別すると，貸借対照表勘定と損益計算書勘定に分類される．貸借対

照表勘定には，財産，つまり，資産・負債・資本に関連する勘定が含まれ，損益計算書

勘定には，費用および収益に関連する勘定が含まれる．

　複式簿記では，各勘定の借方と貸方の両開を利用して，全ての取引を該当する勘定に

複記入することによって記帳を行う．交換取引（財産的取引）と呼ばれる財と財の交換，

すなわち，損益に関係しない取引は，貸借対照表勘定間で複記入が行われる．例えば，

現金で：負債の元金を返済した場合には，現金勘定と負債勘定との間で複記入が行われる．

収益や費用が発生する取引（損益取引）は，損益計算書勘定と貸借対照表勘定との間で

複記入が行われる．例えば，米を販売して現金を得た場合には，稲作収益勘定と現金勘

定との間で複記入が行われる．表1の左側は，複記式簿記の記帳例を示している．この

ように全ての取引について複記入していった場合，全ての勘定の借方合計額と貸方合計

額は必ず一致ずるはずである（貸借均衡原理）．

　決算時において，損益計算書勘定からは，動態的計算によって損益計算書が作成され，

年度内の利益が導かれる．貸借対照表勘定からは静態的計算によって貸借対照表が作成

され，財産の年度内の増加額が導かれる．動態的計算と静態的計算の結果は貸借均衡原

理により，記帳に誤りがなければ必ず一致するはずであり，自己監査機能が保証される．
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表1：下記式簿記と単記式簿記の記帳例

負債20万円を現金で返済する．

弓丈式簿記 単記式簿記肇奨ロ　　、涌しロ

摘要 借方 貸方　　　　　　　　摘要 収入 支出

（負債）

@　　　　　（現金）

200，000円 　　　　　　　負債返済

Q00000円

200，000円

玄米500kgを販売し，現金10万円を得る．

複記式簿記 単記式簿記↑漠ロ　　　肝ロ

摘要 借方 貸方　　　　　　　　摘要 収入 支出

（現金）

@　　　　（稲作収入）

100，000円 　　　　　　　玄米販売

P00，000円

100，000円

　一方，単記式簿記は，取引の一側面のみを記録する．例えば，単記式の農家経済簿で

ある農林省第2～3期農家経済調査（1921（大正10）～1930（昭和5）年）で用いられた

調査簿は，主に，現金出納帳，現物帳，覚書，財産台帳などで構成されている．

　現金出納帳には，現金を介した取引を記録し，現物帳には，現物取引や農産物の家計

内仕向など，現物による取引を記録する．また，覚書には，掛売・掛買などの特殊取引

を記録する．表1の右側に，単記式簿記の現金出納帳の記入例を示している．一財産台帳

には，農家の所有する財産を年度始と年度末に調査し記録する．

　単記式簿記では，通常，損益取引と損益に関係しない交換取引が区別されずに記録さ

れる．このため，動態的計算によって損益を計算するためには，決算時に現金出納帳，

現物帳，覚書などから損益取引に関わる取引を抜き出す作業が必要となる．また，財産

台帳から減価償却費用などの損益に関係する財の変化を抜き出し，動態的計算の調整を

行う．単記式の単計算簿記では，動態的計算から損益を計算するのみであるため，ここ

で決算が完了する．一般に単式簿記と呼ばれている簿記は，記録に単記式を採用し，計

算方法に単計算を採用した単記式単計算簿記を指す．先に紹介した農林省第2～3期農家

経済調査は，単記式単計算簿記の一例である．

　単記式単計算簿記は，記録や計算が複式簿記と比／味雛ではないというメリットをも

つが，自己監査機能をもたないため，記帳の正確陸を判断することができず，正規の簿

記とはいえない．記録方法には単記式を採用しつつ，複計算による自己監査機能をもた

せた簿記が，単記上辺計算簿記である．自計式農家経済簿は，この単記式複計算簿記の

一つに数えられる．

　先に述べたように，複計算による検算を行うためには，動態的計算と静態的計算を連

携させ，両者が一致することを保証する必要があるが，複式簿記ではそれを，勘定の設

定と複記入によって達成している．一方，単記式を採用する簿記では，財に関する勘定
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が設定されず，また，記録も一つの側面からしかなされない．一般の単記式簿記で動態

的計算と静態的計算を連携させるには，決算時に損益取引に関する記録と交換取引に関

する記録を分類する作業及び，現金出納帳や現物日記帳の検算：が必要となる．

　このように，一般の単記式簿記で複計算を行うためには，決算時に非常に多くの労力

を要する．戦後の農林省農家経済調査は，単記式複計算簿記の一つであるが，集計・決

算は記帳者ではなく専門の調査員が行う他計式の簿記であった（浅見（2009））．自計式

農家経済簿は，全ての取引を現金取引に分解し現金現物日記帳に集約させる，現金現物

日記帳に現金の残高欄を設ける，現金現物日記帳内で検算を可能にさせるなどの工夫に

より複計算の処理を簡略化し，農家自身の手による集計・決算を可能にしている．この

点に自計式農家経済簿の画期性がある．

3．　自計式農家経済簿の記帳・決算方法

　本書で復刻する自計式農家経済簿は，①現金現物日記帳，②現金現物日記帳種目別分

類集計表，③台帳，で構成されている．①現金現物日記帳はさらに，1現金現物日記帳，

2農家経済決算A表，3．労働日記帳，4．労働分類集計表，5経営地略図，6作付表，7．家

畜飼養表，8．貸借整理表，9現物整理帳で構…成される．また，③台帳は1．家族台帳，2．

財産台帳，3農家経済決算B表，聖業経営分析諸表で構成される．これらの中で，①1．

現金現物日記帳と②2財産台帳が自計式農家経済簿の主用帳簿であり，①2農家経済決

算A表と②3農家経済決算B表，②4農業経営分析諸表は決算に関する諸表をまとめ

たものである．その他の帳簿類は一部決算の修正に用いたり，記帳や決算手続きを明確

にするために用いられる補助簿である，

3－1．自計式農家経済簿の約束事

　自計式農家経済簿は，農家が自身の手で決算まで行うことができるようにするため，

農家経済の構造や取引についていくつかの簡略化を行っている．

・農家経済の構成　　．

　自計式農家経済簿は，農家経済が所得経済部面と家計経済部面の2つで構成されてい

るものと想定する．家計経済部面は消費活動のみを行い，所得獲得活動は一切行わない

と想定する．したがって，全ての収入は所得経済部面に属する．生産物の家計仕向は，

所得経済面から家計経済部面への内部取引として記録されるが，家計経済面から所得経

済面への内部取引は，想定上，存在しないことになる．
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　所得経済部面は，農業経営や兼業経営に分割可能であるし，農業経営もまた生産部門

ごとに分割し記録することも可能である．しかし，自計式農家経済簿では，所得経済部

面をそれ以上分割することはせず，農業経営や兼業経営は所得経済部面として一括して

記録される．したがって，農業経営と兼業経営との間の内部取引などは直接の記録の対

象とならない．農業経営や兼業経営の成果に関する決算を行いたい場合は，補助簿など

を用いて拡張計算を行わなければならない．

・財産の分類

農家の所有する財産は全て所得経済部面に属するものと仮定し，家計用の財産は認め

ない．自計式農家経済簿では，財産を大きく9種類に分類しているが，それを，財の性

質によ？てまとめると以下のようになる．

（1）財産

　　（一）固定資産

　　　　　　1）土地，2）建物，3）大植物，4）大家畜，5）大器具

　　（二）流動資産

　　　　　　6）現物（未販売現物，購入現物，中間生産物），7）準現物（小植物，小

　　　　　　家畜，小器具）

　　（三）流通資産

　　　　　　8）現金および準現金

（II）負債

　　　　　　9）負債．

　ここで，流通資産は自計式農家経済簿の開発者である大槻の独自の用語であるが，財

そのものが生産に寄与することはなく，専ら流通手段としてのみ用いられる財のことを

指している．流通資産に対し，生産に寄与するか，もしくは，生産の結果生じる財は生

産財（沈下財）と呼ばれ，財の流動性によって固定資産と流動資産に分類される．固定

資産は，年度内に一部のみが生産に寄与するか，もしくは，年度内の生産活動によって

その一部門みが生産（増殖）されるような性質をもつ財を指す．一般には，固定資産は

減価償却の対象となる財であると考えればよい．ただし，自計式簿記では土地は減価償

却の対象とならない．一方，流動資産は，調達された年に全て生産に用いられたり，年

度内に生産が終了するような性質をもつ財を指す．

　現実の農家経済において，どの財が減価償却の対象となり，また，どの財が年度内に

生産もしくは消耗しっくされる財とみなせるかどうかは，非常にあいまいな問題である．
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農家自身の手で固定資産と流動資産を分類するのは困難であるため，自計式農家経済簿

では，農器具を5万円以上であれば大器具，5万円以下であれば小器具とするなど，便

宜上の分類を行っている（復刻資料「記帳の解説」を参照）．

・取引の分類

　農家経済が行っている取引は，その取引先によって外部取引と内部取引に分けること

ができる．外部取引は市場や農協などの農家経済の外との取引であり，内部取引は，農

家経済内で行われる取引である．自計式農家経済簿は農家経済が所得経済部面と家計経

済部面の2つで構成されていると想定する．したがって，外部取引の取引主体はそのい

ずれかであり，内部取引は，両経済部面問で行われる取引ということになる．ただし，

家計経済部面は財産をもたずに消費活動のみを行う主体であると想定するため，家計経

済部面が行う外部取引は消費に限られ，また，内部取引は所得経済部面から家計経済部

面への仕向のみとなる。

　現実の取引は，現金による取引だけでなく，現物取引，掛取引，契約販売など，様々

な形態が存在する．しかし，自計式農家経済簿では，生産物家計仕向以外の非現金取引

を全て現金取引に分解し，現金現物日記帳と呼ばれる帳簿に記録する．通常の単記式簿

記では，現金取引は現金出納帳，現物取引は現物日記帳，特殊取引は覚書というように，

個別の帳簿に記録していく．非現金取引の現金取引への分解は，自計式農家経済簿の際

立った特徴をなしている．

　非現金取引を「現金取引」とみなすことにより，取引の一側面は必ず「現金」という

ことになり，取引は必ず現金と財または用役（借地や雇用労働など）の交換という形を

とる．固定資産，流通資産，負債に属する財との取引を交換取引（財産的取引）と呼び，

流動資産に属する財や用役との取引を損益取引（販売した場合は利益取引，購入した場

合は損失取引）と呼ぶ．交換取引に属する財は，年度内に消耗されないような財であり，

交換取引は財産形態の変化を引き起こすのみで，その年度の損益に直接関係しない．一

方，損益取引は，その年度の損益に直接関係するような取引である．なお，自計式農家

経済簿では，交換取引の対象となる財を不流動性財，損益取引の対象となる財を流動性

財と呼んでいる．

3－2．自計式農家経済簿の記帳

・現金現物日記帳

　目々の取引を記録する現金現物日記帳は，表2のような構造になっている．表2にあ
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表2：現金現物日記帳

現　　　　　　　　金　　　　　　　取　　　　　　　　引
生産物家計仕向

月 摘　要 数　量 収　　　　　入 支　　　　　　　　　　出 残金

種　目 所得的収入 財産的収入 種　目 所得的支出 家計支出 財産的支出 種　　目 価額

日 円 円 円 円 円 円

小　　　　計

るように，現金現物日記帳は，月，摘要，数量，現金取引，生産物家計仕向で構成され

ている．現金取引は，収入，支出，残金に分かれており，さらに，収入は種目，所得的

収入，財産的収入，支出は種目，所得的支出，家計支出，財産的支出に分かれている．

種目欄は，取引の内容を分かりやすくするためにあらかじめ定められた略称を記入する

欄である．「自計式農家経済簿：記帳の解説」のp．6～7に種目の例が掲載されている．

　前節で述べたように，自計式農家経済簿では，生産物家計仕向以外の非現金取引を全

て現金取引に分解し，現金現物日記帳に記録する．また，生産物家計仕向は現金取引に

分解されないものの，現金現物日記帳に生産物家計仕向欄があるので，全ての取引が現

金現物日記帳に集約されて記録されることになる．分解された非現金取引を含む「現金

取引」は，交換取引（財産的取引）と損益取引に分類される．また，現金が入ってくる

取引は収入取引，現金：が出ていく取引は支出取引となる．以上をまとめると，農家が行

う「現金取引」は以下のように分類される．

現金取引

一引 o

担益取引｛

財産的収入取引（固定資産，準現金の減少，負債の増加）

財産的支出取引（固定資産，準現金の増加，負債の減少）

…引
o瓢1：：

家計支出取引

　現金現物日記帳は，この取引分類ごとに，個別の列を割り当てている．記帳農家は，

各取引が上記のどの分類に属するかを決定（仕訳）し，該当する箇所に記録する．記帳

例を表3に示す．
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表3：現金現物日記帳の記帳例

①1月1日＝前年度からの繰越現金が20万円

②1月10日：玄米500kgを10万円で販売→所得的収入取引

③1月16日：子牛1頭を35万円で振替買い（貯金買い）→大家畜についての財産的支出取引と，貯金の引出しという財産的収入取引に分解

④1月20日＝肥料100kgを1万円で購入→所得的支出取引

⑤1月25日：子供の給食費5千円を支払う→家計支出取引

⑥1月31日＝玄米60kgを家計仕向→生産物家計仕向

現　　　　　　　　金　　　　　　　　取　　　　　　　　引

1月 摘　　要 数　量 収　　　　　　入 支　　　　　　　　　　　出 残金
生産物家計仕向

種　目 所得的収入 財産的収入 種　目 所得的支出 家計支出 財産的支出 種　　目 価額

1日 ① 円 円 円 円 円
　　円Q00000 円

10 ② 500kg 稲 100，000 300，OOG

16 ③ 1頭 貯 350ρ00 大畜 350ρ00 300，000

20 ④ 100kg 肥 10，000 290ρ00

25 ⑤ 外 51000 285，000

31 ⑥ 60kg 稲 米 12000

小　　　　　計 　r〆／
C〆 　〆@〆e－e’一

、

例③では，子牛の振替買いを行っている．これは，実際には子牛と貯金（準現金）と

の交換取引である．自計式農家経済簿では，この非現金取引を，貯金：20万円を引出して

現金化し（財産的収入），その現金で子牛を購入（財産的支出）したものとして現金取引

化して記録する．

　生産物家計仕向以外の取引を全て現金取引として記録すると同時に，表3に示される

ように，残金欄に手元にある現金を記録する．これは，収入，支出欄と残金欄との間で

複記入がなされるていることを意味している．財産的収入，財産的支出，残金が貸借対

照表勘定，所得的収入，所得的支出，家計支出が損益計算書勘定とみなせば，交換取引

は貸借対照表勘定同士での複記入，損益取引は損益計算書勘定と貸借対照表勘定（残金）

との複記入が行われると解釈することができる．すなわち，以下の均衡式が常に成立す

る．

残金差額＝

　　所得的収入計＋財産的収入計一（所得的支出計＋家計支出計＋財産的支出計）

現金現物日記帳は，非現金取引を全て現金取引化し勘定を最低限の6個にしぼること

によって，単記式簿記の帳簿の形態をとりながらも複記入の原理を取り入れた帳簿にな

っている．

・財産台帳

財産台帳は，前節で紹介した財の9つの分類ごとに個別の帳簿が用意されているが，
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　　　　　　　　　　　　　　表4：財産台帳

固定資産（土地建物大植物大家畜大器具）用
昭　　　　和　　　　　　　年　　　　度 昭　　　　　　和

種目 摘　　要 年　　度　　始 年　　度　　始．

数量 価額
償　却　額 増　殖　額

財産的取引に

謔髑搆ｸ 数量 価額

流動資産（現物準現物）現金およびラ現金負　用
昭　　　　和　　　　　　年　　　　度 昭　　　　　　和

種目 摘　　要 年　　　　　始 年　　　　　　始
数量 価額

増　減　額 備　　　考
量 価額

その基本的な帳簿様式は，固定資産（土地，建物，大植物，大家畜，大器具）用と流動

資産（現物，準現物），流通資産（現金および準現金），負債用の2種類に分けることが

できる．表4に，財産台帳の帳簿様式を示す．

　固定資産用の台帳について見ると，年度始（数量，価額），償却額，増殖額，財産的取

引による増減額となっている．年度始欄には，年度始（前年度末）に所有財産について

調査し，その数量と評価額を記入する．年度末に財産の評価を再度行う．建物，用役期

にある大植物や大家畜，大器具があれば，その償却額を該当する欄に記入する．育成期

の大植物や大家畜を所有していた場合には，年度内の増殖額を該当する欄に記入する．

該当する財について交換取引（財産的取引）があった場含には，現金現物日記帳から拾

い上げ，その合計の増減額を財産的取引による増減欄に記入する．同一の財について財

産的支出額が財産的収入額を上回れば，その財は交喚取引によって増加したことになる．

これらの作業の結果として得られる財産の評価額を，来年度の年度始欄に記入する．

　償却額は年度内に農家経済（所得経済部面）が支払うべき費用であり，増殖額は年度

内に農家経済が上げた成果である．したがって，これらは年度内の損益の一部であり，

高節で説明する決算時にこれらの数値が用いられることになる．一方，財産的取引によ

る増減は，所有財産の形態の変化であり，損益には関係しない．

　流動資産については，年度始と年度末にそれぞれ棚卸を行い，その差額を増減額欄に

記入する．ただし，現物の中の中間生産物や準現物の中の小器具については，特に大き

な変化がない限り，年々同じ金額を記入する簡便法がとられる．流動資産は，年度内に

販売されたり使用されたりすることにより消耗しっくされる財として認識される．この

ため，流動資産用の帳簿には償却額や増殖額の欄は存在しない．また，流動資産は交換
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取引の対象ではないため，財産的取引による増減も存在しない．増減額は在庫の年度始

と年度末の差を表しており，年度内の損益計算の修正に用いられる．

　現金および準現金，負債用の帳簿も，様式そのものは流動資産用とほぼ同様である．

しかし，年度末に記入する増減額の記入方法や意味が流動資産の場合とは異なっている

ため，注意が必要である．

　現金については，現金現物日記帳の年度末の残金額と年度始の現金欄の価額を比較し，

その差額を記入する．準現金及び負債については，現金現物日記帳から該当する交換取

引（財産的収入と財産的支出）を拾い上げ，その差額を増減額欄に記入する．準現金の

場合，財産的支出額が財産的収入額を上回れば，増減額は正となる．一方，負債の場合

は逆に，財産的収入額が財産的支出額を上回れば，増減額は正となる．流動資産とは異

なり，準現金及び負債は不流動性の資産であるため，その増減額は交換取引によって発

生したものであり，財産的取引についての収支を表す．

　財産台帳を通して見ると，不流動性資産の交換取引による増減は現金現物日記帳から

拾い上げられる形になっており，現金現物日記帳と連；動ずる形で帳簿が設計されている．

また，次節で説明するように，決算時に固定資産の償却および増殖額と流動資産の増減

額は，現金現物日記帳に基づく動態的計算の修正に用いられる．これらの仕組みにより，

動態的計算と静態的計算の連携が達成されている．

・補助簿

　自計式農家経済簿では，現金現物日記帳と財産台帳の他に補助簿として，労働日記帳，

労働分類集計表，経営地略図，作付表，家畜飼養表，貸借整哩帳，現物整理帳が用意さ

れている．これらの帳簿は主に，拡張計算と呼ばれる農業経営分析諸表の計算や経営状

態を物的側面から把握するために用いられる．自計式農家経済簿の第一の目的である農

家経済余剰の計算には，現金現物日記帳の中の「雇人への支給まかない見積額」を除き，

補助簿は必要とされない．

　自計式農家経済簿では，雇人に対するまかない費は，家族の食費とともに現金現物日

記帳の家計支出に記録される．しかし，まかない費は支払労賃の一部を構成するため，

労働日記帳にその見積額を記入しておき，決算時に修正を行う．

3－3．自計式農家経済簿の決算

　自計式農家経済簿の決算は大きく二つに分けることができる．一つは，自計式農家経

済簿の第一の目的である農家経済余剰を中心とした決算であり，もう一つは，各種の農
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D所得的総収入計算表

表5：農家経済決算A表

　　　　　5）農家経済余剰収入計算表

所得的収入年計

生産物家計仕向年忌

計（所得的総収入） a

2）所得的支出表

所得的支出年半

所得的純収入 C

家計費 d

差引（農家経済余剰収入） e

b 6）まかない支給額概算表

3）所得的純収入計算表

所得的総収入 a

所得的支出 b

差引（所得的純収入） C

4）家計費計算表

家計支出個計

生産物家計仕向年計

計（家計費） d

常雇へ支給したまかない見積額

臨時雇へ支給したまかない見積額

計（まかない支給額） f

7）家族負担家計費計算表

家計費 d

まかない支給額 f

差引（家族負担家計費） 9

業経営分析諸表の算出である．後者は拡張計算と呼ばれ，記帳者が記帳になれてきた段

階で行えばよい．

農家経済余剰の計算は，まず，所得経済部面の年度内の成果である農家所得と家計経

済部面の成果である家計費を計算し，その後，農家経済全体の成果である農家経済余剰

を計算する．一方，農業経営分析諸表では，所得経済部門から農業経営を抽出し，農業

経営を独立した経済主体と考えたときの成果指標を計算する．

・農家経済余剰の計算

　農家経済余剰を含む基礎的な決算諸表の計算は，農家経済決算A表の作成，財産台帳

集計表の作成，農家経済決算B表の作成というプロセスをとる．

　表5は農…家経済決算A表を示している．この決算表では，1）所得的総収入，2）所得的

支出，3）所得的純収入，4）家計費，5）農家経済余剰収入，6）まかない支給額，7）家族負担

家計費の計7種の決算指標が計算される．ここで，1）所得的総収入から5）農家経済余剰

収入までは全て，現金現物日記帳の所得的収入・支出および家計支出の年計を転記した

ものである．また，6）まかない支給額概算は，労働日記帳の雇人へのまかない支給見積

額を集計し転記したものである．

　1）所得的総収入は所得経済部面の総収入額を表しているが，ここで，生産物家計仕向

年計を加えている．これは，自計式農家経済簿は農家経済が所得経済部面と家計経済部
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表6：財産台帳集計表

昭　　　　和　　　　　年　　　　度 昭　和

種　　　　　目
年度始価額

固定資産償
p　　　額

固定資産増
B　　　額

財産的取引に

謔髑搆ｸ
年度始価額

D　　土　　地 ∫
，
ゴ
’

2）　　建　　物 　　，’
@「一C’ゴ

3）　大　植　物
固
定
資
産

4）　大　家　畜

5）　大　器　具 　　，「’
@，ドr@ドーCゴ宙黶f

計（固定資　産） A B C D E

　　／^　　・〆’

^’

／
〆
〆
／ 流動資産増減額

　　　／　　〆

@　〆／@．／『
@／／^r
^供　用　財 結　果　財

　　／　　ピ〆
@
／
　
／
．
／
∫
r
ド
／

イ）未販売現物 　　　ゼ@　‘’@　，’F
@／Y’／^’一

　　r〆@∫’^〆／

6）現物 ロ）購入現物 　　’@一一／一@ド／C一’

　ゴ，　〆S，r’

^ゴ

流・

ｮ
資
産

ハ）中間生産物
　　ゴ，ゴr
@，’”C，”
C’

　　「’@　一@　「’「@「一@rゴ’@ドS’秩u
　ゴ　r∫
@／‘^ノノ

イ）小　植物 　　’@一　／@／m”f 　　　’@　’@　一@　，一@r’@’CドC’ 　　／@，，／

^7）準現

ｨ 口）小　家畜 ／
ハ）小　器具 　　　’@　　’@　「ゴF@　！’@’

@，’　’

@’
　　／

^
／
　
　
／ 　／

^
，
／

計　（流動資　産） F G H
／
／ 1

現　　　　　金 　　ノ@／〆／

^
　　／@一／∫^ノY

／
／
ノ

流
通
資
産

8）現金

?ｻ金
準　　現　　金 　〆’^

／ 　ノ／
^
，
’
〆 J

計 K 　／D．／ 　　〆@　／@／’@〆Y／ ／
L

合　計　（資　産　） M＝A＋F＋K 　／ゴY／．／ 　／’^
／
　／〆^／一 N＝E＋1＋L

9）　　　負　　　債 O 　　／
^
，
／ 　　，ド
@／^一／ P Q

差　引　（財　産　） R＝M－0 　　，「
^
〆
∫
「 　／　／

^
F

S＝N－Q

面の二つで構成されていると想定するため，所得経済部面の収益には内部取引である家

計仕向が含まれるためである．同様の理由により，家計経済部面の支出額である4）家計

計算においても，生産物家計仕向の丁丁が加えられている．

　農家経済決算A表は農家経済の損益を計算する動態的計算の決算表であるが，現金現

物日記帳と労働日記帳の雇人への支給まかない見積額のみから作成され，固定資産の償

却や増殖を調整していない中間的な決算表であり，現金現物日記帳の集計結果としての

意味合いが強い．

　農家経済決算A表から得られた動態的計算を修正し，かつ，静態的計算を行うために，

財産台帳を集計し，表6のような財産台帳集計表を作成する．表6で，実線による斜線
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表7：農家経済決算B表

摘　　　　　　　　　要 昭和　年度 昭和

所得的総収入（農家経済決算A表から） a

固定資産増殖額（財産台帳集計表から） C
粗　所　得

流動結果財増加額（財産台帳集計表から） H

計（粗所得）（1）

所得的支出（農家経済決算A表から） b

固定資産償却額（財産台帳集計表から） B

所得的失費 流動供用財減少額（財産台帳集計表から） G

まかない支給額（まかない支給額概算表から） f

計（所得的失費）（2）

粗所得（（Dから）

所得的失費（（2）から）

差引（農家所得）（3）

農家所得
農家所得（（3）から）

家族負担家計費（農家経済決算A表から） 9

差引　（農家経済余剰）（4）

年度末財産額（財産台帳集計表から） R
農家財産純増

ﾁ　　　　額
当該年度始財産額（財産台帳集計表から） S

差引　（農家経財産純増高額）（5）

農家財産純増加額（（5）から）
土地および有

ｿ証券売却に

謔髑ｹ益
農家経済余剰（（4）から）

差引　（土地および有価証券売却による損益）

は記入しない項目を，点線による斜線は，例外的に記入する必要がある項目を示してい

る．

　流動資産の中の供用財は生産要素を，結果財は生産物を示している．未販売現物など

は結果財としての性質が明確であるため，供用財の増減額には実線による斜線が引かれ

ている．一方，中間生産物や小家畜は供用財であるか結果財であるかの区別が明確では

ない．これらの財については，年内に増加した場合には結果財の増加として扱い，逆に

減少した場合には供用財の減少として処理する方法をとる．

　前節で述べたように，財産台帳の財産的取引による増減は，現金現物日記帳の財産的

収入・支出から拾い上げたものである．したがって，その年計（表6のD＋J－P）は現

金現物日記帳の財産的取引の収支の逆数と一致しなければならない．すなわち，
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財産的支出計一財産的収入計＝

　固定資産・準現金の財産的取引による増減額一：負債の財産的取引による増減額

財産台帳集計表を作成した後，農家経済決算B表を作成する．表7に農家経済決算B

表を示すが，各記入欄のローマ字は，農家経済決算A表と財産台帳集計表の参照元を指

している．この決算表で計算される指標は以下のとおりである．

（1）粗所得＝所得的総収入＋固定資産増殖額＋流動結果財増加額

　所得経済部面が年度内に獲得した総収入額を表す．

（2）所得的失費＝所得的支出＋固定資産償却額＋流動供用財減少額＋まかない支給額

　所得経済部面が粗所得を得るために支払った総支出額を表す．

（3）農家所得＝粗所得一所得的失費

　年度内の所得経済部面の活動の結果得られた純収入額を表す．農家所得は，農家の内

数要素（家族労働，農家財産）に対する報酬額であり，財産を減らさずに家計経済部面

が支払うことができる最大の消費額である．

（4）農家経済余剰＝農家所得一家族負担家計費

財産を減らさずに支払うことができる家計費から実際の家計費を差し引いたものであ

り，もし農家経済余剰が正であれば，農家はその年度に純財産を増加させることができ

たことを示し，逆に負であれば，純財産を減少させざるを得なかったことを示す．この

ことから，農家経済余剰は，農家経済全体を一つの経済主体と見たときにの年度内の農

家経済の活動の成果を表す指標であるといえる．

（5）農家経済財産純増加撃＝年度末財産価格一年度始財産価額

農家経済余剰は動態的計算から，その年度内に純財産を増加させることができたかど

うかを表す指標であるが，農家経済財産純噌加額は，実際に財産が増加したかどうかを

静態的計算から把握したものである．

（6）土地および有価証券売却による損益＝農家財産純増加額一農家経済余剰

　自計式農家経済簿では，土地や有価証券の資産価格は，一度決定されるとその後は基
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本的に変更されない．農家経済余剰と農家財産純増加額は同一の指標を動態的計算法と

静態的計算法でそれぞれ計算したものであり，また，現金現物日記帳の残金欄を利用し

た複記入と交換取引の財産台帳への転記により，動態的計算と静態的計算の連携もなさ

れている．ただし，土地や有価証券を売却した場合，その売却価格は資産価格と異なる

と想定される．この売却益（損）は，財産的収入を通して農家財産純増三瀬に含まれる

が，農家経済余剰には含まれていないため，農家財産純増加額と農家経済余剰の差額は

これらの資産売却による損益を表す．年度内に土地や有価証券の売却がないとすると，

農家経済余剰と農家財産純増加額は一致し，その差引額である土地および有価証券売却

による損益額はゼロになるはずである．すなわち，

農家経済余剰＝農家財産純増加額

が成立する．もし，ゼロにならなかった場合は，どこかに記帳の誤りがあったことにな

る．ここに自計式農家経済簿の複計算による自己監査機能が発揮される．

　ただし，この自己監査機能は，資産価格が年度始と年度末で同様であることを必要と

する．もし景気変動などの理由により，地価や証券価格に大きな変動があった場合，資

産価格の評価替えを行う必要がでてくることも考えられる．このとき，資産価格の評価

替えによる損益は，実際の売却損益と同様に，農家財産的増加額には含まれるが農家経

済余剰には含まれない。資産価格の評価替えが行われた場合，土地や有価証券の売却を

行わなくても，農家経済余剰と農家財産純増加額との間に差が生ずる．記帳結果が正し

いかどうかを判断するためには，この差額と評価替えによる損益が等しいかどうかを確

認する必要がある．

・農業経営分析諸表

　自計式農家経済簿の第一の目的は農家経済余剰の計算にあり，農家経済余剰は現金現

物日記帳と財産台帳からある程度自動的に計算されるように設計されている．しかし，

農業経営の成果を農家自身が把握し経営診断を行うことができるように，農業経営の成

果指標を計算する手続きも用意されている．その一つは農業経営計算表であり，もう一

つが部門計算表である，農業経営計算表は，農業経営を所得経済部面から抽出したとき

の農業経営全体の成果指標を計算するために用意されたものであり，部門計算表は農業

経営の中から生産部門（稲作，養畜など）を抽出し，各生産部門ごとの成果指標を計算

するために用意されている．ここでは，農業経営計算表についてのみ紹介しておくこと
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にする．

　農業経営分析諸表は，農業経営を独立の経済主体とみなすため，農業経営をどのよう

に認識するかが問題となる．一般的な営利企業経営であれば，経営体は自己資本（株式

などの他人からの出資を含む）のみで構成され，労働力やその他の経営要素は全て借入

れていると考えることができる．このとき，自己資本に対する利潤を最大にすることが

経営体の目標となる．しかし，農業経営，特に家族で営まれる農業経営に対し，一般の

営利企業経営のような認識をしてよいかどうかは，農業経営の実態に即して決定されな

ければならない．

　農業経営学において，農業経営をどのように認識するかは古くから議論されてきた課

題である．自計式農家経済簿の開発者である大槻は，農業経営を，内給要素に対する分

配額である純収益を最大化することを目標とする組織体として定義し，各生産要素（労

働土地，資本）のいずれが内評要素と捉えられるかによって農業経営を分類した力．

大槻による経営形態の分類の中で，小農経済的経営，家族労働力利用経営，資本利用経

営，経営者能力利用経営の4種の経営形態が自計式農家経済簿の経営分析諸表と関係す

る．

　小農経済的経営は家族労働と自己資本（所有農地を含む）を内給要素とする一方，家

族労働力利用経営は家族労働のみを，資本利用経営は自己資本のみを内給要素とする．

さらに，経営者能力利用経営は内聞要素をもたず，全ての生産要素を他からの借入れに

よってまかなうと想定した経営体である．経営者能力利用経営は，経営者自身の能力に

対する報酬のみを追求することになる．これらの経営形態の分類において，大槻は，家

族労働を主体とし，かつ，小規模の農地によって経営される日本の農業経営には，小農

経済的経営がもっともよくあてはまるとした．

　自計式農家経済簿が開発された戦前期日本の農業経営に小農経済的経営が広くあては

まるとしても，現実の農業経営は多岐にわたっており，記帳者である農家が知りたい分

析諸表も自身の農業経営の形態や目指す方向によって異なってくると考えられる．自計

式農家経済簿においては，農業経営を小農経済的経営と捉えたときの経営指標の計算か

ら始まり，順次，家族労働力利用経営，資本利用経営，経営者能力利用経営に関する経

営指標を計算するように農業経営計算表が設計されている．

1）農業粗収益

　農業経営が年度内に獲得した収入の総額を表す．農家粗所得の農業経営への分割額で

ある農業粗所得を計算し，それに，もう一つの所得経済部面である兼副業への仕向額を

加えることによって求められる．すなわち，
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農業粗所得＝農家粗所得一農外（兼副業）粗所得

　農業粗収益＝農業粗所得＋兼副業への仕向額

2）農業経営費

農業粗収益を得るために要した外鰐要素に対する支払額が農業経営費である．小農経

済的経営という見方に従えば，農業経営は所有農地を含む自己資本と家族労働力によっ

て構成される．農業経営費は，実際に支払った農業経営が負担すべき所得的失費と兼副

業部門から農業経営が使受けた内部取引の評価額で構成される．すなわち，

農業所得的失費＝所得的失費一筆外（兼副業）所得的失費

　農業経営費＝農業所得的失費＋兼副業からの使受額

農家経済が農外部門を有していない専業農家であれば，農業経営費は所得的失費と一致

する．

3）農業純収益

　小農経済的経営の内子要素である自己資本，家族労働力，そして自身の経営者能力に

対する報酬を表す．すなわち，

農業純収益＝農業粗収益一農業経営費

4）家族農業労働報酬

農業経営が家族労働力のみで構成されているとすると，自己資本も概念的には他人資

本とみなすことになる．従って，家族労働力経営の農業経営費は自己資本に対する利子

を小農経済的経営の農業経営費に加算したものになる．さらに，家族労働力経営の農業

純収益は，

家族農業労働力純収益＝（小農経済的）農業純収益一農業資本利子見積額

によって定義される．

家族農業労働力純収益は，経営者能力に対する報酬がゼロであれば，家族労働に対す
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る報酬額とみなすことができるため，家族労働1日当りの報酬額を求めることができる．

家族農業労働報酬（1日当り）＝

　　　　家族農業労働力純収益／家族総農業労働日数（能力換算）

5）農業資本利回り

　資本利用経営では，農業経営は自己資本のみで構成され，労働は雇用によってまかな

われるものとする．この場含，家族労働も雇用労働と同じく労賃を支払って外部から借

入れるとみなすため，資本利用経営の農業経営費は，小農経済的農業経営層に家族労働

の見積労賃を加算したものになる．したがって，資本利用経営の農業純収益は以下のよ

うに定義される．

農業資本純収益＝農業純収益一家族労賃見積額

農業資本純収益は，経営者能力に対する報酬がゼロであれば，農業経営に投下した自

己資本に対する報酬額（利子）と考えることができる．したがって，以下の式によって，

自己資本に対する利回りを計算することができる．

農業資本利回り＝農業資本純収益／農業資本額

6）農企業利潤

　農業経営は具体的な内給要素をもたず，資本も労働力も全て借入れによりまかなうも

のとする．このような農業経営の経営費は，小農経済的農業経営費に自己資本に対する

利子と家族労働に対する労賃を加えたものになる．これは，生産を行うために要した費

用の合計であり，自計式農家経済簿では農業生産費用と呼んでいる8）．さらに，農業粗

収益から農業生産費用を差し引けば，農企業利潤が得られる．

農業生産費用＝（小農経済的）農業経営費＋農業資本利子見積額＋家族労賃見積額

　　　　　　　　農企業利潤＝農業粗収益一農業生産費用

農企業利潤は，経営者能力に対する報酬を表している．したがって，用語の中に企業と

いう言葉が含まれているが，自己資本に対する報酬ではないことに注意が必要である．
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　以上，農業経営計算表の概略を説明したが，これらの分析諸表を実際に計算するため

には，現金現物日記帳と財産台帳だけでなく，補助簿を利用しなければならない．例え

ば，現金現物日記帳では農業経営と兼副業との問の内部取引は記録されないため，兼副

業への仕向や兼副業からの押貸を計算するためには，現物整理帳にこれらの取引を記録

しておかなければならない．農業経営計算表を計算するためには，かなりの労力と記帳

能力が必要とされる．また，拡張計算に属する農業経営計算表は全て動態的計算法によ

って行われ，農家経済余剰と農家財産純増加持のような複計算による自己監査機能は備

わっていない．自計式農家経済簿の農業経営分析諸表は，これらの意味において不完全

なものではあるが，小農経済的農業経営についての経営指標から始まり，様々な農業経

営の形態に合わせた経営指標が用意されているζとは注目に値する．

4、現代における自計式農家経済簿の意義

　第1節で述べたように，複式簿記の普及により，自計式農家経済簿は現在ほとんど使

用されなくなっている．では，現代において自計式農家経済簿を見直す意味はどこにあ

るのだろうかここでは，自計式農家経済簿の現在的な価値を考察することにしたい．

最初に，現在の日本農業において，自計式農家経済簿の設計思想が果たす役割を考察す

る．さらに，本書で自計式農家経済簿を復刻する契機となった，戦前期農林省農家経済

調査の配下を統計的に分析するという視点から考察する．

4－1．現在の日本農業と自計式農家経済簿

現在の日本農業において，農産物の自由化による農産物価格の下落や農業従事者の高

齢化などを背景として，従来の（小農経済的）家族経営から企業的経営へのシフトが必

要であるという議論が多く行われてきた．この「企業的」という言葉は様々な意味を含

んでいるが，集落営農などの組織的経営ではなく農家の個別経営に限って言うならば，

家計と経営が分離され，所得ではなく利潤（自己資本に対する報酬）を追求する経営体

を指し，さらには，経営の効率化や生産性の上昇のために新技術の採用や販路の開拓な

どを積極的に行っていく経営者の姿勢そのものを指している．

　自計式農家経済簿を含む農家経済所得簿記は，自計式農家経済簿の現金現物日記帳が

所得経済部面と家計経済部面が残金として一つにまとめられる構造になっていることや，

主要な決算指標が農家所得と農家経済余剰になっていることからもわかるように，農業

経営は小農経済的な家族経営であり，家計と経営が不可分な状態にあるという認識に立

っている．一方，複式簿記は，一般に農業経営のみを記帳の対象とし，農業経営を家計
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からあらかじめ分離されているものとして扱う．農家経済所得簿記は小農経済的家族経

営に適した農業簿記であり，複式簿記は企業的経営に適した農業簿記であると言うこと

もできる．このため，小農経済的な家族経営から企業的経営へのシフトを促す政策とセ

ットになって，複式簿記の普及が行われてきた9）．

　複式簿記が農業経営を家計から分離されているものとして扱うといっても，家族経営

である以上，農業経営の母体である農家経済が消費部面を有していることに変わりはな

い．現実の農家経済，特に家族労働を中心とした経営を行っている農家では，生産物を

家計で消費したり農業経営資金を家計消費に用いるといった内部取引が頻繁に行われる

と考えられる．自計式農家経済界では，家計消費を含む全ての支出は，残金欄を反対記

入とする現金現物日記帳にまとめられていた．これは，農家経済は経営と家計が分離さ

れおらず，全ての取引が一つの財布でまかなわれているという認識による．経営と家計

を分類する複式簿記では，このような方法をとることはできない．

　複式簿記で生産物の家計仕向や経営資金の引出を処理する方法はいくつか存在するが

（桂（1976）），一般的には，これらの取引を資本金の減資とみなして処理する方法がと

られる（古塚・高田（2009））．この方法について確認すると，まず，純資産として資本

金勘定と引出金勘定を設ける．生産物の家計仕向は，引出金勘定の借方と生産物の売上

勘定の貸方にその翻価額を記入する．また，経営資金が家計によって引出された場合，

引出金勘定の借方と現金勘定の貸方にその額を記入する．農業経営が家計の資金から現

金を引き出した場合には，逆の手続きをとる．決算時に引出金勘定を資本金勘定に転記

する．もし引出金勘定の残額が借方（貸方）にあれば，その年度内に家計との内部取引

により資本が減少（増加）したことになる．

　農業経営を企業的な経営体とみなすということは，自己資本を内給要素とする経営体

であると考えることであり，経営費の中に家族労賃が含まれることになる．実際に家族

労賃を支払っている経営体では，家族労働を雇用労働と同様に処理すればよい．家族労

賃を支払っていない場合には，上記の引出金勘定を通して処理を行う．具体的には，自

家労賃勘定を設け，家族労賃の見積額を借方に記入し，引出金勘定の貸方に同額を記入

する．つまり，家族労賃を費用の発生と自己資本の増資とみなす．

　このように，複式簿記は，引出金勘定を農業経営と家計経済との窓口として内部取引

や家族労働を処理している．この方法は，手続きが煩雑にはなっているものの，自計式

農家経済簿の内部取引の処理方法と実質的な差はない（桂（1976））．複式簿記は，家族

労賃を支払わず，また，実質的に経営資金と家計用の資金が分離されていないような，

小農経済的な農業経営にとっては，内部取引についての処理が煩雑になってしまうとい
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う側面をもっている．

　また，複式簿記は農業経営を企業的経営と認識するため，記帳から導かれる直接の決

算指標も企業的な収益（自計式農家経済簿の決算では農業資本純収益に相当する）であ

る．小農経済的経営など他の経営構造を想定したときの経営指標や農家経済余剰といっ

た農家経済全体について指標は，企業的な収益を計算した後，別途計算することになる．

一方，自計式農家経済では，前節で述べたように，農家所得から始まり，小農経済的農

業経営，家族労働利用経営，資本利用経営（ここでの企業的経営）についての経営指標

を拡張計算によって計算する形をとっている．この中で，自己資本に対し適切な利子を

保証しつつ，支払うことが可能な家族労賃や（家族農業労働報酬），一般的な労賃を家族

労働に保証しつつ，自己資本が農業経営から得られる利子率（農業資本利回り）などを

計算することができる．

　小農経済的経営から企業的経営への発展を目指す農家にとって，自計式農家経済簿は，

経営の実態に合った形で記帳しつつ，さらに，企業的経営を行った場合にどのような状

況が発生するのか，また，企業的経営を行うためにはどのようなことが必要なのかをシ

ミュレートすることができるようになっている．コンピュータによる複式簿記の記帳が

可能であり，また，非現金取引が主流となっている現在において，農業簿記を財務管理

の道具として見た場合，自計式農家経済簿を実際に農家が採用するメリットは小さい．

しかし，企業的経営への発展を目指すために農業簿記を記帳する場合，自計式農家経済

簿の複式簿記に対するメリットは十分に存在するし，このような目的の農業簿記の記帳

は企業的経営を進展させるためにも必要であると考えられる．小農経済的経営から企業

的経営へのプロセスに即した経営指標の分析を複式簿記でも重視していくべきであるし，

このような分析諸表の作成に自計式農家経済簿が参考になるであろう．

4－2．個票データとしての自計式農家経済簿

　前述の通り，1942年から1948年にかけての農林省農家経済調査に自計式（京大式）

農家経済簿が採用されていた．この時期を含め戦前期農林省農家経済調査の個票の多く

が京都大学農学研究科の生物資源経済学専攻に保管されている．これらの資料は，開発

途上期にあった戦前期日本の農家経済について，農家レベルの計量経済学的分析，特に

近年急速に進展した開発のミクロ経済学的な視点からの分析を可能にする点で貴重な資

料である．従来の開発ミクロ経済学的な実証分析は，主に聞き取り調査による引網デー

タを用いてきた．戦前期農家経済調査が簿記記帳による個票データであることを利用す

ることにより，従来の研究では十分に明らかにすることができなかった農家行動を分析
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することができる可能性がある．

　浅見（2009）は，自計式農家経済簿が静態的計算と動態的計算の複計算を採用してい

ることに着目し，自計式農家経済簿が採用された時期の農林省農家経済調査の分析例を

紹介している．この分析では，複計算の均衡式である農家経済余剰＝農家財産純増導師

から，所得的収入＝財産的支出一財産的収入＋所得的支出＋家計支出＋年度末現金一年

度末現金が成立することに着目し，兵庫県の7件の調査農家のデータを用いて戦中（1942

年）から戦後（1943年）にかけての農家のキャッシュ・フローが検証されている．この

分析の中で，終戦直後に農家のキャッシュ・フローが悪化し，その対応として，預貯金

などの純現金の引出し，固定資産（特に大家畜）の売却が行われていたことが示されて

いる．

　近年，経済的ショックや自然災害により所得が不確実に変化する環境の下での途上国

の農家の長期的な行動を分析しようとする試みが，開発のミクロ経済学の分野を中心に

積極的に行われている．これらの研究は，不確実陸やリスクの実現が消費（厚生水準）

や資産蓄積に与える影響を分析し，貧困の動態的側面を明らかにすることを目的として

いる．これらの研究は，その理論的背景として動学的ハウスホールド・モデルを用いて

いる．これは，生産と消費が同時に決定される農家の短期の経済行動をモデル化した静

学的ハウスホールド・モデルを動学化したものであるlo）．

　動学的ハウスホールド・モデルは，通常，消費水準によって与えられる各戸の効用関

数の和を，各期の予算制約などの制約の下で最適化する問題として定義される．半期の

予算制約式は，各県の農家の所得，消費といったフローに関する活動（農家の各期の選

択変数）と来期の資産状態というストックを関係づける役割を果たす．例えば，所得が

完全に外生的に与えられるようなシンプルなモデルにおける予算制約式は，以下のよう

に与えられる．

Ct十At＋1≦（1十r）At十Yセ

ここで，Cは消費，　Aは資産，　Yは所得，　rは金利，そして，　tは年度を表す．この予算

制約式は，今季の消費と来期の資産額は今期の所得と今期の資産に金利を掛けた額を超

えることができないという関係を表している．

　ここで，上記の予算制約式のCtを右辺に，（1＋r）ムを左辺に移行すれば，予算制約の左

辺は財産の増減を，右辺は農家の余剰を表すことになる．つまり，動学的パウスホール

ドモデルの予算制約式は，自計式農家経済簿の複計算における均衡式である，農家財産
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純増加額＝農家経済余剰に他ならない．この均衡式を展開すると，

家計費＋年度末財産一年度末負債＝年度始財産一年度始負債＋農家所得

が得られる．農家所得の中に利子収入や負債利子が含まれるため，この均衡式は，上記

の予算制約式と同等の関係を表している．

実際の動学的ハウスホールド・モデルの研究では，信用制約を考慮したり，所得を年

度始生産資産の関数として内生化するなど，現実の農家経済の状況や分析対象に合わせ

てモデルの精緻化が行われる．しかし，これらの研究でも，対象とする生産資産が家畜

に限られるなど，現実の農家経済からはかなり単純化されることが多い．現実の農家経

済を詳細にモデル化すると，モデルがあまりに複雑になりインプリケーションが得られ

なくなってしまうことと，モデルの推計そのものが困難になることがその主な理由であ

る．さらには，聞き取り調査による個票データでは，正確な資産の変化や所得，消費に

関するデータを得ることが難しく，データの制約により分析モデルを単純化せざるを得

ないという側面がある．

　自計式農家経済簿では，土地，建物，大器具，大家畜，大植物といった各種生産資産

について，交換取引（投資的取引）による増減と増殖・減耗による増減の区別を含め，

詳細なデータが入手可能である．さらに，これらの資産の各期の増減は複計算により農

家経済余剰と関連付けられている．所得の変化に対応し，どの資産が投資的な行動によ

って変化したのかを詳細に観察することが可能であり，この観察から，農家の長期的な

行動を特徴づける資産を絞り込むことができる．自計式農家経済簿を用いた場合，聞き

取り調査と比べ，より農家経済の実態に近い分析モデルを構築することができると考え

られる．

　自計式農家経済簿が農家経済調査に用いられた第5期調査は，第二次世界大戦の勃発

から戦後にいたる1942年から1948年にかけて行われた．内乱等の国全体の混乱は現在

の途上国の貧困に深刻な影響を与えるが，戦時期の個票データを収集すること自体が困

難であり，戦争のショックに対する農家行動や貧困の分析は櫻井・サバドゴ（2007）な

ど少数に限られている．第5期調査を用いた浅見（2009）の分析は，戦時期から戦後に

かけての経済的，社会的な混乱期において，農家が大家畜などの比較的流動性の高い生

産資産を用いて消費の平準化を試みていた可能「生を示している．第5期調査を用いた計

量分析などを行うことにより，戦乱の農家行動や貧困への影響についての理解が大きく

進むことが期待される．
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　また，第4期農家経済調査（1931年から1941年）では，複計算は行われていないも

のの，財産の交換取引と増殖・減耗の区別がなされているため，自計式農家経済簿を用

いた第5期調査と同様に資産の増減に関する詳細なデータを入手することができる．第

4期調査も，データの正確性という点では第5期調査に劣るものの，農家の長期的行動

についての分析に用いることができると考えられる．第4期調査の時期は，昭和恐慌か

らの回復期にあたり，生産資産の蓄積に着目した分析が期待されるであろう．

5．おわりに

　自計式農家経済簿は，戦前期から日本で用いられてきた単記式の農家経済簿の集大成

とも言うべき簿記であり，開発者である大槻が，家計と経営が未分離な状態にある小農

的な農家経済をいかに把握するかという問題に真摯に取り組んだ成果である．小農的農

家経済は現代の途上国に広く普及する農家経済の形態であり，戦前から戦後にかけての

日本の農家を対象とした大槻の農業経営学は，経済史だけでなく，現在の途上国の農家

経済を分析する研究者にとっても示唆に富んでいる．戦前期農家経済調査の個別原票を

利用しようとする研究者には，本書の復刻資料を通して戦前期農林省農家経済調査のデ

ータ構造についての理解を深めるとともに，大槻の農業経営学にまで踏み込んでいただ

ければ大変幸いである．

注

1）現在まで京都大学に保管されている京大農家経済調査の三門は電子資料として復刻

　　されている（京都帝国大学農学部農林経済学教室（2006））．

2）自計式（京大式）農家経済簿の改訂については，桂（1990，1991）において詳細な検

　証がなされている．

3）農業簿記が農業経営・農家経済の発展に資するためには，農家自身が集計・決算す

　　ることが必要であるという意識を，開発者である大槻は強くもっており，大槻

　　（1938／78）の序文によく表されている．また，京大式農家経済簿という名称も，1937

　　（昭和12）年に大槻自身によって「自計主義農家経済簿」に改められていることか

　　らも，自計式への強い意識がうかがわれる．

4）本節及び第3節は，主に菊地（1986）及び浅見（2011）を参考に記述している．よ

　　り詳細な説明はこれらの著作を参照していただきたい．

5）ここで，農家財産とは現代の簿記用語でいえば，資産から負債を差し引いた純資産

　のことを指している．また，農家経済簿記では農家が所有する財産一般が記録の対
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　象となるが，農業経営簿記では農業経営のみを農家経済から抽出するため，記録の

　対象となるのは，農業経営に属する財産のみである．

6）農業経営簿記では，農家経済余剰ではなく，期間内の純利益が計算される．

7）詳細は大槻（1938／77）や大槻（1964．1965／77）などを参照のこと．

8）記帳農家の営む農業経営が生産に要した費用を，農業経営という私経済的見地から

　　ではなく，社会経済的見地から把握したものと考えてもよい．このことから，自計

　式農家経済簿では，農業経営費ではなく農業生産費用と呼んでいると考えられる．

　　ある生産物の生産費とは，生産物一単位生産するのに必要な諸費用の全ての合計額

　　を指す．

9）規模の拡大や経営の効率化を目指す農業経営者の育成を目的とした認定農業者制度

　　が政府によって行われている．これは，農業経営者自身が農業経営改善計画書を市

　　町村に提出し，計画が認められると認定農業者として計画実行のための支援が得ら

　れるという制度である．規模拡大などの様々な経営目標を計画書に定めることが要

　求されるが，その中の一つとして，経営管理の合理化の目標があり，その目標例と

　　して複式簿記の記帳が挙げられている．

10）静学的ハウスホールド・モデルは，大槻の小農径済論に影響を受けた神戸大学の田

　　中修氏と京都大学の中嶋千尋氏によって1950年代に開発された農家主体均衡論が

　基礎となっている（中嶋（1983））．その後，農家主体均衡：論が海外に紹介され，ハ

　　ウスホールド・モデルとして途上国研究の標準的ツールになるまでに発展した．静

　　学的ハウスホールド・モデルの理論・実証分析については，Singh　et　aL（1986）や

　　Sadoulet　and　de　Janvry（1995）を参照のこと．また，近年の動学的ハウスホールド・

　　モデルの理論・実証分析の発展については，黒崎（2009）にまとめられている．
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財産的収入・支出種目別内容例示 所得的総収入種目別内容例示

種　　　　　目 略称 内　　　　　　　　容 種　　　　　目 略称 内　　　　　　　　容

土　　　　　　地 土
t地の二人・開墾．・i地改良、およびこれに付随

ｷる登記料などの支鼠ならびにt地売却収入 稲 稲
米の販売収入および　計仕向、なお、くず米・わ
轤ﾈどの副産物の販売や家計仕向も含む（副産物
?ｪ類は以下同ヒ｝　　　　　「

建　　　　　　物 建
建物・構築物の新築・改築・大修繕に伴なうすべ

ﾄの支出、ならびに同売却収入 麦・雑穀・いも 麦
麦類。ダイズ・トウモロコシ・カンショ・バレイ
Vョの販売収入および家計仕向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

大　　植　　物 大植
開園・植林のための苗木および樹木の購入支出、

ﾈらびに売却収入 野　　　　　菜 野
ナス・インゲン・ダイコン・サトイモ・ネギ・ス

Cカ・イチゴなどの販売収入および家計仕向

大　　家　　畜 大州 牛・馬の購入支出、ならびに売却収入 果　　　　　実 果
モモ・タリー1ンゴ・カキ・ミカンなどの販売収

?ｨよび家計仕向

大　　機　　具 大機
大機具（約真万円以．1りの購入支出ならびに売却

茁
その他耕種生産物 耕

以上の種目に含まれない耕種生産物、ナタネ・イ
Oサ・茶葉・桑葉・花環などの販売収入および家
v仕向

預　　貯　　金 貯
農協・郵便層・銀行などの預貯金預入れ（支出）

ﾈらびに引幽し（収入） 牛　　　　　乳 乳 牛乳の販売収入および家計仕向

貸　　付　　金 貸 貸付け伎出）ならびに貸付金の返済受け（収入） 鶏　　・　　卵 鶏 成鶏・ヒナ・鶏卵の販売収入および家計仕向

未　　収　　金 未収 売掛金の未収（支出）ならびに支払い受：け（収入） その他養畜生産物 畜
牛乳・養鶏生産物以外の養苗生産物、ブタ・ヤギ・ヒツジ・蚕繭・コイなどの販売収入および家計

d向

頼　母　子　講 講
　　　　　，
兜黷注uの掛込み（支出）ならびに落札（暇入） 林　　産　　物 林

炭・まき・しば・下草・マツタケなどの販売収入

ｨよび家計仕向

積　立　保　険 保
生命保険・建物更生共済の払込み（支当）ならび

ﾉ払戻し（収入） 加　　工　　品 加
切り干し・茶製品・わら工品などの販売収入およ

ﾑ家計仕向

出　　資　　金 資 組合などへの出資金の払込み（支出）ならびに払
ﾟし（収入） 財産利用収入 財利

牛馬・農具の賃貸料、小作料・利子・配当などの

茁?ｨよび建物宅地用役家計仕向

有　価　証　券 券
株券・各穐信託・公社偵などの購入（支出）なら

ﾑに売却（収入）
労賃・俸給収入 労収 破傭労賃・俸給・各種・手当などの収入

借　　入　　金 借 借入れ（収入）ならびに倦入金の返済（支出） 年金・恩給収入 年 各種年金・恩給・退職金などの収入

未　　払　　金 未払 買掛金の未払い（収入〉ならびに支払い（支出） 被贈・補助金収入 贈 各種祝金・香典・返礼および各種補助金などの収

雑　　収　　入 雑収
飼料占袋・古小農具・古雑．誌・古家具などの販売

茁?Aおよび農業共済金・宝くヒの賞金などの収入

所得的支出種目別内容例示

種　　　　　目 略称 内　　　　　　　　容

種　　苗　　費
農作物の種．∫一・苗木および果樹・林木の補植用前
ﾘの購入支出、ならびにこれ1二偉隠した運賃その
ｼの支出q・腫鱗費燵塁」亜種llにう類する

　　一｝L．．一．　

?@　料　　費
種
肥 肥料の購入支出

　　冒｝　｝「丁

_用薬剤費 一薬
　　　　

?ｨ病害虫防除および除f潮1薬剤などの購入支嶺

飼　　料　　費 飼
飼料・敷料の購人支出および飼料用麦のひき割り

ｿなど

家　　畜　　費 畜
豚・ヒツジ・鶏・ウサギなど中・小家「の購入お
謔ﾑ蚕穐の購人支串、ならびに家畜の種付料・医
@費．など

原　材　料　費 原
加工用原料の購人ならびに俵・なわ・潤滑油など

剥ﾞ料の購入支謝

機　　具　　費 機
小機．具（約1万円未満）の購入支出、ならびに．大

ｬ機．艮の維持修繕支出

建物維持修繕費 建
建物の維持修繕のための材料の購入支出、ならび

ﾉ労賃支幽

　　　兼　業　用
�M・．水一道．．費．

　　　　　　　　　　　一．_兼業用ガソリン・イ1油・薪炭などの白人支田、

ﾈらびに電気料・水道料なビ

作業用被服費

農光

?
一．「一一一一一
_兼業絹の作業衣・帽r・はき物などの購入支出

支払い労賃 昌昌
雇用労賃の支払い（ただし、建物維持驚繕の際の

蜊H・左官労賃1ま建物維持修繕費に含ませる）

負　債　利　子． 負利

支払い小作料 小イ
　　　　　　　　　　　　　　　一．・一一

ｬ作料の支払い

借賃　・料金 料
家畜・大機具などの賃借料、出荷手数科・登録乎
迫ｿおよび賃耕・請け撫・作震・共同作業の支払
｢料金・業務用電話料など

水　　利　　費 水 農業用水利のための支払い

一．．．

ﾐ害保険料 三保
共済保険料・火災保険料などの災害保険料の支払
ｵ、

研　　修　　費 研
農兼業のための図書・雑誌の購入支出ならびに農

膜､究会・同見学のための支掛

租　税　公　課 税
，1　　・固　辱　税・　’町季民税および農業協百
g合費・士　改　区費・部落協議費などの納入支　ならびに　　　　　など

雑　　支　　出 雑支
以上の種目に含まれないすべての支出、貸倒金・

ｴ失金・．通勤費など

家計費種霞別内容例示

種　　　　　目 内　　　　　　　　容

米 米
り　　・　　　・の　　　　お　び　　　又、『ら
ﾒに精米料などの支出（ただし、飲食費以外の他
ﾚ的で使ったものは．該当種目に含ませる）

麦・　　又・
｢　　も　類

穀
麦頬・雑穀類・カンショ・バレイショおよび同加
P＝品（うどん・乾めんなど）などの購入支出なち
ﾑに家計仕受

　　　　一・一．一

?ﾘ．・海藻類 菜
野菜類’海藻類（コンブ・ワカメなど）・同加工

iなどの購人支出ならびに家計仕受
飲
　
　
食
　
　
費

　　一一－．一一一一
@　　一�E肉・卵・乳 魚

魚貝頬（魚・疑・エビ・タコなど）・肉類（牛・
ﾘ・鶏など）・鶏卵・牛乳および同加工品などの
齔l支出ならびに家計仕受

調味・油脂類 味
調味料（砂轄・食塩・みそなど）・油脂類（食用

禔Eパターなど〉の購入支出な．らぴに家計仕受

嗜　好　品 好
酒類・茶・菓子・清涼飲料・果物などの購入支出

ﾈらびに家計仕受

外　　　　食 外
学校給食・勤務先の外食・共同炊事のための支出
?ﾚ蓬ll｛画一膿鰐鶴鯵下歯窪鮎綴食費はそれぞれの種昼に含ませる）

た　ば　こ　代 た たばこの購入支出

　　一一

﨑栫E身回り品費 服
衣服・シャツ・くつ下・腕時計・財布などの購入
x禺、およびこれらを保綴するための沈たく石け
�Eナフタリンの購入、洗たく料など・　　　　　　　　　　　　　　　　　ならびに

Z服用としての家計仕受

住居・家財費 住
ヒ敷き・障∫L紙・テレビ・茶わん・はしなどの購

u：二二二二翫二二繊など破

光熱・水道費 光
まき・ポ炭・マッチなどの購入支出、および家計
d気代・ガス代・水遵料などの支払い、ならびに
R料としてのまき・わらなどの家計山臥

保健・衛生費 健
再往‘三縫岱ノ騰繋惨｛驚野號怨琴櫨冶けん・化粧クリームなどの購入支出

学校・教育費 教
小学校。中学校．高等学枚・大学などの投業料。

V鮮擢音野諄驚養盟入汝らぴに‘

教養・娯楽費 娯
ラジオ・テレビの聴視料、新聞・雑誌の購読料．
ﾆ事講習費・同視察費ならびに映画の観覧料・その他娯楽用品の購入支出など

交際・通信費 交
他人への各種祝金・爵典・進物用晶の購入、およ・
ﾒ進物用現物家計｛オ：受ならびに敬育以外の仕送り
?A．家計のための電話料。通俗費など

冠婚葬祭．費 冠
自家の結婚・出産・葬儀・供養念仏のためのすべ
ﾄの費用、ならびに特にこれちに要した米・鶏・
曹ﾈどの家計仕受

諸　　負　　担 「
負

青年団費・婦人会費・社寺費・共同募金．・消費組
∑?Aおよびその他寄付金などの支払い

雑　　　　　費

崇開眼‘濠毅款嬢串？饗醐語欝心付けなど
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自計式農家経済簿II（台帳）主要内容

家　族　台　帳
農家経済決算B表

財　産　台　帳
農業経営分析諸表

（3）

ま‘ し が き

　農家が自家の経済を改善する上に日々の紀帳のたいせつなことはいうまでもない。しかし、記帳し放しではなん

にもならないので、年度末に自分で集計決算し、過ぐる1力年間の成果を算出してみて初めて記帳の興味もわき、

農家経済改善の指針も得られるのである。この帳簿によれば、記帳さえ正確に行なえば、年度末に財産台帳の帳じ

りと現金現物日記帳の帳じりとを、それぞれ「集計表」に集めたあと、「決算表」に書き込むことによって、自動

的に決算ができるようなしくみになっている。それだから記帳農家は、他の助力死借りずに自分で決算することが

できるばかりでなく、農閑期を利用して「農家経済分類諸表」および「農業経営分析諸表」も、きわめて容易に作

ることができ、1両年度の後には詳細な次年度経営設計表さえも作りうる域に達するであろう。

　記帳法は当初習熟するまでは多少むずかしく感ずるかもしれないが、すぐ覚え込むことができ、一度覚え込めば

・記帳に興味を感ずるようになる。

　　『分類諸表』は決算上には必要でない。　「決算表」を作ったあと、経営め内部関係の研究や次年度の経営計画を

たてる資料を得るため、第一に「分類諸表」を、次に「農業経営分析諸表」　（「農業経営分析諸表」は経営計算や

部門計算・生産費計算などを行なう計算表である）を作るのである。

　労働日記帳および現物整理帳も決算のためには必ずしも不可欠な帳簿ではないが、決算を正確にし、また、農家

経済の内部関係を明らかにする補助簿として有用である．さらに進んで・分類諸表・（次年度経営設計表）・膿業

経営分析諸表」を作るためにはぜひ必要な帳簿である。
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（4）

　本帳簿は戦後しばらくの問、日記帳と台帳との合冊にしていたが、昭和29年度から再び日記帳（現金現物日記帳・

労働日記帳・その他補助簿および農家経済決算A表）と台帳（家族台帳・財産台帳・農家経済決算B表および農業

経営計算諸表）との2分冊にした。それは主として日記帳だけを記帳しようとする初歩のかたがたの要望にこたえ

るためであり、そのためにしいて初年度から台帳を記帳しなくとも、この日記帳だけでも簡単な決算ができるしく

みになっている。しかし、・この日記帳を1両年記帳しつづけると、必ず台帳の記帳および農業経営計算が行ないや

すくなるとともに、日記帳だけによる簡単な集計・決算に不足不満を覚えるようになって、日記帳と台帳とからの

数字を併用した集計・決算を望むようになるであろう。

　なお、本帳簿は従来「自計主義京大式農家経済簿」と命名してきたが、「自計式農家経済簿」と略称することに

した。

記帳初歩の人に対しては別に記帳法および記入例を詳述した「自計式農家経済簿記帳の解説（富民協会発行）」があるから参照せられたい。

編 者

1．現金現物日
　　財産的収入・支出種目別内容例示

記帳
所得的総収入種目別内容例示

（5）

種　　　　　目 略称 内　　　　　　　　容 種　　　　　目 略称 内　　　　　　　　容

土　　　　　　地 土 土地の購入・開墾・土地改良、およびこれに付随

ｷる登記料などの支出、ならびに土地売却収入 稲 稲
米の販　収入および　計仕ロ、なお、くず米・わ
qなどの副産物の販売や家計仕向も含む（載瞳物
ﾌ分類は以下同じ）

建　　　　　　物 建
建物・構築物の穀築・改築・大修繕に伴なうすべ

ﾄの支出、ならびに同売却収入 麦・雑蓉・いも 麦
　　　　　ρ
椁j・ダイズ・トウモロコシ・カンショ・バレイ

Vョの販売収入および家計仕向

大　　植　　物 大植
開園・植林のための苗木および樹木の購入支出、

ﾈらびに売却収入 野　　　　　菜 野
ナス・インゲン・ダイコン・サトイモ・ネギ。ス

Cカ・イチゴなどの販売収入および家計仕向

大　　家　　畜 大掴 牛・馬の購入支出、ならびに売却収入 果　　　　　実 果
モモ・クリ・リンゴ・カキ・ミカンなどの販売収

?ｨよび家計仕向

大　　機　　具 大機
大機具（約真万円以上〉の購入支出ならびに売却

茁
その他耕種生産物 耕

以上の種目に含まれない耕種生産物、ナタネ・イ
Oサ・茶葉・桑葉・花類などの販売収入および家
v仕向

預　　貯　　金 貯 農協・郵便局・銀行などの預貯金預入れ（支出）

ﾈらびに引出し（収入） 牛　　　　　乳 乳 牛乳の販売収入および家計仕向

貸　　付　　金 貸 貸付け（支出）ならびに貸付金の返済受け（収入） 鶏　　・　　卵 鶏 成鶏・ヒナ・鶏卵の販売収入および家計仕向

未　　収　　金 未収 売掛金の未収（支出）ならびに支払い受け（収入） その他養畜生産物 畜
牛乳・養鶏生産物以外の養畜生産物、ブタ・ヤギ・ヒツジ・蚕繭・コイなどの販売収入および家計

d向

頼　母　子　講 講 頼母子講の掛込み（支出）ならびに落札（収入） 林　　産　　物 林
炭・まき・しば・下箪・マツタケなどの販売収入

ｨよび家計仕向

積　立　保　険 保
生命保険・建物更生共済の払込み（支出）ならび

ﾉ払戻し（収入） 加　　工　　品 加
切り干し・茶製品・わら工品などの販亮収入およ

ﾑ家計仕向

出　　資　　金 資 組合などへの出資金の払込み（支出）ならびに払
ﾟし（収入》 財産利用収入 財利

牛馬・農具の賃貸料、小作料・利子・配当などの

茁?ｨよび建物宅地用役家計仕向

有　価　証　券 券
株券・各種信託・公社償などの購入（支出）なら

ﾑに売却（収入） 労賃・俸給収入 労収 被傭労賃・俸給・各種手当などの収入

借　　入　　金 借
　　　　　　　　　　　　r
ﾘ入れ（収入）ならびに借入金の返済（支出） 年金・恩給収入 年 各種年金・恩給・退職金などの収入

未　　払　　金 未払 買掛金の未払い（収入）ならびに支払い（支出） 被贈・．補助金収入 贈 各種祝金・香典・返礼および各種補助金などの収

雑　　収　　入 雑収
飼料古園・古小農具・古雑誌・古家具などの販売

茁?Aおよび農業共済金・宝くじの賞金などの収入
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（6）

所得的支出種目別内容例示

種　　　　　目 略称 内　　　　　　　　容

種　　苗　　費 種
農作物の穏f一・笛木および果樹・林木の補栖用苗

|要謙告磁盈籔論翻鶴欝馨帰

島　　料　　費 肥 肥料の購入支毘

農用薬剤費 薬 作物病害虫防除桐よぴ除草用薬剤などの購入支出

飼　　料　　費 飼
飼料・敷料の購入支出および飼料用麦のひき割り

ｿなど

家　　畜　　費 畜
　・ヒツジ・鶏。ウサギなど中・小家．南’の購入お

J聾嘩入支出・ならびに繍の樹寸料’医

原　材　料　費 原
加工用原料の購入ならびに俵・なわ・潤滑油など

剥ﾞ料の購入支出

機　　具　　費 機
小機具（約1万円未満）の購入支出、ならびに大

ｬ機具の維持修繕支出

建物維持修繕費 建
建物の維持修繕のための材料の購入支出、ならび

ﾉ労賃支出

　　　兼　業　用

�M・水道費
憎憎

農兼業用ガジリン・石油・薪炭などの購入支出、ならびに電気料・水道料など

作業用被服費 作服 農兼業用の作業衣・帽子・はき物などの購入支出

支払い労賃 労支
占用労賃の支払い（ただし、建物維持修繕の際の

蜊H・左官労賃は建物維持修繕費に含ませる）

負　債　利　子 負利
各種負債利子の支払い（年賦償還の場合は利チ邸
ｪのみ）

支払い小作料 小 小作料の支払い

借賃　・料金 料
姦親杢馨妾姦ζ雛糞二十二華嚢喬津桑二二転い料金・業務用電話料など

水　　利　　費 水 農業用水利のための支払い

災害保険料 災保
共済保険料・火災保険料などの災害保険料の支払

｢

研　　修　　費 研
農兼業のための図書・雑誌の購入支出ならびに農

膜､究会・同見学のための支出

租　税　公　課 税 F　　・固　資　税・　町・民税および農業協百

��o纐?甯hなどの納入支
雑　　支　　出 雑支

以上の種昌に含まれないすべての支出、貸倒金・

ｴ失金・通勤費など

家計費種目別内容例示

種　　　　　目 7 内　　　　　　　　容

米 米
つ　　・　　世の　　　　お　び　9　又、なら
ﾑに精米料などの支出（ただし、炊食費以外の他
ｹ的で使ったものは、該当種目に含ませる）

麦・　　又・
｢　　も　類

穀
麦類・雑穀類・カンショ・バレイショおよび同加工品（うどん・乾めんなど）などの購入支出なち’

ﾒに家計仕受

野菜・海藻類 菜
一－一　．．一．一一「一

?ﾘ類・海藻類（コンブ・ワカメなど）・同加工

iなどの購入支出なちびに家計仕受

飲
食
費

魚・肉・卵・孚 魚

調味・油脂類 味
　　　　　　　　　　　　　一一ｲ味料（砂糖・食塩・みそなど）・油脂類（食用

禔Eパターなど）の購入支出ならびに家計仕受

嗜　好　品 好
酒類・茶・菓子・清涼飲料・果物などの購入支出

ﾈらびに家計仕受

外　　　　食 外
学校給食・勤務先の外食・共同炊事のための支出
�`題皆囎藁理一鶴蕎告爵硅鮎、嚢食費はそれぞれの種目に含ませる）

た　ば　こ　代 た たばこの購入支出

被服・身回り品費 服
衣服一シャツ・くつ下・腕時計・財布などの購入
x出、およびこれらを保護するための洗たく石け
�Eナ7夕りンの購入、洗たく料など、ならびに
寀於pとしての家計仕受

住居・家財費 住
上敷き・障子紙・テレビ・茶わん・はしなどの購

喆T鰐騰雛鵬線蕪同一どの支

光熱・水道費 光
まき・木炭・マッチなどの購入支出．および家計
d気代・ガス代・水道料などの支払い、ならびに
R料としてのまき・わらなどの家計仕受

保健・衛生費 健
医療費・売薬代・国民健康保険料などの支払い、
ﾈらびに理髪・パーマネント粍脱脂綿・化粧石
ｯん・化符クリームなどの購入支出

学校・教育費 教
小学校・中学校・高等学校・大学などの授業料・

T盈篭欝髪馬鞭籔饗入・ならびに

教養・娯楽費 娯
ラジオ・テレビの聴視料、新聞・雑誌の購読料、家事講習費。同視察費ならびに映画の観覧料・その他娯楽用贔の購入支出など

交際・通信費 交
他人への各種祝金・香典・進物用品の購入、およ・
ﾒ進物用現物家計口受ならびに教育以外の仕送り
?A家計のための電日置・通僧費など

冠婚葬祭費 冠
自家の結婚・出産・葬儀・供養念仏のためのすべ
ﾄの費用、ならびに特にこれらに要した米・鶏・
`などの家計仕受

諸　　負　　担 負
青年団費・婦人会費・社寺費・．共同募金・消費組
∑?Aおよびその他寄付金などの支払い

雑　　　　　費
以上の種目に含まれないすべての家事支出、家族
ｬづかい銭・家事雇い人（女中・予守）の給料・
S付けなど

（記入例） 琉　　金　　現　　物　　日　　記　　帳

（7）

角 摘　　　　　　　要 数量 残　　金

　　　　物

v仕　向
種目 的収入 種霞 支出 財産的支 種　　目 額

1 前年度からの繰越金 14，460

〃 たばこ新生3個購入 た
●　120

〃 牛肉400g購入 魚 400 13，940

4． 鶏山田氏へ販売 2羽 鶏 800

〃 ネギ八百商へ販売 30脅 野 1，200 15，940

6 初生びな山上養鶏場から購入 40羽 畜 3，600

〃 地下足袋2足農協から購入 作服 ㎜
〃 特級酒L8♂田中商店から掛買

｢
未払 990 好 990 11，540

8 配給飼料3袋農協から振替買い 60句 貯 2，250 飼 2，250

〃 長男名儀郵便貯金満期引出し 貯 10，000

〃 同上利子 財利 500 22，040

9 鶏卵農協へ振替売り 4句 鶏 880 貯 880

〃 三江野村鶏肉店へ掛売り 5羽 鶏 1，750 未取 、 1，750

〃 くつ下2足購入 服 360・ 21，680

10
田中商店へ1月6Bの酒買掛金支払う

未払 990

〃 玄米1俵家計仕向 60句 稲 米 6，000

〃 同上精米料支払う 米 90 20，600

小　　　　　計 5，130 13，240 6，650 1，960 3，620

一38一



（8）

現金現物日記帳
金　　　　取　　　　引鳶 摘　　　　　　　要 数量 収　　　　入 支　　　　　出 残　　金 計　仕　向

種目 幽幽的収入 財産的収入 種目 所得的支出 家計支出 財産的支出 種 価　　額
　日
P1 　　　儀　易生命保険’1力
ｪ支払う

円

保 7．20

〃

野村鶏天店より1月9日の廃一志掛　惑取る

未収 1，750

〃 テレビ聴視料12・1月分支払う 娯 660

’
　
　
　
　
　
　
　
－
，
　
　
　
　
　
　
　
0
◎

農協へ貯金する

_イコン八百商へ販売 80砺 野 1，200

貯 10，000　　4，490

〃 電気料（1月分）支払う農用負

S分
農光 200

〃 〃　　　　　　家計負担分 光 320 8，280

〃 1月分家計仕向

〃 〃　ネギ　　　　（1勿30円） 12梅 野 菜 360

〃 〃　ダイコン　　　（〃10円） 10勿 野 菜 100

” 〃　ホウレンソウ（〃30円） 8梅 野 菜 240

〃 〃　鶏卵　　　　（1個12円） 60個 鶏 魚 720

1
〃
〃　薪　　　　（1束40円） 20束 林 光 800

〃 〃　建物宅地用役 財利 住 6，500

計　（1月分） 35，260

遡 遡遡
38，800

鯉 幽
小　　　　　計

現　　金　　現　　物　　日　　記　　帳
（9）

摘　　　　　　　　　要 数量 出
生　産

ﾆ計仕向月 種目 所得的収入 財産的収 種目 所得的支出 家計支 財産的支出 残　金 種 儀　　額
日 円 円 円 円 円 円 円

L一・一9一｝一L

小　　　　　　計

一39一



（10） 現金現物日記帳
現　　　　、　　　　取

摘　　　　　　　　　要 数量 出
生　産　物

ﾆ計仕向月 種目 所得的収入 財産的収入 種目 所得的支出 家計支出 財産的支出 残　金 種 価　　額
日 円 円 円 円 円 円 円

小　　　　　　計

現　　金　　現　　物　　日　　記　　帳
（11）

摘　　　　　　　　要 数量 出
生　産

ﾆ計仕向月 種目 所褐的収入 財巌　収入 種目 所　的支出 家計支出 財産的支出 残　金 種 価　　額
円 円 円 円 円 円 円

小　　　　　　計

一40一



（12）

現金現物日記帳
’

摘　　　　　　　　　要 数量 出
生　産　物

ﾆ計仕向月 種目 所得的収入 財産的収入 種目 所得的支出 家計支出 財産的支出 残　金 種 価　　額
日 円 円 円 円 円 円 円

1

i
i

一一

◆

小　　　　　　計

現　　金　　現　　物　　日　　記　　帳
（13）

．摘　　　　　　　　要 数量 出
残　金

生　産

ﾆ計仕向月 種目 所得的収入 財産　載 種目 所　的支出 計支出 財巌的支 価　　額
日 円 円 円 円 円 円 円

●

小　　　　　　計

一41一



（14）

現金現物日記帳
現　　　　、，　　　　取

摘　　　　　　　　　要 数量 収 出
生　産　物

ﾆ計仕向月 種目 所得的収入 財産的収入 種目 所得的支出 家計支出 財産的支出 残　金 種 価　　額
日 円 円 円 円 円 円 円

小　　　　　　計

現　　金　　現　　物　　日　　記　　帳
（15）

摘　　　　　　　　要 数量 出
生　産

ﾆ計仕1
月 種目 所得的収入 財童　収入 種目 所　的支働 家計支出 財産的支出 残　金 種 緬　　額
日 円 円 円 円 円 円 円

小　　　　　　計

一42一



（16）

現金現物日記帳
現　　　　　　　　　取

摘　　　　　　　　要 数量 収 出
生　産

ﾆ計仕向月 種目 所得的収入 財産的収入 種目 所得的支出 家計支出 財産的支出 残　金 種 価　　額
日 円 円 円 円 円 円 円

小　　　　　　計

現　　金　　現　　物　　日　　記　　帳 q7）

現　　　　　　　　　取
摘　　　　　　　　　要 数量 出

残　金

生　産　物

ﾆ計仕向月 種目 所得的収入 財産的収入 種目 所得的支出 家計支出 財産的支出 種 価　　額
日 円 円 円 円 円 円 円

．，

小　　　　　　計

一43一



p．20～p．137まで同内容のため省略

（18）

現金現物日記帳
現　　　　，　　　　取

摘　　　　　　　　　要 数量 収 出
残　金

生　産　物

ﾆ計仕向月 種目 所得的収入 財産的収入 種目 所得的支出 家計支出 財産的支出 種 価　　額

日 円 円 円 円 円 円 円

小　　　　　　計

翼金現物日記帳
（19）

摘　　　　　　　　　要 数量 出
生　産

ﾆ計仕向月 種目 所得的収入 財産的収入 種目 所得的支出 家計支出 財産的支出 残　金 種 価　　額
日 円 円 円 円 円 円 円

小　　　　　　計

一44一



〔138） 〔付イ〕現金現物日記帳月別集計表

現　　　　　　　　金　　　　　　　　取　　　　　　　　引

月　　別 収　　　　　入 支，　　　　　　出
生　産　物

ﾆ計仕向前月から

J　　越 所得的収入 財産的収入
計
所得的支出 家計支出1財産的支出

翌月へ
J　　越

計

月

円 円 円 円 円　　　　　　円

v

円 円 円

月

月

月

月

月

月

月

月’

月

月

月

年　　計

！注）各月の両「計」欄の金額は必ず一致せねばならない

〔
ロ
‡
〕

睡
亥
賑
余
演
皿
魍
韻
楓
b
蝿
鎮
k
肇
8
遡
毎
（
ド

農家経済分類諸表
（139）

緊
E

ヨ
｝

枢
　
密

奪

1
1遡

　
霊

醐

‘ 宴 宴

1
｝
宴 冨

｝
1
む 念 く 櫓 櫓 嘉

二

蕪 κ ・＜ く く く 姻 ‡ 細 蝦 製 竣 く 塩 緑

蟹 眠 賦 賦 嵐 畿 甑 擢 惣 羅 謙 賦 製 枢

ぼ

く

隔
旨
1
｛
i
i軽

　
＄

硝 1
｝

1
↓
「

瑚遡
　
譲

∂
蕪
o o 罵 転

婦 粛 景 審 審 霜 ヨ 煤 爵 ぜ 爵 鰹 殿 く 寒
総 標 帽 潔 潔 照 製 昭 硬 蝋 優 撫「 華 蟹

r

一一

皿
碧 澤 熱 悔 疎 硝 姻 髄 鰹 網 聴 娼 顛

串 迷 麗

鯉 様 題 抜 ‡ 軽 嶽 く 嶺

串 帽 瞑 溢

輝
刊 鯉 服 照

↓
く 照 靱 帯 屡 攣 韻 斡 摯 帯

国 蝦 嶽 遡 魁 麻 類 無 鰹

一45一



表諸類分画経家農（140）

2 舞
ぼ

‘

辱
潔 1
＄
噂 駆

1

至 嘱

需 麟

ぼ

但
騒

お

益
騒 庫
§
遡 瑚
洲
無

ぼ

く
緊

屡

ε 瞑

蝉
嘱
養
無

溢 叢 溢 詣 孟 £
皿 鍛

認

華
ぐ ぐ ぐ 冬 ぐ

寵
輝 睡 偲・i紫藻・二ゆ綴 臨 課 眼 蝋 申e摯繋懸姻遡撃

誌 綴 鍛 £

継
隅
囮
罧
あ
唱
2
恥
囮
鯛
府
ノ
A
屋
叫
幽
銀
2
粗
帥
悼
虫
凪
（
N

（141）
表諸類分済経家農

誌
　
　
　
　
愈

く
　
　
　
軽
　
　
　
課

く
堅
姻
爵
羅
・
響
鰹

く
馨
巽
曲
、
・
翻
母

滋

鰹
嘩
瓢

誌

く
軽
旺
罵
髄
霊

溢

畷
H
員

右

§
遡
薫

（『

v
箭
悔
獺
）
　
巖

詫
　
　
　
　
ぐ

纏
畑
潔
蝿

需
　
　
　
・
で

『
」
鍛
慨
照

畏
・
霰

ぼ

E

罠

掃
　
　
　
　
　
妹

醤
　
　
　
　
睾

嘱
　
無

醐
　
嶽

緊
　
　
　
　
犀

噸
　
縁

皿
　
　
　
　
輝

（
く
軽
潔
＄
瞠
溢
）

i
　
「
　
1
　
．
　
1
　
溢

昼
お
編
様
§
髄
韻

く
墨
ε
寒
忘
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農家経済分類諸表
（142）

孟
　
　
　
　
φ

瓢
蜜
峯
隈
報
母

翌
　
　
枢
　
　
藻

叡
塑
書
票
旺
報
丁
重

（
騰
“
謬
屡
）
　
溢

舘
黎
攣
鞄
認
撃
艘

（
騰
鄭
）
　
詣
・
マ

煎
　
　
　
瞭
　
　
　
翠

駆
　
　
真
　
　
尊
　
　
鍾

志

廊
驚
盤
櫨
鴇

騰
《

撫
棚
徹

I
　
　
I
　
．
　
　
I
　
　
　
I
　
　
一

駆
Φ
駆
瞑
題
下
継

（
逐
題
）
　
需
’
マ

騰
鄭
灘
麗

溢

一謬遡
慰
製
囮

謬
‡
慮
根

謬
曜
‡
蛍
槌

餌
真
曜

謬
蝶
蛍
掴

謬
輝

謬
曜
蝶
連
掴

謬
圃

撫
　
羅
　
樵
　
殴
　
韻

謬
甦
溢

溢

駆
　
　
　
過
　
　
　
霞

簗
　
鰹
　
瞳
　
卸
　
窯

郷
　
　
　
霞
　
　
　
養

鋸
蕪
三

一
　
　
　
！
　
　
　
F
　
　
■
　
－
　
」

一
　
一
l
I
」
　
I
　
I
I
．

娼
　
　
蕪
・
蟹
　
　
摯

蕪
母
・
マ
3
卓
裾

l
i
　
　
　
，
ヒ
　
　
．
1
　
．
　
　
－
　
　
　
F
　
　
脚

串
　
　
「
「
懸
　
駆
　
　
瓜

理

瓢
　
蘇
　
二
　
瞭
　
枢

旺

郷
　
　
　
梱
　
　
　
輝

騒
　
　
　
眞

劇
縁

皿
　
　
　
　
輝

丑
枢
溜
画
忘

皿
　
　
　
　
　
輝

ヨ
枢
溜
瞠
忘

襯
賑
魚
「
中
皿
沼
田
丁
零
嘩
溢
（
o
り

143）

農家経済分類諸表

（
徹
湘
様
）
　
寵
　
　
愈

叡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼

潔
　
　
　
　
亟
　
　
　
　
鞭

徹
　
廉
　
　
憶
　
凛
　
　
腰

叡
　
　
鯉
　
漿
・
隆
　
　
嶽

“
　
娯
　
畷
・
樹
　
潟

無
　
㌍
　
編
　
怒
　
卦

億
　
韻
　
羅
・
塑
　
曝

慰
　
　
掴
　
　
曇
・
葉
　
　
螺

叡
　
・
譲
　
　
愚
・
典
　
　
想

無
暗
O
回
轍
・
農
　
経

r

ど
　
　
　
り
　
　
と
　
　
喫

（
“
姻
蚤
）
　
需

姻
．
　
　
　
　
　
象

暗
　
　
　
嵐
　
　
　
警

壕
　
農
　
灘
・
世
　
麗

知
将
・
畏
・
健
・
艇

察
層
薬

無
　
撚
　
礎
・
裸
　
蹴

糠
ゆ
二
・
燦
禦
・
楓

ぼ

E

E

果

蕊
　
　
　
　
題

綴
　
　
　
　
導

隔
　
　
　
　
峯

皿
　
　
　
　
　
　
　
輝

（
無
三
三
）
　
編

三
門
血
肝
峰
浜
劃

ヨ
　
枢
　
霞
係

幽
隅
無
血
寅
口
回
鞭
慰
溢
蝋
（
噂

一47一



（144）

所　得　的　収　入　年　計

　
円
嘩

生産物家計仕向年計

計　　（所得的総収入）9

　　　　　　　　　　　　　　　　　2．農家経済決算A表

1）所得的総収入計算表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）農家経済余剰収入計算表

2）所得的支出表
円

所 得 的 純　　収 入

家 計 費

差 引 （農家経済余剰収入）

所　得　的　支　出　年　計

3）所得的純収入計算表

所　　得　　的　　総　　収　　入

所　　得　　的　　支　　出

差　　引　　（所得的純収入）

6）まかない支給額概算表

4）家計費計算表
家　　計　　支　　出　　年　　計

円

生産物家計仕向年計

計　　（家　　計　費）

3．労働日記帳 労 働 分

常雇へ支給したまかない見積額

　　　　　　　　　　　　　　※
ﾕ時雇へ支給したまかない見積額

計　　（まかない支給額）

談201ページ人別労働分類集計表「支給まかない見積額」年計欄から転記

　　　　　　7）家族負担家計費計算表

家 計 費

ま か な い 支　　給　額

差 引 （家族負担家計費）

類 例 型 （145）

第　1 型 i傭 考 第　4 型 ；

（稲作および麦作を根幹とする農家用）
｛
；
イ）この場合の耕雑労働とは稲作お

@　よび麦作労働以外のいっさいの
（稲作および養蚕を根幹とする農家用）

i傭

F

　考

C）この場合の耕雑労働とは稲作お

1） 稲 作 労 働1 耕種労働をいう 1） 稲 作 労 　B
ｭ； よぴ桑作労働以外のいっさいの

〉
　
　
　
）
　
　
　
）
2
　
　
3
　
　
4

麦
耕
養

作
雑
畜

労
労
労

働i　l

ｭ
i
働
；
　
3

ロ）農雑労働は納屋および機械など

@　の整傭労働や、独立した労働に

@　分類しがたい資材の購入や出荷

@労働などをいう。なお自家用を
@　目的として営む加工労働はここ

2）

R）

S）

桑
耕
養

作
雑
蚕

労
労
労

働i　　I

ｭ：　　塵

ｭ；

　耕種労働をいう

香jこの場合の農雑労働中には第1

@　型の農雑労働に農産加工労働を

@　あわせたものをいう
5） 農 産　　加 工　　労 働1 に含める 5） 養 畜 労 　1ｭ1
6） 農 雑 労

　世

ｭ
i

ハ）農外労働とは自家農業経営以外

@　に働く労働をいう……兼彙労働
6） 農 雑 労

　
　
；
働
1
　
　
畢

7） 農 外 労 働i ・山林労働・被傭労働など 7） 農 外 労 働1

第　2 型
i
傭
脚 考 第　5 型

I
l
傭

考

）
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
）
一
　
　
　
ワ
留
　
　
h
6

稲
麦
野

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1i穰作および野菜作を根幹とする農家用）i

@　　　　　　作

@　　　　　　作

@　　　　　菜

　　労

@　労

?@　労

　1ｭl
@I
ｭ
i
働
1
　
匙

イ〉この場合の守旧労働とは稲作・

@　麦作および野菜作労働以外のい

@　っさいの耕種労働をいう

香j多少とも農産加工などを営む場

@　合には、それらの労働は農雑労

1）

Q）

R）

稲
飼
耕

（稲作および乳牛飼養を根幹とする農家用バ

@　　　　　　　作

@　　　　　料

@　　　　　　　雑

　　労

?@　労

@　労

　
：
働
：
　
「
働
巴
　
［
働
1
　
1

イ）この場合の耕雑労働とは稲作お

@　よび飼料作労働以外のいっさい

@　の耕種労働をいう

香jその他養畜労鋤とは乳牛飼養労

@働を除くいっさいの養畜労働を
4） 耕 雑 労 働i 働中に含ませる 4） 乳 牛　　飼 養　　労 簡｝

1
1 いう

5） 養 畜 労 働1
@：

5） そ の　他 養　畜　労 働1
1

6） 農 雑 労 働i 6） 農 雑 労 働i

7） 農 外 労
働1 7） 農 外 労 働1

1） 稲

　　　　　第　3

i稲作および果樹作を根幹とする農家用パ

@　　　　　　作

型
　
労

　i備

@｝
ｭi

　考

C）この場合の耕雑労働とは稲作お

@　よび果樹作労働以外のいっさい

@　の耕種労働をいう
1） 稲

　　　　第　6
i稲作および養鶏を根幹とする農家用）

@　　　　　　作

型
　
労

　；備

@…

宸戟@l

　考

C）この場合の耕雑労働とは稲作お

@　よび麦作労鋤以外のいっさいの

2） 果 樹 作　　労 働1 ロ）多種類にわたる果樹作の中で、 2） 麦 作 労 　oｭ。 耕種労働をいう

3） 耕 雑 労

　；

ｭ1
特定果樹の労働分類を必要とす

髀鼾№ﾉは、該当果樹作労働を 3） 耕 雑 労
　「

ｭi ロ）その他養畜労勤とは整鶏労働を

4） 養 畜 労
　：

ｭ1
@8

おこし、その他果樹作労働と区

ﾊすることができる。この場合
4） 養 鶏 労

働i　l 除くいっさいの養畜労働をいう

5） 農 産　　加 工　　労 働
i

部門数の都合上、養畜または農

Y加工労働を抹溝しなければな

5） そ の　他 養　畜　労
鋤
i
　
l）

　
　
　
　
　
）
6
　
．
7

農
農
雑
外
労
労

働
i
働
1

らないが、この労働は農雑労働

?ﾉ含ませる

6）

V）

農
農

雑
●
外
労
労

働i

�P
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（146）

記入例（労働単位＝日） 労 働 日 記 帳

経　　　営　　　主 長　　　　　　　男 妻 父 長
6
　
　
　
　
月

人
　
別
部
門
天
別
候

稲
作
麦
作
耕
雑
養
鶏
養
畜
農
雑
農
外
計稲
作
麦
作
耕
雑
養
鶏
養
畜
農
雑
農
外
計稲
作
麦
作
耕
雑
養
鶏
養
畜
農
雑
農
外
計稲
作
麦
作
耕
雑
養
鶏
農
雑

計稲
作
養
鶏

8
2
1

晴 1．1 1．1 0．9 O．9 0．7 0．1 0．8 LO 1．0 0．2

22 曇 LO 1．0 0．5 0．4 0．9 0．3 0．5 0．1 0．9 0．7 0．7

23 〃 1．0 0．2 L2 1．0 1．0 0．8 0．2
1．0 LO 1．0 0．4

24 晴 1．1 L1 LO 1．G 0．8 0．1 0．9 1．0 1．0 0．5

25 曇 1．1 L1 0．9 0．9 0．8 0．1 0．9 1．0 1．0 0．4

26 晴 L2
1．’2『 1．0 1．0 0．7 0．1 0．8 LO 1．0 0．5

27 〃 0．5 o．5 0．5 0．5 0．2 0．1 0．3 0．2 0．2

28 雲 0．4 0．1 0．1 0．6 0．4 0．4 0．2 0．2

29 晴 1．0 1．0 0．5 0．2 0．7 0．5 0．1
O．6

0．3 0．3

30 〃 0．5 0．5 LO 0．5

1
：
1 2．2 0．5 0．1 0．6 0．5 0．3 0．8

31

能　　力
s換算計

7．0 0．5 1．9 0．3 0．1 9．8 4．9 L8 α9 L9 9．5 3．6 1．7 0．5 L2 7．0 4．2 2．2 0．6 7．0 2．0

能　　力

ｷ算率
LO LO 0．8 0．6 0．6

　　力
ｷ算計

7．0 0．5 しし 0．3 0．1 9．8 4．9 1．8 o．9 1．9 9．5 2．9 1．4 0．4 O．9 5．6 2．5 1．3 0．4 4．2 L2

労 働 日 一己 帳
（147）

女 雇用労働 動　　力
畜（牛・馬）

現物の産出・投入
男 女

計部
門
日
数
部
門
日
数

部
門

機
具
名
日
数
部
門
日
数

雇ま

lか
ﾖな
@いﾌ
見
支
同
寸
額

現
物
名
数
量

産投

o入
ﾜ部
ｽ
門
は
名

作　業　種　類 備　　忘　　記　　事

0．2 麦 1．0 麦
稲
脱穀機
kうん機

0．5

O．3

　円
P20

卵 32個 養鶏から
ハダカムギ脱穀、田耕うん（新
c）

明石春男口い入れ
@　　　（能力1．0）労賃800円

稲 0．8 〃 0．3 120
　〃

nダカ
?@ギ

35個

S00句
　”
檮?ｩら

田謂うん（追分）、ハダカムギ収

[
分家の定吉手伝いに来る

@　　　（能力1．0）（8時闘

0．4 ，
’ 1．o 〃 0．3 120

　日
S・　麦

㍽

34個
R0句20〃

養鶏から{
鶏
へ
　
”

鶏飼料調製
c植え（中生種、新田、八の坪）

明石氏雇い入．れ

@　　（能力1．0）　労賃800円

一．

0．5 〃 1．0 稲
正．0

i0．8
〃 0．3 240

卵 37個 養鶏から 〃　　〔晩生種、八の坪）
明石氏・西山ふさ雇い入れ
e能力1．0）（能力0．8）労賃1，450円

0．4 〃 1．0 〃
1．0

i0．8
〃

0．3 240
卵 33個

「
， ”　（晩生種、追分）

明石氏・西山ふさ雇い入れ
i能力1．0）（能力0．8》労賃1，450円

0．5 〃
1．0

e0．8
” 0．2 120

卵 35個 〃 〃　　（晩生種、島の蔚）
前田たつ雇い入れ

@　　　（能力0．8）　労賃650円

” 0．1
卵 35個 〃 〃（晩生種、八の坪、苗しろ跡）

卵
鶏
33個
P羽

；
； 鶏舎手入れ

iス・キニウリ・カボチャ手入れ

　卵

桙墲
35個
Q0東
　”
Xイカへ

カンショ除草、スイカ手入お

麦 脱穀機 0．5
小　豚

@卵
ｬ　麦

　2頭
@37個．720画

　豚から
{鶏から
檮?ｩら

小麦四一収納、養畜10日分で長
j養牛12時閣、養豚5時問 小豚2頭西山へ売却

2．0

麦
稲
1．0

R．8 9
稲

3．0

麦
稲
脱穀機
kうん機

1．0

P．8 960 　　「摘録」本州の1日標準労働時間　　　　10時計

?許L田騰鵬評
1．2

麦
稲
1．0

R．8 稲 2．4

一49一



（148）

労　　　働 日 記　　　帳

経　　　営　　　主

月

入理

煤D

蝠
ﾊ
嚢

計 計 計 計

日
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

能　　力
s換算計
能換算

能　　力

ｷ算計

労 働 日 記　　　帳
（149）

雇用労働 動　　力
畜　力（牛・馬）

現物の産出・投入
男 女

計
部
　
　
門
日
数
部
門
臼
数
部
門

機
具
名
日
数
部
門
日
数

雇ま

lか
ﾖな
@いﾌ
見
支
積
給
額

現
物
名
数
量

産投

o入
ﾜ部
ｽ門
ﾍ名

作　業　種　類 備　　忘　　記　　事

「摘録」本旬の1日標準労働時閥　　時問
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（150）
労　　　働　　　日　　　記　　　帳

経　　営　　　主

月

、人

ﾊ
1
部
門
　
別
天
候

計 計 計 計

　日P1

12

13
i

14

15

16

17

18

19

20

能　　力
s換算計
能　　力

ｷ算率
能　　力

ｷ算計

労 働 日 記 帳

（151）

雇用労働 動　　力
畜（牛・馬力

現物の産出・投入
男 女

計
部
　
　
門
日
数
部
門
日
数
部
門

機
具
名
日
数
部
門
日
数

雇ま

lか
ﾖな
@いﾌ
見
支
積
給
額

現
物
名
数
量

産投
o入
ﾜ部
ｽ
門
は
名

作　業　種　類 備　　忘　　記　　事

「摘録」本旬の1日標準労働時間　　時間
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p．154～p．219まで同内容のため省略

（152）
労 働 日 己ーヨ

ロ
帳

経　　　営　　　主

’月

入別

?
C
別
嚢

計 計
’

計 計

日
2
1

22

23

24

，25

26

27

28

29

30

31

能　　力
s換算計
能　　力

ｷ算率
能　　力

ｷ算計

労 働 B 記 帳
（153）

雇用労働 動　　力
畜　力
i牛・馬）

現物の産出・投入
男 女

1
計部
門
日
数
部
門
日
数
部
門

機
具
名
日
数
部
門
日
数

雇ま

lか
ﾖな
@いﾌ
見
支
積
給
額

現
物
名
数
量

産投

o入
ﾜ部
ｽ門
ﾍ名

作　業　種　類 備　　忘　　記　　事

へ

「摘録」本旬の1日標準労働時間　　時間

一52一



（220）　4．労働分類集計表　1）人別労働（能力不換算）分類集計表（労働・繊・5）
労働別

l剥

自　　　　　　　　　　　　　　家　　　　　　　　　　　　　　労

経　　　営　　　主

朋

部門別

{剥
計 計 計 計

上旬

中旬

下旬

月 計

上旬

中旬
1

下旬 1

．月 計

上旬 ’

中旬．

下旬

月 計

上旬

中旬

下旬

月 計
9

人別労働（能力不換算）分類集計衰
（221）

働 雇　　用　　労　　働

男 女
動　　　力 畜　　　力

支い

P
綴

備　考

計 計 計 計 計 計

一53一



（222）
人別労働（能力不換算）分類集計表

自　　　　　　　　　　　　　　家　　　　　　　　　　　　　　労　　労働尉

@　人山
@　部醐
?@旬現

経　　　営　　　主

計 計 計 計

上旬

中旬

下旬

月 計

上旬

中旬
i

下旬
1

月 ．計

上旬

中旬

下旬

月 計

上旬

中旬

・
　
　
　
　
　
　
月

下旬

計 ｝

ρ

人別労働（能力不換算｝分類集計表
（223）

働 雇　　用　　労　　働

男 女
動　　　力 畜　　　力

支い

P
鑑

備　考

計 計 計 計 計 計

F

！
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（224）
人別労働（能力不換算）分類集計表

自　　　　　　　　　　　　　家　　　　　　　　　　　　　労　　労働別

@　人溺

@　門別
?@匂鴉

経　　　営　　　主

計 計 計 計

上旬

中旬

下旬
月
計

上旬

中旬

下旬
月
計

上旬

中旬

下旬
月
計

上旬

中旬

下旬
月
計

年　　計

人別労働（能力不換算）分類集計表
（225）

働 雇　　用　　労　　働

男 女
動　　　力 畜　　　力

計 計 計 計 計 計

支い

P
綴

備　考

一55一



2）部門別労働（能力換算）分類集計表傍働日記帳から）
（226）

　麺尉
@
月
月
　
句
　
　
凋
別
　
　
溺

自　家　労　働 自　家　労　働 自　家　労　働 自　家　労

計

雇
用
労
働

合
計

計

雇
用
労
働

合
計

計

雇
用
労
働

合
計

上旬

中旬

下旬
月
計

上旬

中旬

下旬
月
計

上旬

中旬

下旬
月
計

上旬

中匂
’

下旬
月
計

（227）
部門別労働（能力換算）分類集計表

労働　総計
働 雇’ 自　家　労　働 自　家　労　働 自　家　労　働

計
用
労
働

合
計 計

雇
用
労
働

合
計

計

雇
用
労
働

合
計 1 計

雇
用
労
働

合
計
自家労働 雇用労働

■
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部門別労働（能力換算）分類集計表（228）

部一

l働別
自　家　労　働　　雇 自　家　労　働 自　家　労　働 自　家　労

月　旬　剥

ﾑ　　鴉
計

用
労
働

合
計

計

雇
用
労
働

合
計

計

雇
用
労
働

合
計

上旬

中旬

下旬
月
計

上旬

中旬

下旬
月
計

上旬

中旬

下旬 i

月
計

上旬

中旬

下旬
月
計

し

（229）
部門別労働（能力換算）分類集計表

労働　総　計

働 自　家　労　働 冒一．雫．，，－．ｩ　家　労　働 自　家　労　働

計

雇
用
労
働

合
計 計

雇
用
労
働

合
計

計

雇
用
労
働

合
計

・，i

計

雇
…
用
労
働

合
計
自家労働 雇用労働

， 一一 一．．冒

1 ・
｝
｝

i ．

「

i
1

i
一，

1 1

1

i

1

！

1 「

｝

｝ 1
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、

部門別労働（能力換算）分類集計表（230）

　部門現
@労働　’人

氏@旬　　尉

?@　励

自　家　　労　　働 自　　家　　労　　働 自　家　労　働 自　家　労

計

雇
用
労
働

合
計

計

雇
用
労
働

合
計

計

雇
用
労
働

合
計

i

上旬

中旬

下旬
月
計

上旬

中旬

下旬
月 計

上旬

中旬

下旬
月
計

上旬

中旬

下旬

月 計

年　　計
暫

（231）

部門別労働（能力換算）分類集計表

労働　総　計

働 自　家　労　働　雇 自　家　労　働 自　家　労　働

計

雇
用
労
働

合
計 計

用
労
働

合
計

計

雇
用
労
働

合
計 計

雇
用
労
働

合
計
自家労働 雇用労働
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（232） 5．経営地略図
N　　記入例

裏田10a
川北
P5a

5　＆
肇 川

南
8
a12a新開報

S＆3邑 屋敷前
P1a

．6．作 付 表 （233）

作　　　　　　　　付　　　　　　　　状　　　　　　　　況

字・地番 面　積
前年度
?tけ
栫@　期

月 月 月 月 月 月 月。 月 月 月 月 月

，　　　　　　　　■

繧薗?演ｺ
，　　　　　　　　「

繧薗?G下・　　　　　　　し

・　　　　　　　　，

繧薗?演ｺ■

●　　　　　　■

繧薗?演ｺ　「　　　　　　‘

・　　　　　　　r

ki中iド■　　　　　　o

●　　　　　　　，

繧薗?P下。　　　　　　　，

夢　　　　　　　　，

繧薗?演ｺ，　　　　　　　，

，　　　　　　●

繧薗?演ｺ■　　　　　　●

燭　　　　　　　　「

繧薗?演ｺし　　　　　　，

，　　　　　　●

繽Bi下■　　　　　　●

●　　　　　　，

繧薗?演ｺ　●
，　　　　　　，

繧薗?演ｺ

l　　l
F　　1

1　　：

戟@　l
：　　1

F　　：

；　　；

P　　；
戟@l塵　　　　，

1　　；

F　　1
1　　：

F　　1

；　　：

F　　1
：　　l

戟@　：

：　　：

G　　：

：　　1

F　　：

1　　：

F　　1
l　　l
F　　：

：　　＝

F　　：

戟@　l

＝　　1

F　　：

F　　1

：　　1

F　　：

G　　；

l　　l
F　　l
戟@　；

1　　：

F　　：

戟@　l

1　　：

P　　：

G　　1　．

1　　：

F　　：

G　　1

：　　1

F　　：

G　　1

：　　1

F　　：

戟@　l

l　　l

F　　l

戟@　l

1　　；

F　l
戟@　l

1　　：

F　　：

戟@　l

l　　l
F　　；　　．

1　　；

F　　1

1　　＝

G　　：
l　　l
戟@　l

；　　1

F　　l
l　　l
G　　：

1　　；

P　　：

1　　；

P　　；

1　　；

戟@　l

l　　l

戟@　l

l　　l

戟@　l

l　　l

F　　1

1　　：

P　　：

P　　：

l　　l
F　　：

F　　1

：　　1

F　　：

F　　：

l　　l
F　　：

F　　1

；　　：

P　　：

P　　：

l　　l
戟@　：

戟@　l

：　　1

F　　：

P　　：

：　　：

F　　l
戟@　：

：　　l

戟@　l
戟@　l

：　　1

F　l
戟@　l

：　　：

P　：
F　　；

l　　l
戟@　：

G　　1

i　　；

P　　：

：　　1

F　　1
l　　l
F　　：

1　　【

G　　：

：　　l

戟@　l
；　　l

戟@　l

1　　；

戟@　l
l　　l
戟@　：

：　　l

戟@　l
l　　l
戟@　：

l　　l

戟@　l

：　　；

F　　1

l　　l
戟@　l

l　　l
戟@　l

1　　：

戟@　l

；　　；

戟@　l

1　　：

P　　：

；　　：

F　　1
：　　l

戟@　l

：　　＝

P　　：
l　　l

堰@l
戟@i

1　　：

戟@　l

1　　；

F　　1

1　　；

F　1

：　　：

P　　；

F　　1

l　　l
G　　l
戟@　t

：　　：

F　　1
G　　1

l　　l
G　　1
F　　：

｝　　l

戟@　l
F　　1

：　　：

P　　：

戟@　l

：　　：

戟@　l
戟@　l

l　　l
F　　1
G　　1

：　　｝

F　　：

F　　1

1　　：

G　　；

F　　1

1　：
戟@　l

戟@　l

：　　：

戟@　l
F　　；

l　　l
F　　：

1　　＝

P　　；

1　　：

F　　：

；　　l

戟@　：

；　　：

F　　l
；　　l

戟@　：
l　　l
戟@　l

l　　l
F　　l

l　　l
戟@　l

l　　l

戟@l
；　　：

戟@l
1　　：

F　　！

l　　l
戟@　l
戟@　；

：　　：

G　　l
戟@　l

1　　：

P　　：

戟@　l

：　　：．1　　；

P　　；

：　　：

P　　；

F　　1

：　　：

P　　；

G　　：

：　　：

G　　：

戟@　l

：　　：

P　　：

G　　：

：　　：

戟@　l
：　1
G　　：

G　　：

：　：

戟@　l
戟@　l　・

l　l
戟@　l

戟@　l

1　　：

F　　！
l　　l
F　　：

：　　1

F　　：

；　　1

F　　l

1　　：

F　　： i
i

l　　l
戟@　：

F　　1

1　　；

戟@　l
F　　：

l　　l
F　　：

F　　：

l　　l
F　　：

F　　：

l　　l
戟@　；

F　：

：　　；

戟@　l

F　1
l　　l
戟@　l

：　　l

戟@　l

1　　：

G　　t

堰@i

l　　l
戟@　；

l　　l
戟@　l

1　　：

戟@　l
l　　l
G　　1

1　　：

G　　1
1　　：

F　　：

戟@　l

；　l
戟@　；

l　　l

戟@：
G　　：

：　　1

F　　l
戟@　；

l　　l
戟@　；

戟@　l

l　　l
戟@　；

G　　：

l　　l
G　　：

P　　；

l　　l
戟@　l
F　　1

l　　l
G　　；

F　　：

l　　l
戟@　：

P　　：

1　　：

F　　；

F　　：

l　　l
戟@　；P
　
　
：
●

：　　l

戟@　：

1　　：

P　　；

1　　；

F　　1

l　　l

F　　l

l　　l
G　　：

戟@　l

l　　l
G　　；

P　　：

ii 1　　；

F　　1
G　　1

：　　1

F　　：

G　　1

1　　：

戟@　l
F　　1

l　　l
F　　：

P　　；

l　　l
F　　l
戟@　：

1　　：

P　　：

戟@　l

；　　：

F　　：

G　　1

l　　l
F　　l
戟@　：

1　　：

F　1
F　　1

；　　1

G　　1
F　　18　　　　　　・

l　　l
戟@　l

l　　l

戟@　l
l　　l
戟@　：

：　　l

戟@　：

；　　l

戟@　l

；　　：

P　　：

l　　l
F　　：

1　　；

P　　；

：　　l

戟@　：

：　　l

戟@　l

l　　l

戟@　l

：　　l

戟@　l
G　　；

l　　l
戟@　l
戟@　；

：　　：

F　　1
F　　1　・

1　　：

F　　1
G　　：

l　　l
戟@　：

戟@　l

1　　：

P　　：

P　　：

1　　：

P　　：
G　　1　冒

：　　：

F　　：

1　　：

F　　：

1　　：

F　　：

：　　：

G　：
l　l
戟@l

1　　｛

P　　：

F　　：

G　　；

l　　l
戟@　：

戟@　l
G　　；

l　　l
G　　：

F　　：

G　　；

l　　l
F　　：

l　　l
戟@　l
F　　：1　　　　　　●

：　　1

F　　1

：　　l

戟@　l

：　　l

戟@　；

：　　：

F　　：

：　　：

P　　：

：　：

P　　：

l　　l
戟@　：

l　　l
戟@　l

l　　l
戟@　：

1　　：

戟@　l

：　　：

戟@　l

：　　1

G　　1

1　　：

戟@　l
l　　l
G　　1

l　　l
F　　1

l　　l

F　　l
戟
@
l
，

：　　1

F　　：

l　　l

F　　1
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（234）　7．家畜飼養表
家 畜 飼 養 状 況

家畜名
性　別 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

備
年　齢 　●　　　　　　●

繧薗?演ｺ
　．　　　　　　．

繧薗?演ｺ
；　　　，

繧薗?演ｺ
；　　　．

繪ｫi下
　，　　　1

繧薗?演ｺ
　；　　1
繧薗?演ｺ

，　　　　　　　●

繧薗?演ｺ
　，　　　　　　●

繧薗?P下
．　　　　　　　　冒

繧薗?P下
し　　　　　1

繧薗?演ｺ
，　　　　　　．

繧薗?演ｺ
■　　　　　　　■

繪ｫ1下
；　　； 1　　： ：　　； l　　l 1　　： ：　　； 1　　： ：　　： l　　l l　　l ：　　1 ；　　1

：　　1 1　　： l　　l l　　l ：　　1 l　　l ：’　1 ：　　： ：　　1 l　　l 1　　： l　　l

l　　l ；　　1 l　　l 1　　： ：　　； l　　l l　　l l　　l ：　　1 l　　l 1　　； ；　　1

1　　： l　　l 1　　： ：　　： l　　l・ ；　　1 1　　； l　　l ：　　1 ：　　1 l　　l 1　　；

：　　1 ：　　： 1　　： ：　　1 ：　　： 1　　： ：　　： 1　　： ：　　： l　l 1　： l　l
．

1　　；

F　　l
戟@　l

戟@　l
戟@　l

l　　l
戟@　l
戟@　l
o　　1
F　　’

：　　1

G　　l
戟@　l
戟@　l

1　　：

戟@　l
戟@　：

F　　：
戟
@
　
l
，

；　　1

G　　1
F　　l
戟@　l

戟@　l

：　　1

p　　1
G　　：

戟@　l
戟@　l

：　　l

戟@　：

P　　：

P　　：

戟@　l

：　　：

F　　l
戟@　l
F　　：

戟@　l

i
i

：　l
戟@　l
戟@　l

F　1
G　　1

l　l
戟@　l

戟@　l

F　l
戟@　；

：　l
戟@　l
戟@　l

戟@l
戟@l

l　　l 1　　： l　　l l　　l l　　l
：　： ：　： ；　　1

l　　l 1　： l　l ：　1
1　　｝ l　　l l　　l ：　　； l　　l

：　： ：　3 i　； l　　l l　　l l　　l l　　l

l　　l l　　l 1　　； ：　　1 1　　：
：　： ：　：

　
：
：

1　　： ；　　1 ；　　1 l　　l

l　　l ：　　： l　　l l　　l ：　　1 ＝　： 1　：
　
＝
； ：　　： ：　； l　l l　　l

l　　l l　　l l　　l 1　　： ；　　1 i　； i　l l　i l　　l l　　l l　　l l　　l

l　　l 1　　； ；　　1 l　　l ；　　1 l　　l 1　　： 1　　： 1　　； l　　l l　　l 1　　：

l　　l 1　　； l　　l l　　l l　　l 1　　： l　　l l　　l ；　　1 l　　l 1　　： l　　l

l　　l ：　　t l　　l l　　l 1　　； l　　l l　　l 1　　： l　　l l　　l ：　1 1　：
l　　l l　　l l　　l l　　l l　　l 1　　； 1　　； 1　　： ；　　： ；　　1 l　　l ：　　1

1　　； l　　l ’　　； ，　　　　　　　■ ’　　1 l　　l ：　　’ ’　　1 ’　　； ’　　1 1　　’ ■　　　　　　●

1　　； l　　l l　　l l　　l 1　　： ：　　1 ：　　1 ；　　1 1　　： 1　　： l　　l 1　：
l　　l 1　　： ：　　1 l　　l ：　　1 1　　： ：　　： ：　　： ：　　1 l　l ：　： l　　l

l　　l l　　l l　　l l　　l l　　l ；　　； l　　l ；　　1 l　　l 1　　： l　　l ；　　1

l　　l l　　l l　　l l　　l l　　l 1　　； l　　l ；　　1 ；　　1． l　　l l　　l ：　　1

1　　： l　　l 1　　： 1　　： l　　l ：　　弓 ‘　　　　　　　． ’　　； t　　l ：　1
艦　　　　　r ：　1

l　　l l　　l ：　　： 1　　； 1　　： l　　l ：　　1 ：　　1 ：　　1 ：　1 l　l l　l
l　　l l　　l l　　l l　　l l　　l l　　l 1　　； l　　l l　　l l　　l ；　　1 l　　l

l　　l l　　l l　　l 1　　； l　　l 1　　： l　　l l　　l l　　l ：　　1 l　　l l　　l

l　　l l　　l l　　l l　　l 1　　： 1　　： l　　l l　　l l　　l ：　： 1　： l　l
l　　l ．1　　； l　　l 1　　； l　　l 1　　； ｝　　1 ；　　1 1　　； 1　　｝ 1　；。 l　　l

；　　1 1　　； l　　l l　　l l　　l l　　l l　　l 1　　； l　　l ；　　1 l　　l l　　l

；　　1 l　　l 1　　； l　　l l　　l ；　　1 ；　　1 l　　l l　　l l　　l ：　　1 l　　l

l　　l l　　l 1　　： l　　l 1　　！ l　　l l　　l l　　l 1　　： l　l ：　1 l　l
l　　l
戟@　l

1　　；

P　　1

；　　；

戟@　l
；　　1

G　　1
l　　l
G　　’

l　　l，　　　　　3

1　　； l　　l l　　l l　　l ；　　1

　
：
：

l　　l i　l
　
：
旨 l　　l il l　　l

l　　l
戟@　l
G　　l
戟@　l

l　　l
戟@　；

G　　l
戟@　l

l　　l

戟@　l
戟@　l
戟@　：

l　　l
G　　l
戟@　l
F　　1

1　　：

戟@　l
戟@　l
戟@　；

i
i

：　　1

p　　l
戟@　l邑　　　　　　■

1　　；

G　　；

戟@　l
戟@　’

i
i

1　：
戟@　l

戟@l
戟@　’

i
i
i
i

：　　1 ：　　1 l　　l l　　l ：　　： 1　　： l　　l 1　　： l　　l l　l 1　【 l　　l

l　　l l　　l l　　l 1　　； l　　l ；　　1 ；　　1 ；　　； l　　l ；　　1 1　　； ；　1
；　　： ；　　1 l　　l l　　l ；　　1 l　　l ：　　； l　　l ；　　1 1　　； 1　　； l　　l

l　　l 1　　： l　　l ：　　1 ；　　1 ：　　1 ：　　： ：　　： 「　　1 ：　： l　l l　l
，　　　　　　　， ■　　　　　　o 8　　　　　　　■ o　　　　　　　． 6　　　　　　　， 冒　　　　　　・ ●　　　　　　　｝ ●　　　　　　． ，　　　　　　， ■　　　　　　■ ，　　　　　　● ■　　　　　　．

l　　l 1　　： 1　　； l　　l l　　l ；　　1 l　　l l　　l 1　　： l　l l　　l ：　　1

l　　l l　　l l　　l l　　l l　　l l　　l l　　l l　　l ：　　1 l　　l l　l 1　｝
；　　1 l　　l l　　l ；　　1 l　　l ；　　1 l　　l l　　l l　　l 1　　； ｝　　1 1　　；

l　　l l　　l ；　　1 ；　　1 l　　l 1　　； l　　l 1　　； l　　l l　　l l　　l l　　l

：　　： l　　l ：　　1 l　　l 1　　； ：　　1 1　　： l　　l l　　l 1　： ｝　： l　l

l　　l ：　　1 1　　： ；　　： ：　　： 1　　； ：　　1 l　　l ：　　1 ：　： ：　： ：　：

l　　l l　　l ；　　1 l　　l ；　　； 1　　； l　　l l　　l 【　　1 l　　l ；　　； ；　　；

l　　l 1　　； 1　　； 1　　； ；　　1 l　　l 1　　： l　　l l　　l ：　； 1　　； 1　　：

：　　1 ：　　1 l　　l ：　　1 ：　　1 l　　l l　　l ：　　1 1　　： ：　1 ：　： ：　：

；　　； ；　　1 l　　l l　　l 1　　； 1　　； l　　l ’　　1 l　　l l　　l l　　l l　　o

l　　l l　　l ；　　1 l　　l ；　　1 ｝　　1 t　　l l　　l l　　l l　　l 1　　； ：　1

l　　l 1　　君 ；　　1 l　　l l　　l l　　l 1　　： l　　l ｝　　1 l　　l ；　　1 l　　l

l　　l l　　l ：　　： l　　l ；　　1 l　　l 1　　： 1　　： l　　l ：　　1 ：　： ：　1

l　　l l　　l l　　l 1　　｝ 1　　； 1　　； l　　l ；　　1 l　　l 1　； l　　l l　　l

；　　1 l　　l l　　l
．　　　　　　「 1　　　　　　「 ・　　　　　　　　5 ■　　　　　　　「 ■　　　　　　． 膠　　　　　　・ ’　　｝ l　　l l　l

a貸借整理帳 貸借整理帳（貸しの部）
（235）

ロ　座 月日 摘　　　　要
貸　　し

D（財産的支出）

返済受け

i財産的収入）

残　高 口　座 月日 摘　　　　要
貸　　し

i財産的支出）

返済受け

i財産的収入）

残　高

円 円 円 円 円 円
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（236）
貸　　借　　整　　理　　帳 （貸しの部）

口　座 月日 摘　　　要
貸　　し

i財産的支出》

返済受け

i財産的収入）

残　高 口　座 月日 摘　　　　要
貸　　し

i財産的支出｝

返済受け

i財趨的収入）

残　高

円 円 円 円 円 円

，

貸　　借　　整　　理　　帳 （貸しの部）
（237）

口　座 月日 摘　　　　要
貸　　し

i財産的支出》

返済受け

i財彦的収入）

残　高 口　座 月日 摘　　　　要
貸　　し

i財産的支出）

返済受け

i財産的収入）

残　高

円 円 円 円 円 円

一
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（238）．
貸 借 整 理 帳 （貸しの部）

口　座 月日 摘　　　　要
貸　　し

i財産的支出）

返済受け

i財産的収入）

残　高 ロ　座 月日 摘　　　　要
貸　　し

i蹴出的支出）

返済受け

i財産的収入）

残　高

円 円 円 円 円 円

貸 借 整 理 帳 （借りの部）
（239）

口座 月日 摘　　　　要
借　り

燻Y的収入

返　済

燻Y的支出

残　額 口座 月日 摘　　　　要
借　り

燻Y的収入

返　済

燻Y的支出

残　額

円 円 円 円 円

一62一



（240） 貸 借 整 理 帳 （借りの部）

口座 月日 摘　　　　要
借　　り

燻Y的収入

返　済

燻Y的支出

残　額 口　座 月日 摘　　　　要
借　り

燻Y的収入

返　済

燻Y的支出

残　額

円 円 円 円 円 円

り一刷

貸 借 整 理 帳 ・（借りの部〉
（241）

口座 月日 摘　　　　要
借　1り

燻Y的収入

返　済

燻Y的支出．

残　額 口　座 月日 摘　　　　要
借　り

燻Y的収入

返　済

燻Y的支出

残　額

円 円 円 円 円 円

L

■．

ρ
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（242）
貸 借 整 理 帳 （借りの部）

口座 月日 摘　　　　要
借　　り

燻Y的収入

返　済

燻Y的支出’

残　額 口　座 月日 摘　　　　要
借　　り

燻Y的収入

返　済

燻Y的支出

残　額

円 円 円 円 円 円

ゆ

、

貸 借 整 理 帳 （借りの部）
（243）

齢

口座 月日 摘　　　　要
借　　り

燻Y的収入

返　済

燻Y的支出

残　額 口　座 月日 摘　　　　要
借　り

燻Y的収入

返　済

燻Y的支出

残　額

円 円 円 円 円 円

一64一



（244）

貸　借　整　理　帳　　（借りの部）

ロ座 月日 摘　　　　要
借　　り

燻Y的収入

返　済

燻Y的支出

残　額 口　座 月日 摘　　　　要
借　　り

燻Y的収入

返　済

燻Y的支出

残　額

円 円 円 円 円 円

．　9．現物整理帳 （245）

口　座
受　入　れ　の　部 払　　出　　し　　の　　部

月日 摘　　　　　　　　　要
受入
齔
産　　出 購　　入

払出

ｵ先 販　売
家計仕向 投　　入

残　　高

一65一



（246）

現　　物　　整　　理　　帳

’月日
摘　　　　　　　　要

受　入　れ　の　部 払　　出　　し　の　　部
残　　高

口座 又入 産　出 購　入 し先 販　売 家計仕向 投　入

現　　物　　整　　理　　帳
（247）

受　入　れ　の　部 払　　出　　し　の　　部
残　　高

口座 月日 摘　　　　　　　　要
受入 産　出　購　入

鉱し先

販　売 家計仕向 投　入

9
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帳理整物現（248）

摘　　　　　　　　要
受　入　れ　の　部 払　　出　　し　　の　　部

残　　高
口座 月日 又入

産　出　購　入
払し先

販　売 家計仕向 投　入

・

（249）
帳理整物現

摘　　　　　　　　要
受　入　れ　の　部 払　　出　　し　の　　部

残　　高
口座 月日 受入 産　出　購　入 し先 販　　売家計仕向　投　　入

㌧
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帳理整物現
（250）

口座 月日 摘　　　　　　　　要
受　入　れ　の　部 払　　出　　し　の　　部

残　　高
又入
産　出　購　入 し先 販　売 家計仕向 投　　入

（251）
帳理整物現

月日 摘　　　　　　　　要
受　入　れ　の　部 払　　出　　し　の　　部

残　　高口座 受入
産　出 購　入 し先 販　売 家計仕向 投　入

一68一



帳、
理

整物現
（252）

口座 月日 摘　　　　　　　　要
受　入　れ　の　部 払　　出　　し　の　　部

残　　高
又入
産　出購　入 し先 販　売 家計仕向 投　　入

（253）帳理整物現

口座 月日 摘　　　　　　　　要
受　入　れ　の　部 払　　出　　し　の　　部

残　　高
受入
産　出 購　　入

ム
し
先 販　売 家計仕向 投　　入

一69一



一理整物現
（254）

受　入　れ　の　部　　　圏 払　　出　　し　の　　部
残　　高

口座 月日 摘　　　　　　　　要
又入 産　出1購　入

　．販し先 売 家計仕向 投　入

d

あ

（255）

帳理整物現

受　入　れ　の　部 払　　出　　し　の　　部
残　　高

ロ座 月日 摘　　　　　　　　要
又入 産　出　購　入 し先 販　売 家計仕向 投　入

Li
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舗。

i
瞬
濃
柏
祐
賢
著

農
政
の
基
調

8
6
　
一
九
二
買
・
三
色
馴
蔓
鵜

樋
　
　
日
五
〇
円
・
送
　
八
O
円

　
ど
こ
と
な
く
悲
観
的
ム
ー
ド
の
た
だ
よ
っ

て
い
る
日
本
農
業
の
将
来
に
光
明
を
与
え
、

そ
の
進
賂
を
ズ
バ
リ
明
君
し
た
好
著
。

【
主
嬰
内
讐
一
◇
第
一
部
　
総
合
農
政
の
基
講
－

槍
合
農
政
の
基
調
1
こ
れ
か
ら
の
農
叢
は
ど
ら
な

る
－
日
本
農
叢
の
発
展
の
方
向
一
兼
業
農
家
の
一

般
化
－
山
村
地
域
農
業
開
発
－
山
間
地
農
業
の
未

来
像
－
農
桑
は
斜
鶴
産
業
で
は
な
い
1
新
時
代
の

農
業
縫
営
者
像
－
農
協
の
本
質
と
発
展
方
向

◇
第
二
部
農
業
の
近
代
化
露
農
業
の
近
代
化
と
生
産

性
の
比
較
－
農
叢
近
代
化
と
農
産
物
価
格
－
縫
済

発
展
は
農
粟
を
縮
小
さ
せ
る
1
農
家
戸
数
は
ま
だ

戦
前
よ
り
多
い
一
ま
だ
近
代
化
さ
れ
な
い
土
地
所

有
が
あ
っ
た
1
飼
料
作
物
の
研
究
は
遅
れ
て
は
い
な

い
か
－
農
業
の
地
域
計
画
を
急
げ
－
東
南
ア
ジ
ア

の
農
業
開
発
は
日
本
農
叢
に
影
響
す
る
か

京
都
大
掌
名
誉
教
授

農
　
学
博
士
桑
原
正
信
編
著

農
業
の
経
営
分
析

　
1
や
さ
し
い
診
断
と
計
口
の
た
て
カ
ー

8
6
　
三
一
四
買
・
三
色
崩
蔓
螢

価
　
　
五
四
〇
円
。
送
一
一
〇
円

　
農
村
の
ど
こ
に
も
こ
ろ
が
っ
て
い
る
素
材

を
錠
っ
て
、
農
業
の
経
営
分
析
と
経
営
計
画

の
や
り
方
を
や
さ
し
く
這
べ
た
好
著
。

【
主
嬰
内
審
一
◇
縫
営
分
析
と
経
営
計
画
◇
飼
朋

縫
営
の
と
ら
え
方
と
分
折
法
”
農
家
の
経
済
的
し

く
み
1
農
案
経
営
の
と
ら
え
方
、
覗
模
と
成
果
－

比
較
の
た
め
の
分
析
指
標
一
部
門
分
析
と
生
産
費

計
算
◇
協
業
経
営
の
分
析
法
闘
協
黍
経
営
の
と
ら

え
方
と
分
析
法
一
財
務
踏
表
の
見
方
と
分
析
法
◇

投
入
産
品
関
係
の
見
方
と
分
析
法
1
1
投
入
産
出
関

係
の
見
方
ー
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
と
肉
豚
生
産
の
投

入
産
出
閲
係
分
栃
◇
農
藁
経
営
計
薗
の
た
て
方
回

経
営
計
画
と
線
型
計
画
法
1
線
型
計
画
法
の
原
理

と
代
数
的
解
浅
一
線
型
計
面
法
の
生
巌
要
素
の
と

り
損
い
方
一
最
適
経
営
計
画
の
修
正
法
◇
長
期
的

な
農
業
経
営
計
画
の
た
て
方

臥
濡
綬
噸
搬
硲
正
夫
著

物
価
を
こ
う
見
る

B
6
　
一
＝
O
頁
・
三
色
刷
蔓
鞍

価
　
　
五
五
〇
円
・
送
　
八
O
円

　
物
価
が
上
が
る
。
イ
ン
フ
レ
が
す
す
む
、

い
や
そ
う
で
な
い
。
そ
れ
は
お
金
の
ね
う
ち

が
下
が
っ
た
の
だ
。
本
書
は
こ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
明
し
、
物
価
騰
貴
の
元
凶
に
挑
戦
す

る
ノ
’【
主
翼
内
容
】
◇
物
価
の
と
ら
え
方
◇
農
業

と
物
価
◇
上
昇
［
途
の
物
価
動
向
◇
価
格
と

物
価
◇
物
価
上
昇
の
原
因
と
い
わ
れ
る
も
の

◇
地
価
や
株
価
の
上
昇
は
物
価
騰
貴
、
通
価

減
価
の
原
因
で
は
な
い
◇
物
価
問
題
に
臨
む

態
度
と
立
場
◇
安
定
す
べ
き
通
貨
価
値
と
は

何
か
1
円
の
二
つ
の
顔
◇
円
の
弱
い
顔
一
円

の
対
円
価
値
◇
円
の
強
い
顔
－
円
の
対
外
価

値
◇
物
価
提
言
一
一
五
◇
ほ
か

京
大
教
授

農
学
博
士

岸
根
卓
郎
著

現
代
の
食
料
経
済
学

定
　
価
　
二
、
二
〇
〇
円

送
　
料
　
　
　
＝
一
〇
円

　
食
料
を
広
く
農
産
物
、
水
産
物
お
よ
び
加

工
食
品
と
し
て
と
ら
え
、
か
っ
「
そ
れ
ら
が

ど
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
流
通

過
程
を
経
て
、
ど
の
よ
う
に
消
費
さ
れ
る
か
」

と
い
っ
た
食
品
全
体
に
関
す
る
生
産
↓
流
通

一
消
費
を
一
貫
し
て
流
れ
る
経
済
法
則
を
、

理
論
的
、
実
証
的
、
政
策
的
に
体
系
だ
て
て
、

理
解
し
や
す
く
詳
述
す
る
。

【
主
要
内
寝
】
◇
食
料
消
費
と
国
民
縫
済
◇

食
料
消
費
の
国
際
比
較
◇
食
料
供
給
の
国
際

比
較
◇
食
料
の
流
通
と
食
料
の
価
格
◇
食
料

政
策
－
経
済
政
策
1
・
食
料
政
策
一
農
業
政
策

－
漁
業
政
策
－
食
品
工
業
政
策
◇
付
記
◇
文

献
◇
素
引
◇
ほ
か

71一

　
　
噛
趣
膿
畷
搬
沢
村
東
平
著

　
農
業
に
お
け
る
縫
営
計
画
作
成
を
主
と
し
　
場
経
営
の
問
魑
と
そ
の
分
析
方
法
－
会
計
的
問
題
て
意
思
決
定
の
過
程
と
し
て
究
明
し
た
る
の
　
分
析
一
指
標
に
よ
る
聞
題
分
析
－
規
範
型
に
よ
る

農
場
経
営
の
意
思
決
定

で
、
経
営
主
体
の
機
能
な
い
し
実
践
的
活
動
　
問
題
分
折
一
問
題
と
条
件
◇
目
的
設
定
日
農
場
目
と
し
て
の
意
思
決
定
の
側
面
か
ら
計
画
を
体
　
的
の
機
能
一
農
場
目
的
の
設
定
－
目
的
設
定
に
お

系
づ
け
よ
う
と
し
た
好
著
で
あ
る
。
　
　
　
　
け
る
意
思
決
定
◇
対
策
決
定
卸
対
策
の
形
成
－
対

定
　
価
　
一
、
八
O
O
円

一
主
饗
内
審
一
◇
経
済
機
能
と
縫
営
理
念
置
農
場
策
の
比
較
と
決
定
－
対
策
の
不
確
実
性
と
危
険
管

送
　
料
　
　
　
一
四
〇
円

経
営
の
機
能
一
農
場
経
営
理
念
◇
問
題
分
析
開
農
　
理
◇
計
画
化
睡
経
常
計
画
－
特
騎
計
画

京
都
大
学
名
誉
教
授
　
　
　
　
　
　
　
　
大
槻
正
男
著
農
　
学
　
博
　
　
士

　
簿
記
の
原
理
と
記
帳
法
を
、
農
家
・
農
桑
　
家
経
演
の
決
算
一
収
入
・
支
出
の
種
8
尉
分
顕
集
高
校
生
の
た
め
に
や
さ
し
く
述
べ
た
も
の
で
　
計
1
補
訪
簿
の
縫
織
と
そ
の
紀
入
方
法
！
拡
張
加
「
簡
易
自
計
主
義
農
家
縫
済
簿
記
」
も
解
説
。
　
工
計
算
◇
衝
易
自
計
主
義
農
家
経
済
簿
紀
の
帳
簿

農
家
簿
記
教
本

［
主
翼
内
寝
一
◇
緒
置
1
1
自
計
主
義
農
家
経
済
簿
　
岨
繊
と
記
録
計
算
方
怯
鉗
農
家
経
湊
の
つ
か
み
方
記
の
任
務
－
対
象
と
し
て
の
農
家
縫
済
の
静
態
的
　
と
帳
簿
岨
織
一
農
家
経
濟
の
齢
籔
的
紀
録
計
算
一

A
5
　
＝
一
七
買
・
ク
ロ
ス
養
価
　
　
囚
O
O
円
送
　
八
0
円

な
ら
び
に
動
●
的
構
造
◇
自
計
主
義
農
家
経
濟
簿
農
家
経
湊
の
動
●
的
記
録
齢
算
一
農
家
経
濟
の
決
記
の
帳
簿
岨
織
と
記
鎌
計
算
方
法
聞
農
家
経
済
の
　
算
1
・
拡
弧
加
工
計
算
◇
参
考
付
衰
「
自
給
肥
斜
お
つ
か
み
方
－
財
魔
台
帳
i
境
金
現
物
日
記
帳
－
農
　
よ
ぴ
自
給
飼
斜
虞
分
価
騨
価
衰
」
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浅名

憲　　残　　協 会　発　行

一75一



自計式農家経済簿（1）別冊

10．現金現物日記帳種目別分類集計表

　本四は『農家経．済分類諸表』　（日記帳139～143ページ）中の『財産的収入お』よび支

出種目別分類対照表』　『所得的総収入種目別分類表』　『所得的支出種目別分類表』

『家計費種目別分類表』の補助的集計表であって、それぞれ現金現物日記帳の『財産

的収入』　『財産的支出』　『所得的収入』　『所得的支出』　『家計支出』および『家計仕

向』の旨旨における記入数字を、直接これらの表に分類転記して種目別集計をする。

そうしたのちに、本表において算出せられた種目別集計を、上記の『農家経済分類諸

表』に転記するのである。

1）財産的収入および支出種目別分類集計表 （1）

土地・建物・大植物 大　家　畜・大　機　具 預　　　　　　　　貯　　　　　　　　金

月日　　摘　　要　　財産的収人　財産的支出 月日　　摘　　要　　財産的収人　財産的支出 月日 摘　　用 財産的収人 財産的支幽 月日 摘　　用 財産的収人 財産的支出

土　　　　　　地 大　　家　　畜
FL 円 円 凹

凹 PI ll「 円

建　　　　　物

大　　機　　具

大　　植　　物
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（2）

預　　　　　　　　　　　　　貯　　　　　　　　　　　　　金

月　日 摘　　要 財産的収入 財産的支出 月　日 摘　　要 財産的収入 財彦的支鵬 月　日 摘　　嬰 財田的旧人 財麓的支毘 月　u 嫡　　嬰 財産的収入 財産的支出
凹 円 門 凹 凹 円 「II 円

■

（3）
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（4） 9

積　　立　　保　　険 出　　　資　　　金 有　　価　　証　　券 借　　　入　　　　金

月H 摘　　要 財巌的収人 財産的支翫 月　目 摘　　嬰 財産的収入 財産的支出 月　日 摘　　嬰 財産的収人 財産的支出 月　日 摘　　要 財産的収人 財産的支出
一　　円 凹 1．「 円 円 111 円 15且

・

（5）

未　　　　　　払　　　　　　金

月　日 摘　　要 財産的収入 財産釣支ξ骸 月　目 摘　　要 財産的収人 財崖的支串 肩　H 摘　　要 財魔的収人 財産的支鵬 月　H 摘　　要 財産的収入 財産的支出

凹 ［畦 1■1 ll崖 凹
1■「 円 円

一78一



（6） 2）　所得白総収入種目別分類集計表

稲 麦　　・　　雑　　　　穀　　・　い　　　　も

所得的収入 所得的収入 家　計　仕　向 所得的収入 所得的収人 所得的収入 家　計　仕　向
月　闘 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　II 摘　饗 価　額 ’III 摘　要 価　額 月　口 補　嬰 価　額 月　ll 摘　要 価　額 月　II 摘　要 価　額

円 111 1闘1 門 川 「ll 円

（7）

野　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菜

所得的収入 所得的収入 所得的収入 所得的収入 所得的収入 家　計　仕　向 家　計　仕　向
月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 債　額 月日 摘　要． 価　額 月日 摘　嬰 価　額 月　B 摘　要 価　額

円 ド1 PI 冊 “蓼 円 凹

o

一79一



（8）

果　　　　　　　　実 その他耕種生産物 牛　　　　　　　　　　　乳

所得的収入 家　計　仕　向 所得的収入 家　計　仕　向 所得的収入 所得的収入 家　計　仕　向
月日 摘　要 債　額 月　日 摘　要 価　額 月　H 摘　要 価　額 月　H 摘　要 価　額 月　ll 摘　宴 債　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 鏡　要 価　額

円 凹 Fl「 円 円 凹 II犀

（9）

鶏　　　　　　　　　　　　　　　　　　卵 その他養畜生産物
所得的収入 所得的収入 所得的収入 所得的収入 家　計　仕　向 所得的収入 家　計　仕　向
月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 捕　要 価　額 月　口 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額

円 円 1り 円 凹 凹 円
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（10）

林　　　産　　　物 加　　　工　　　品 財　産　利　用　収　入、 労賃・俸給収入

所得的収入 家　計　仕　向 所得的収入 家　計　仕　向 所得的収入 家　計　仕　向 所得的収入
月日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 嫡　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月日　摘　要　　価　額 月　日 摘　要 価　額

円 門 凹 円 円

（建物宅地家計使用分）
円

円

（11）

労賃・俸給収入 年金・恩給収入 被　贈・補助金収入 雑　　　収　　　入

所得的収入 所得的収入 所得的収入 所得的収入 所得的収入 家　計　仕　向
月　日 摘　要 価　額 月　日 捕　要 価　額 層　日 捕　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 ’Ill 鏑　要 価　額 月　日 摘　要 価　頗 月　日 鏡　要 価　額

凹 凹 円 llP 1」犀 阿 凹
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（12） 3）所得的支出種目別分類集計表

種　　　苗　　　費 肥　　　　　　　　　料　　　　　　　　　費

月日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　B 摘　要 債　額 月　li 摘　要 価　額 局　日 』擬　要 価　額 月　日 損　要 価　額
1｝1 円 円 Fl FI 円 円

5

（13）

農　用　薬　剤　費 飼　　　　　　　　　料　　　　　　　　　費

月　日 摘　要 価　額 月日 摘　要 債　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額
円 円 llI 円 円 円 円
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（14）

家　　　　畜　　　　費 原　　材　　料　　費 機　　　　　具　　　　　費

月日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　嬰 価　額 月　日 摘　要 債　額 月　日 摘　要 価　額
円 円 Fl Fl 凹 円 円

（15）

建物維持修繕費 農兼業用光熱・水道費 作業用被服費 支　払　い　労　賃 負　債　利　子

月　日 摘　要 価　額 月　B 摘　要 価　額 月　B 摘　要 価　額 月　β 摘　要 価　額 周　臼 摘　要 価　額 月日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額
円 円 円 円 凹 円 円
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（16）

支払い小作料 借　　賃・料　　金 水　利　　費 災害保険料 研　修　費 租　税　公　課

月日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 局　B 摘　要 価　額 月日 摘　要 価　額 月　8 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　B 摘　要 価　額
円 円 円 円 円 円 F■

（17）

租　税　公　課 雑　　　支　　　出

月日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　頗 月　日 摘　要 価　額 月日 摘　要 価　額 月　日 摘　饗 価　額
円 円 円 円 円 円 飼
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4）家計費種目別分類集計表（18）

米 麦　　・　雑　　　穀　　・　　い　　　も　　　類

家　計　支　出 家　計　仕　向 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　仕　向
月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　頗 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　韻 9　臼 摘　嬰 価　額 月　日 摘　要 価　額

円 円 凹 阿 凹 FI 511

（19）

野　　　　　　菜　　・　　海　　　　　藻　　　　　類

家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　仕　向 家　計　仕　向 家　計　仕　向
阿　日 摘　要 価　頗 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 避　日 摘　要 価　額 月日 摘　嬰 価　額 月　日 擬　要 価　額

円 円 円 凹 響81 円 凹

一85一
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（20）

魚　　　・　　　肉　　　・　　　卵　　　・　　　乳　　　　　　類

家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　仕　向 家　計　仕　向

月日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月日 摘　要 儀　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 楕　嬰 価　額 月　日 摘　要 価　額
円 円 円 円 円 円 円

■

（21）

調　　　昧　・　油　　　脂　　　類 嗜　　　　　　　好　　　　　　　品

家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　仕　向 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　仕　向
月　日 摘　要 価　額 月日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　妻 価　額 月　日 摘　妻 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額

円 円 円 円 円 円 円

F
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（22）

外　　　　　　　食 た　　　ば　　　こ　　　代

家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出
月日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　嬰 価　顛 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額

円 円 円 Pl 円 円 円

（23）

被　　服　・身　　回　　り　　品　　費 住　　居　・　家　　財　　費

家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　仕　向 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　仕　向
月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月日　摘　要　　価　額

円 円 円 円 円 四

（建物宅地家計使用分〉
円

87一

5



（24）

光　　熱・水　　道　　費 保　　健・衛　　生　　費 学校教育費
家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　仕　向 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出
局　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額

円 F… 円 円 円 円 円

（25）

学校教育費 教　　養・娯．楽　　費 交　　際・通　　信　　費

家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　仕　向
月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月B 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額

円 円 円 円 円 円 円
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（26）

冠　婚　葬　祭　費 諸　　　負　　　担 雑　　　　　　　　　　　　費
家　計　支　出 家　計　仕　向 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出 家　計　支　出
月日 摘　嬰 価　額 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　韻 月　u 摘　要 債　額 ’1日 摘　要 価　頗 月　日 摘　要 価　額 月　日 摘　要 価　額

円 円 Fl 5■1 円 Fl 円
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自計式農家経済簿（II）
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（イ）未販売現物物6）現（16）

昭　　　和　　　　　　　　　　　　　　年　　　度 昭　　　和

種　　目 年　　度　　始 年　　度　　始
摘　　　　　　　要

数　量 価　　　額 増減額 備　　　考 摘　　　　　　　要 数　量 価
円 円 円

（
イ
）
　
未
　
　
　
　
販
　
　
　
　
売
　
　
　
　
現
　
　
　
　
物

計　　（未　販　売　現　物）

（17）

年　　　度 昭　　　和　　　　　　　　　　　　　　．　　　年　　　度

備　　　考 摘　　　　　　　要
年　　度　　始 年　　度　　末

増　減　額 量 価　　　額
増　減　額　　　備　　考 量 価　　　額

　　円
u一．．一一一．．．

円 川 円

、
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年度始十一十一「十一…一十

和

要

昭

摘

（ロ）購入現物

年 度

度　始
価　 額

円 　増減額1備　考㎜了　…『

“一

物

年度始数量　s価

和
要

6
） 現

昭

（18）

摘

目種

（
ロ
）
　
購
　

入
　

現
　
物

（購　入現物）計

（19）

年　　　　度 昭　　　　和　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　度

i増　減　額 備　　考 摘　　　　　　　要
年　　度　　始 年　　度　　末

数　量　　価　　　額 増　減　額 備　　　考 量 価　　　額
1　　　　　　　　　　　川

｝　　　　　　川 円 円

．
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（ハ）中間生産物物6）現（20）

種　　　目
昭　　　　和　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　度 昭　　　　和

年　　度　　始 年　　度　　始
摘　　　　　　　要

夏 価　　頁
増　減　額 備　　　考 摘　　　　　　要 量 面

円 　！ド凹　，醒’

C”
ur’

円

　　F@　’@’@，’@ρ’窒oC’
C’
v

　　「@r’@，’@F「黶Dﾏ
，
，
’

　　．’@F’@「’C’C’C’
　　ρ@一@一@’@’@’@’CFu’f一　’．二＝フ’
@「@「，「

．・｝．一・．

　　’@’@一’@，，e’C’ﾏ’　　，，@ρ「@P’C　　’

（
ハ
）
　
中
　
　
間
　
　
生
　
　
産
　
　
物
　
　
（
無
　
市
　
価
　
物
）

　　F@　’@’@’@’@’@’@’f’’「’　　，，@r　　’@，　　’C　　r　’

e　”閣

　　’@’@’@’@r@’fρ’r’’　，　　F@，　　’@，　　FC　　’

秩@　’

C’

　　’@’@’@’@’@’@一窒秩f“冒
　　’@’@，’@，FC，C‘C「

1 　　’@　’@’@’@’@’@’f’’’’
　　’@　’@’@’@’
@
’
’
’
’
’
’

　　’@ρ@ド@ド@’@’f’r’’
計　（中　間　生　産　物〉 　　’@’@’@8@一@’u’’’「

（21）

年 度 昭 和 年 度

rr－＿．「一π　7了＿一一一一｝囮「一－」．．．．鴨一一一．一．一圃一一　7一　一

@　　　！ 年 度　　始 年 度　　末
増　減　額 備 考 摘 要

価　　　額
増 減　額 備　　　考 口　　量： 価　　　額

一「L一一．」

1

轡司　　［
’「・1 ．「　．「

@‘
i 円

　　‘@　’@　’@’@ρ@’　虚@一@’
冒「一■　　一一．｝『 →　i i

r
’
r
「
曜

‘「

　　「@　，@　’@　「@　ρ@’　ρ@’@’@’@’
穿

←ユ『
　’@’@“@ρ@’

　　「@　8@　虚@　曹@「@’@’@’@F@F ，・

　’　’

@’

　　’@　’@　曹@一@’@’@r@’@’u「’’r 　一@’@’@「@“
　虚@’@’@「@’

　　’@　’@　「@　’@　’@F@’@r@’　一　’’p　’げ
　’@’@’@’@，

1　　　／／
P　，．〆／ 　’@’　’@’

f
「
’
’
’

匠亡．，．・／！

，！ζ　’@’@置@’@ρf7F一’
　　’@　’@　’@　’@’@’@r@虚@「@Ff’ρ’ 　’@’@’@’@F
　　’@　一@　’@’@ρ　虚@’@’@’ 　’@’　F@’

f
「
’
’
’
F

　　，@　ρ@　げ　一　曽

@r’@，　　， 　「@’　’@’@r
　　一@　’@　’@’@r@一@’@’@’ 　’

@’　’　’

@’

　　’@　’@　’@’　’@’@’
@’　’’ 　r@「@’@’
　　「@　「@　’@’@，@’@’@「@醒f一一’

　’　’

@’@「
　　’@　’@’@F@’@’@置f’一’’

　’　’

@’@’
　　一@　’@’@r@’@’@’ 　’@’@，@‘fr’「’
　　一@　一@　r@’@F@’@’@’ 　’@’@．@’

f
’
’
F
r

一104一



（イ）　4、　　植　　物7）準現物
（22）

昭　　　和　　　　　　　　　　　　　年　　　度 昭　　　和
種　　目

年　　　　　始 年　　　　　口
摘　　　　　　　要

数　量 価　　額
増　減　額　9 備　　考 摘　　　　　　　要

量 価　　額
円
　．！”1’1
^・〆

C「

III

　．r，・@Fr9．ﾏ’曹
u7「，

　　．．@7■「@．9@「Pf一「，7’
　　’@，ρ@．’@，騨ﾏPC伊C「
　　「F@r’@Fr@rρCρu’
　　’@F畠@虚@．「@ρ7窒Vf

’
’
’

　　ρ@’@‘「@r’@r’C’u’，
C・

　’@’@’@r’@F　’C「秩@’

C’

（
イ
）
　
　
小
　
　
　
　
　
植
　
　
　
　
　
物

　　’@，F@r’@，　　FC「
　　’@’@，’@「，C　　・f

’
’
“

　ρ　’@，’@’@’秩fC「
C「

　’@’@’@’　’@’f’’’’
　　ρ@’@’@騨@’@’@’f’’’’
　　’@’@’@’@’@’@一f’’’’
　’@r@’@’@7@’f’’’’

．一

　’@’@’@一@’@’@，f’’ρ’
　ρ@r@’@’@’@「f’F’’

計　　（小植物） 　　’@’@’@，@’@’@一f’’’’

（23）

年　　　度 昭　　　和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　度

1 年　　度　　始 年　　度　　末
増　減　額 備　　　考 摘　　　　　　　要 数　量 価　　　額

増　減　額 備　　　考
数　量 価　　　額

　．．一円
e置
u”

円 　，，’”円ﾏ　　，　　’　　”

C　”

円

　　’@，r　，　’
@，　　’C’
C　“

C’

　」’D‘「C．
窒o 　’@’　一@’　’@’@’「frρ’’
　r’@圃’@’@’@’@一 　　’@　’@’@’@’　’@ド@r@’　　’@’
@’　’　’

@’@’
f
F
’
r
「
「

　　’@F@，　　’@r　　’@，　’C　　’

　　’@’@一@’@’@F@’@， 　　’@，’@，’@，　’C’C　’
C　　’

　F　’@，　　「@，　　’@，　　’C’ 　　’@　’@’　’@’@’@’@r　「
　’@’@’@’@ド@r@’Ff’’r’ 　　’@’@’@’@’@’@’f

’
’
’
’
’

　　’@’@’@一@’@’@’’ 　　’@　「@’@’@’　’@’@’　　’@　’@’@’@再@’@’@’ 　　’@’@’　’@’@’@’@’f’’’’　　「@’@ρ@，@’@’@’ 　　’@一@’@’　一@’@’
f
’
’
’
’
’

　　’@r’@「「@，’秩CCrC　　置

f

f
’
’

　’@，’@，　　’@「’C　　「C’f
　　’@，　’@8　’@，’@’fρ

　　’@，’@，　　’@，’C，C’C’ 　　’@’@，　’@，　「@，’　　’@’@’@ρ@’@’　一 　　ρ@’@’@’@’@’@一　　’@’@’@r@’　」@’ 　　’@’@’@’　’@’@’’f’’’　　’@’@’@’@一@’@’　9， 　　’@，　’@，　　’@，　　’C　’

　　’@’@’@’@一@r@’’f’’一 　夢@’@，　’@，　　’C　’
C　　’

f
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（回）小家畜7）準現物
（24）

昭　　　和　　　　　　　　　　　　　年　　　度 昭　　　和
種　　　目

又　　始 年　　　　　始
摘　　　　　　　要

数量 価　　　額
増　減　額 備　　考 摘　　　　　　要

数量 価　　　額
円 円 円

．一．一一．一一一．一一．．

（
ロ
）
　
　
　
小
　
　
　
　
　
　
家
　
　
　
　
　
　
畜

o

計　　（小　　　家　　　畜）

／
／
／

（25）

6

年　　　　度 昭　　　　和　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　度

年　　度　　始 年　　度　　末
増　減　額 備　　考 摘　　　　　　　要 数　量 価　　　額

増　減　額 備　　　考 量 価　　　額
円 円 円 円

」
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（ハ） 小　　機　　具7）準現物
（26）

種　　　　目
昭　　　和　　　　　　　　　　　　　　　年　　　度 昭　　　和

年　　度　　始 年　　度　　始摘　　　　　　要 数　量 面　　額 増減　額 備　　考 摘　　　　　　　要
数　量 価　　頁

円

　．！円@」ゴ’V，’「」

C’

円

　　一@’@’@’@’@’e’’’’　　’　　’
@’@’@’@「@Ff’’’’
　　’@’@’@’@’　’@’f’’’ド
　　’@　’@’@’
@’　’　’

f
’
’
’
’

　　’@　’@’@’@’@’@’f’’’’
　　’@　’@’@’@’@’@’’f’’’

（
ハ
）
　
小
　
　
　
　
機
　
　
　
　
具

耕
　
　
う
　
　
ん
　
　
作
　
　
付
　
　
用
　
　
器
　
　
具

　　’@’@’@’
@’　’　’

f
’
’
’
’

　　’@’@’@’@’
@’　’’’

f
’
’

　，　’@，　’@，　’C　’C　’
C　　’

　　’@　’@’　’@’@’
@’　’’

f
’
’
・

　　，　’@，　’@，　’@，　’C　’
f
’
’

　，　’

　　一@　’@’　’　’

　　’@’@’@，　’@，　’C　’C　’

C’

　　「@　’@，　ρ@，　’C　’C　’

　　，　’@，’@，”C　”C　”

　　’@，’@，’@，’C　’C’C　’

（27）

年　　　度 昭　　　和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　度

増　減　額 備　　　考 年　　度　　始 年　　度　　末摘　　　　　　要
数　量 価　　　額

増　減　額 備　　考 数　量 価　　　額

　，一再@，”C　　’　　「　　「C’”

円

　，’’”円C　　，　　”　　一　　F

C　’

円

　F’@一．’@「’e■「g’
窒秩
f 　’@’　’@，　’C　　’C　ρ

C　’

f

　　r@　’@’@r@’　’@一@’@一f
一
’
「
’
F 　’@’　’@’　’@’@’
　　r@’@一@醒@’@’@’　rρ 　，　’@，’@，　’@「「@’

C　　’

C　’

C’

　　’@’@’　’@’@’@’@ド 　　’@’@綱@’@’@，　F@’fr’’’「　　’　’　’　’　’

@’@’　「 　　’@，　’@F’@，　’黶CC　’

C，
　，　ワ
@’@’　一@’@’　’　’

@’
@’　’　，　’

　　’@’@’　’@’@’@’’f’’’’　　’@’@’@’　’@’@’ 　　r@’@’@’@’@，’C　’　　’@’　’@’@’@’@r@’’ 　，　「@，　’@，　’@，　　’C　’
C　’

f

　　’@’　r　「

@げ@’@’’f’’’一 　　’@，　’@，　’@，　　’C　　’C　　’

C　’

　　ノ@，　’@「「@’@，’秩f茶ﾏC　　’ 　’@’@’@’@’@ρ
f
’
’
’
’
’

　’@’　’@一　’@’　9ﾏ’’
一
’ 　　一@，　一@7’@，　’C　’C　’

C　’

　　’　’　’　’

@’ 　　’@一@，ρ’@，’
h
’
，
’
’

　’@，　　’@，　・C　　’黶f 　　r@，　’@，　　’@，　　’C　　’

C　’

f

　’　’@，　’@ρρ
C　　一

C“ 　　’@’@’　’@’　’

　　’　’

@’@’@「@’@’　．’ 　，　’@，　’@’
C　’

C　　’

　’@一@’　一@’@’@’’’ﾏ」Cρ．

p 　ρ@’@’@’　’
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（ハ）小機具（つづき）7）準現物（28）

昭　　　和　　　　　　　　　　　年　　　度 昭　　　和

種　　　　目 年　　度　　始 年　　　　　始
摘　　　　　　　要 数　量 面　　額 増減　額 備　　考 摘　　　　　　　要 量 価　　　額

円 　ノノ’角
C　，　’　’　”

秩f

円

　　’@　’@，’@，’@，’C　’C　’
C　「

　　」@　’@　’@’@’@’@’@’
　　’@　「@　ρ@’@’
@’　’　’

@’
f
r
’
’
’
’

　　‘@　ρ’@，’@，　F@，　’C’C　’

C’

　　’　　’@，　’@，　’@，　’C　’C　’

C　’

養
　
　
畜
　
　
用
　
　
器
　
　
具

　　’　　’　’

@’@’@’　’f’’’’’
　　r@　’@’@’　’@’@’@’　’’
　　’@　’　’

@’@’@’@’@’f’’’’

（
ハ
）
　
　
小
　
　
　
　
機
　
　
　
　
具
　
　
　
　
　
（
つ
　
づ
　
き
）

　　’@　’
@’　’　’　’　’

@’
f
’
’
’
’

　　’@’　’　’　’

@’　’’

　　’　’

@’@’@’　’@’’f’’’
　　’@，　’@，　ノ@，　’C　’
C　’

f

　　’@’　’@’　’@’
@’’’’

f
’

　　’@，　’@’
@’　’　’　’

f
’
r
’
’

養
蚕
用
器
具

　　’@　’　’@’　’
@’@’

f
’
’
’
’

r 　　’@　’@’@’　’@’　’
@’

f
’
’
’
’

　　’@，　”@，’♂C”C　”

（29）

二
度
年

額
価
則
星
斗

円
I
　
I
　
l

…
　
　
1

一
　
　
一

ド
ド

丁
年
和
昭
I
　
　
I

　
一
度
衝
　
一

　

年
量
．

，
　
，

考
備

度
年

額
減
増

剰
／
／
　
〆
　
！
　
／
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（ハ）小機具（つづき）現物7）準130）

昭　　　　和　　　　　　　　　　　　年　　　　度 昭　　　　和
種　　　　目

年　　度　　始 要1 年　　度　　始摘　　　　　　要
；数量 価　　額

増　減　額 備　　　考 摘
1数　量 価　　額

円 　．．・円
Wr’－

秩D

円

　’CrrD’

養
蚕
用
器
具
（
つ
づ
き
）

、＝＝＝．．一一，．

@」’「ﾁ「”「「

ﾏ「

一一一曹一一一－一・「幽■｝

　　’@rF「@・F「C．
C「

P

　　，F
秩f．

C’

，「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
脚
（
ハ
）
　
　
小
　
　
　
　
機
　
　
　
　
具
　
　
（
つ
づ
き
》

施
肥
・
灌
水
・
除
害
用
器
具

「
’
’
’

　　’@’@「@’@’@rE’ﾏ’ﾏ「
　’u‘秩
u

　　’@“．@，「f，’r
r

　，．@’@’@’fF’’’
’

収
　
穫
　
調
　
製
　
用
　
器
　
具

　　r@，．@，rC’ﾏ’f
　’

‘F

　‘，@「「f
ρ

（31）

年　　　度 昭　　　和　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　度

増　減　額　　　　　　考
下儲一一’
c

摘　　　　　　　要
年　　度　　始

1
度　　末

量 価 増　減　額 備　　　考
価

　一一’円i　’

Y／’
円

　　，〆円@，　’　”C　’　”

C　一　’

円

　　F@　r@　，　　’
@，’@，　’C　’C　’

C’f
　　’@　r@　’　　’@’　’　’　’

@’
@’’一’

　　’@　’@　，　一@，’@，　’C　’C　’
C　’ 　　’@　，’
　　一@　’@　’@　’@F@’　’@’@’@’ 　　一@　置’一@」，’C’C’

u’

　　’@　’@　，　’@，　’@，　’C　’C’
C’f

　　ρ@，　’　F@．　　　ノ
C一7

ﾁr「一

　　F@　，　一@，一@，　’@，　’C　’h’
C　’

　　，’@ノ　’@，　’@，　’C’C　’

f
　　’　　’　　’

@’@’@’@’@’@’r 　　7@　，「@，’@，　’@，’C　　’C’f

　　“一@　ρ@　，r@“　’@一　’@r’C’秩f秩ff 　　’@　，　’@，　’@，　’@’
C　’

C　’

秩f

　　ρ　　’@　，一@，r@，　’@，　’ﾏ’ 　　’@　’　　’

@’　　’@　，醒@，’@，　’@，’@，　’C’f　「
C　’

　　一@　，’@，　’@，　一@r’C　’

　　’@　，　一@，一@’@，F@，戸C’C’f’
　　，　’@，　’@，　’@，　’　’

C　’

　　「@　ρ「@　F’@，　’@r’@r@，’e’Cr宙

　　，　’@，’@，　’@，　’C　’ﾏ　’
C　’

　　’　　’@　，’@，　’@，　　一@．F’Cr 　　「@　，’@，　’@，’@，　’C’
　　，　’@　，’@，’@，’@，” 　　’@　，　’@，　’@，　’@，　’C　’

　　一@　，　’@一’@，’@，　’@，一C’黶@’
f

　　’@，　’@，　’@，　’C　’C　’
C　’

　　「@　，’@，’@r’@，　’C　’C　’

　　，　ρ　　’

@，　’@，一@’
@，　’’
C　’

黶@’

　　’@　，’@，’　’　r　’

@，　’ 　　，’@，　’@，　’@，　’C　’C　’

　　，‘”卜@，　’　”
黶f”

C　”　一

　　，　’@一’@一　’@r　’@’
ﾏ　’

C，
C’

一109一

ε



（32）7）準現物（ハ）小畿具（つづき）
始
度
年

額
価

円

量
数

和
昭

要
摘

考
備

額
減
増

’
ノ
／
〆
〆
　
／
　
’

’
’
／
ノ
／
’
ノ
　
／
　
’

／
／
〆
／
／
　
／
　
’

ノ
／
〆
／
’
　
ノ

度
年
和
昭

始
年

額
価

円

量

、
－

要
摘

目
種

加
　
工
　
用
器
具

計
　
量
用
器
　
具

雑
　
　
器
　
　
具

（
　
ハ
　
）
　
　
　
　
　
小
　
　
　
　
　
　
機
　
　
　
　
　
　
具
　
　
　
（
つ
　
づ
き
）

（33）

年　　　度 1　　　　　　　　　昭　　和　　　　　　　　　　　　　年　　度

年　　度　　始
増　減　額

年　　度　　末
増減　額 備　　　考 摘　　　　　　　要

数　量 価　　　額
備　　　考

数量 価　　　額

　，”円@一　’　”
C　’　”

円

　　〆’円@，’，’C’”
C　ρ　’

円

　　’@　，　’@，　’@，　’@，　’C　’
C　’
f

　　’@　’@　’@　’@’@’@’@’@’f’’’　　’@　’@　’@r
@’　’　’　’

f
’
’
’
’

　　’@　’@　’@　’@　’@’　’@’@’@’　　’　　’
@　’@’@’@’@’@，　’C　’

　　’　　’

　　ρ@　’ 　　F@　’@　’@　’@　’　’　’

@’@一@’　　，’@，　’@，’@，　’ｰ　ドC　’
f

　　’@　，　’@，　’@，　’@，　’C　　’

C　’

　　ρ@　，’@　’@，　’@，’@，’C　’ 　　’@　，　’@　’@，　’@，　’　’，　’

　　ρ@　’@　「　’@，　’@，　’C’C　’
C　’

　　，　’@　，「@　’@，　’@，　’C　’C　’

C’

　　’@　’@，　’@，　’@，’C’C　’
C　’

　　’@　，　’@　，　’@，　’@，　’C　’C　’
C　’

　　，　’@，　’@，　’@，　’C　’ 　　’@　’@　’@　’@’
@’　’　’

@’@’’f’’
　　’@　，　’@，　一@，　’@，　’C　’
C’f

　　’@　ノ　’@，　’@，　　’C　’

　　’@　’@　’@’@’@，　’C　’C’f
’

　　’　　’@　，　’@，　’@，’@，’C　’C　’

f

　　，’@，　’@，　’@’
C　’

C　’
C’

　　，’@，　’@’@，　’C　’C　’

　　’@　’@，　’@，’@，’黶fC　’

f
　　’@　，　’@，　’@，　’Y’C　’

f

　　，　’@，　’@，　’@，　’C　’ 　　，’@　，　’@，　’@，　’C’C　’
f
’

　　’@　，　’@，　’@，　’@，　’C　’ 　　’@　’@　’@’@’@’@’　’@’f’’’　　’@　，’@一　’@，　’@，’C”C　ρ　’

　　’　　’@　，　’@，　’@，　’C　’

　　「@　，　’@，　’　’　，　’

C　’

C　’
C　’

　　’　　’@　，　’@，　’@，　’@’
C　’

C’f

一110一



（ハ）小機具（つづき）物現7）準（34）

昭　　　　和　　　　　　　　　　　　　年　　　　度 昭　　　　和
種　　　　目

度　　始 始摘　　　　　　要 量 価　　額 増　減　額
備　　考 摘　　　　　　　要

数　量 価　　額
円 　　，／円　　，　’

@，・　’@，　　’
C　　’

f

111

　　　「’@　’@　，．@　’@　’@一@甲「@’@’f’一　　　’　　　一
@　’@　’@　’@　’@’@’@’　’f’’
　　　’@　’@　’@　’@’@’　’@’f’’
　　　ρ@　　’@　’@　’@　’@’@’　一@’f’’
　　　’@　　’@　’
@　’　　’　’　’　’　’

　　　’@　’@　’
@　’　　’　’　’

@’
@’’’

f

ハ
）
　
小
　
　
　
　
機
　
　
　
　
具
　
　
　
（
つ
　
づ
　
き
）

　　　’@　，　’@　’@　ノ　’@’　’’
f
’
’

雑
　
　
　
器
　
　
　
具
　
（
つ
　
づ
　
き
）

　　　’@　’　　’@　’　　ρ

@’@’　’f’’’
　　　’@　’@　’　　’
@’　’@r@’@’f’’
　　　’@　’@　’@　’　　’　’

@’@’@’f’’
　　　「@　　’@　’@　’
　　　’@　　’@　’@　’@　’@　’@’@’@’f’’’
　　　「@　　’@　’@　’　　’
@　’@’@’@’f’’’
　　’@　’@　’@　’@’@’@’@’f’’
　　　’　　’

@　’@　’　　一

@’@’@’@’f’’
　　（小機具新調価額）計　　（小機具現在価額） ＝　xO．5 　　　’@　，　「@，”@，〆’C　’　”

　．／v丁「’
^
／

＝
　　’@　’@　’@，’@，’C　’C　’

／

［＝　XO．5

（35）

年　　　　度 昭　　　　和　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　度

増　減　額 備　　　　考
年　　度　　始 年　　度　　末摘　　　　　　　　要
数　量 価　　　額

増　減　額 備　　　　考
量 価　　　額

　　，「@　，　’@，　’@，　’C　’C　’

円

　　，／’円
@，’”C，’”
秩f

円

　　，　’@　，’@’@’　’@’@’f’’’’ 　　’@　，　’@，　’@，　’C　’

　　，　ド@，　’@，　’@岬　’C　’C　’

C’
　　’@　，　’@，　　「@，　’C　’C　’
秩@’

　　’@　’@　’　　’

@’
@’　’　’　’’

f
’
’
’

　　，　ρ@，　’@’@，　’@’f’’’
　　’@　，　’@，　’@，　’C　’C　’
C　’

　　’@　，’@，　’@’@，　’C　’C　’

f

　　’@　，　’@，　「@’　’　’　’

f
’
’
’

　　，　’@，　’@’@，　’@，　’C　’
C　’

　　’@　r@　’@　’@’@’@’@’@’’’f’’ 　　’@　，　’@，’@，　’C　’C　’
秩@’

　　’@　，　’@，　’@，　’@，　’ﾏ　’C　’

f

　　，’@，　’@’
@，　’　’

C　’
C　’

f

．

　　’@　’@　一@　’@’@’@’　’@’
　　，　’@，　’@，’@，　’’，　’

C　’

　　，’　　’　，　’

@，　’@，　’C’C　’
f

　　，　ρ@　，’@，’@，　’C’C’f
　　’　　’　　「

@’@’@’@戸
@’　「一「

f
’
’
一

　　，’@，’@，　’　一@，’’，　’

C　’

　　’　一@　’@　’@’@’@’
@’　’’ 　　，　’@　’@，　’@，　’@’C’
　　’@　’　　’
@　’@’@’@’@F@一f’’’’

　　’　　’　　’

@’@’@’@’@’@’f’’’　　，@　ρ@　，　　’@一’@，　’C　’C　’
C　’

　　，　’@　，’@ド’　’
@，’’
C’f

　　’@　’@　一@’　’@一P@，・窒秩C’o　’

　　，　’@，’@，　’C　’C　’
C　’

　　’@　，’@，　’@，〆C　’m　　’

C　　F

　　，　一@／’τC，　’”

C　”

　　，’@，　’@，　’@，　’
＝　×0。5 　　，　’@　，’@，　’@，　’@，　’C　’

　　，　7@　，　一@，　’@，　　’ﾄ　’
C　　’

v一P

＝
　　，　’@，　’@，　’@，　’C　’

　×0．5

一111一



（36） 8）現金・準現金
昭　　　　和　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　度 昭　　　和

種　　　目 年　　度　　始 年　　度　　始
摘　　　　　　　要

量 価　　額
増　減　額 備　　考 摘　　　　　　　要 量 価　　額

現　　　金
円 円 円

組合貯金

預
　
　
貯
　
　
金

o

貸
　
付
　
金

9

未
　
　
収
　
．
金

（37）

年　　　度 昭　　　和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　度

年　　度　　始
備　　　考

年　　度　　末
増　減　額 備　　　　考 摘　　　　　　　要 量 価　　　額 増減額 数　量 ｛　　　額

円 円 円 円

一112一



（38） 8）現金・準現金（つづき）

種　　　目
昭　　　　和　　　　　　　　　　年　　　　度 昭　　　　和

摘　　　　　　要
始 始

価　　　額
増　減　額 備　　　考 摘　　　　　　　要

量

頼母子講
円

講

生命保険

積
　
立
　
保
険
金
建生共済

出
資
金

有
価
証
券

小　　　計　（準　現　金）

計　　（現金・準現金）

（39）

年　　　　度 昭　　　和　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　度

備　　　考 摘　　　　　　　　要
年　　度　　始 年　　度　　末

増減　額 数　量 価　　　額
増　減　額 備　　　考

数　量 価　　　額
円 円 円 円

一

一冒一

一113一



債9）負（40）

昭　　　和　　‘　　　　　　　　　　　　年　　　度 昭　　　和

種　　目 年　　度　　始 年　　度
摘　　　　　　　要 量 価　　　額 増　減　額

備　　　考 摘　　　　　　　要 亜　　　額
円 円 円

借
　
　
　
　
　
入
　
　
　
　
金

未
　
　
払
　
　
金

計　　　　　（負　　債）

（41）

年　　　度 昭　　　和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　度

年　　度　　始 年　　度　　末
増減 備　　　考 摘　　　　　　　要 数　量 画　　　額 増　減　額 備　　　考

数量 面　　　額
円 円 円 円

一114一



（42＞ 10）財産台帳集計表

種　　　　　　　目
昭　　　　和　　　　　　　　　　　　年　　　　度 昭　　　　和

年度始価額 固定資産償却額 固定資産増殖額 財産的取引
ﾉよ　る増減 年度始価額 固定資産償却額

1）土　　　地
円 　　　．。ρ一一’円

@．一曽曹・「窒e，，騨．，

円 円

2）建　　　物 　　　　「@　　　曹一
@虚P

固
　
定
　
資
　
産

3）大植　物

4）大　家　畜

5）大機　具 　　　　一@　　　一’
@　　ρ，　　　．　　　，，　　，　　一一

@9“@脚’齬jFe曹

計（固定資産）

流　動　資　産　増　減　額 F」’ 流　動　資　産

供　用　財 結　果　財 供　　用　財

イ）未販売現物 ）の
現
　
物

ロ）購入現物 ） ）

流
　
　
動
　
　
資
　
　
産

ハ）中間生産物 　　　　’@　　　曹’一�k．．・一〆一 　　　　，一{）　　一…一一〆
@一9一“C曜一

　　　　，　　，　“　　’　一
黶j　　　一，一”一’
E，，r’一一

イ）小　植　物 　　　　“一j．＿一／
f

の
準
現
物

ロ）小　家　畜 一） ＋） 一）

ハ）小機　具 　　　　一　’j　　．，一一一一一’一
鼈鼈黶C一

ﾏ　，

　　　　一，’j＿一一／
宙

計（流動資産） ） ） ）

現　　金流
通
資
産

8）

ｻ　金

?ｻ金

準現金
計

合計　（資産）

9）負　　　　債

差　引　（財産）

（43）

年　　　　度 昭　　　　和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　度

固定資産増殖額
貝　的取引による　減

年度始価額 固定資産償却額 固定資産増殖額 　　噸
ﾉよる 年度末価額

　　　　r＿一一一円
@　虚rr置」’
@一，一r置秩@ρ　ワ

円 円 円

　　　　一一一円@　　r，一甲’@「一一一曜7
窒W’

円 円

鼈鼬
ﾋ「

　　　　　　曹一@　　　　，一@　　　一曹@　　　，@　　一　　ρ@　　一「@　，8一@一8“黷V一

　　　　　　一@　　　　　，F@　　　　一，@　　　ρ一@　　　’@　　，一@　　一’　　一　　r’

@一一]ρ
　　　　　　，ρ@　　　　，一　　　　　一@　　　r．　　　　曹　　　一層

@　　97@　ρ一@一一@“一CPC

増　減　額 流　動資　産　増　減　額
結　　果　財 供　　用　財 結　果　財
） ）

）

　　　　　　置@　　　ρ“’rPド{）　　　，一一一r一
黶C8一’一
ﾋ

　　　　　　一@　　　　＿，置曽黶j　　　一一一曽ノ
@曽，ρ8’ド
[，一

　　　　　一「一一{）　　一．一！〆
窒e一ρρ一

　　　　　　一@　　　gF－r一一j　　　．一一ド‘
黶uアー’

　　　　　一ρ@　　　「ρρ「冒j　　．．／’
黷V曹一’7
f

＋｝ 一） ＋）

　　　　　　一@　　　　一一’Fj　　　一一一／
@，一曹F一一
e一一

ノ ） ）

，■’

　ず〆・’
I一

一115一



（44） 3．農家経済決算8表
摘　　　　　　　　　　　　　　　要 昭和　　　　年度 昭和　　　　年度 昭和　　　　年度

所得的総収入　（提襲馨暑二軸云護から）
円 円 円

固定資産増殖額　　（．耀論詰髪から）

粗　　　所　　　得
流動結果財増加額（縫晶藁燕・・）

計　　　　（粗所得）　　　（1）

所得的支出（麟翼壁・・）

醜嫡㈱額（縫書繍護・・）

所得的失　費
流動供用賊少額（海布藁評蓑・・） 〔注〕

まかな岐給額（騨斐器藪葺美・・

計　　　（所得的失費）　　（2）

粗　　　所　　　得　　（（1）から

農　　家　所　得 所　得的　失　費　　　（2）から

差　　引　　（農家所得）（3）

農　　家　　所　　得　（（3）から

農家経済余剰
家族負担家計費　日写経　・奪λ裏から

差　　引　（農家経済余剰）　（4）

年度末（三年）財産噸晶漣・
F

農家財産純増加額 当該年度始財産額　台帳42ぺ爵蓑から

差　引　（農家財産純増加額）（5）

農家財産縄増加額（（5）・から

土地および有価証券

щpによる損益
農　家経　済余剰　　（4）から

差　引　（尭製望r翻陰
隔

〔注〕　財童台帳集計表（42ベージ）から転記する際に、増加＋）の場合には一）に、減少「）の場合拡＋）に符号を変える・．

4．農業経営分析諸表
　　　　　　1農業経営計算表

（45）

摘　　　　　　　　　　　　　　　要 昭　和　　　年　度 昭　和　　　年　度 昭　和　　　年　度

｝農業粗所得　　　（付表1から）
円 円 円

農　二士　収　益 兼副業への仕向価額　　　（現物整理帳から）

計　　（農業粗収益）　　　①

｝農業所得的失費　　　（付表2から）
農　　業　経　営　　費　　1兼副業から仕受価額　　　　（現物整理帳から）　　　　　　　聖

計　　（農業経営費）　　　　②

農　業　粗　収　益　　　　　（①から）

農　業　純　収　益 農　業　経　営　費　　　　　（②から）

差　　引　（農業純収益）　　　　③

農業純収益　（③かち）
家族農業

J働力
ヮ精v

車掌利義（付表…）④

家族農業労働報酬

@（1日当り）

差引（家族農業労働力純収益）

家族総農業労働日数（能力換算）（付表6から）

商　（家族農業労働報酬）

農業純収益　（③から）
農業資本

ヮ精v
家族労賃見積額（付表6から）⑤

農業資本利回 差引　（農業資本純収益）

農　業　資　本　額　　　（付表3から）

商　（農業資本利回）

農　薩州収益　　　　（①かち）

農業経営費　（②から）

撃響蟻　　（④鰯
農　企　業利　潤

農業生産

?@　用 家族労賃見積額　　（⑤から）

計　　　（農業生産費用）

差　　引　　（農企業利潤）
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（46） 付 表1）農巣粗所得算出表

年度 摘　　　　　　　　　要 稲 麦・雑穀・いも 野　　　　菜 果　　　　樹
そ　の　他

k種生産
酪　　　　農 養　　　　鶏

所得的総収入
円 円 円 円 円 円 円

流動結果財増加額農
業
粗
所
得

粗
所
得
固定資産増殖額

昭
和
　
　
　
　
年
度

計　（粗　所得）

農　　外　粗　　所　得

差　　引　（農業粗所得）

所得的総収入
粗
所
得

流動結果財増加額

固定資産増殖額

昭
和
　
　
　
　
　
年
・
度

農
業
粗
所
得

．計　（粗所得）

農　　外　粗　　所　　得

差　　引　（農業粗所得）

所得的総収入 ’

粗
所
得

流動結果財増加額

昭
和
　
　
　
　
　
年
度

農
業
粗
所
得

固定資産増殖額

計　（粗　所’得）

農　　外　粗　　所　　得

．差　　引　（農業粗所得）

（47）

そ　の　他

{畜生産
林　　　産 加　　　工

財産利用

禔@　　入

労　　　賃

誾去茁

年　　　金

ｶ給収入

被　　　贈

竢赴燻茁
雑　収　入 合　　　計

円 円 円 円 円 円 円 円 円

／

／

／

’

／
i
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（48） 付 表2）農巣所得的失費算出表

年度 摘　　　　　　　要 種苗費 肥料費
農　　用

�ﾜ費
大植物減
ｿ償却費 飼料費 家畜費 原材料費 機具費 建物費

所得的支出
円 円 円 円 円 円 円

流動供用財減少額
所
得
的
失
費

固定資産償却額

昭
和
　
　
　
　
　
年
度

農
業
所
得
的
失
費

まかない支給額

計　（所得的失費）

農外所得的失費 　　　’@　’@　’@　’@’@’@’fr一
　　　’@　　’@　「@　r@　’

　　　’　　　’

@　’@　’@　’@「@’@’f一’
差引（農業所得的失費）

所得的支出
流動供用財減少額所
得
的
失
費

固定資産償却額

昭
和
　
　
　
　
　
年
度

農
業
所
得
的
失
費

まかない支給額

計（所得的失費）

農外所得的失費
　　　’@　“@　，　「@，「@’－，

f
r

　　　’@　’@　’　　「

@’@’@’
　　　’@　　’@　’@　’@　’　’

@’@’’uρ
差引（農業所得的失費）

所得的支出
流動供用財減少額所
得
的
失
費

固定資産償却額

昭
和
　
　
　
　
　
年
度

農1

ﾆ
所
得
的
失
費

まかない支給額

計（所得的失費）

農外所得的失費 　　　’@　’@　’@　r@’@’@曜f’’
　　　’@　　’@　’@　’@　’@’@「@’f’

　　　’　　　ρ

@　一@　「@　「@’@’@’f’
差引（農業所得的失費）

（49）

農兼業用
�M水道費

作業用
ﾟ服費

労　　賃 負債利子 支払い
ｬ作料

借賃’料剣水利費
災　　害

ﾛ険料 研修費 租税公課
雑　　費 合　　　計

円 円 円 円 ｝ll 円　　　　　　　　　Ill 円 円 円 円 円

’

　　　’@　　’@　’@　’@　’@　’@　’　「@’@「@’’’
　　　一@　’@　ρ「@　，’@’@，’@，’C’C’

　　r@　’@　’@　’　’@’@’@’f’’
　　’　　’

@　’@　’
f
’

　　　’@　r　’@　，’7@，　一@，　’C　’

f

　　　’@　’@　’@　’@　’　’@’@r@’f’’

，
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（50） 付 表 3）農巣資本額算出表

種　　　　　　　　　　目 昭　和　　　　　　年　度 昭　和　　　　　　年　度 昭和　　　　　　年度

自　作　農　用　地
i耕地・採草放牧地全額）

円 円

i土　　　地

@〔注〕 宅地　（全額x農業使用率）

建　　　物

農舎（農業用建物構築物全額）

固
　
　
　
定
　
　
　
資
　
　
　
産

量昏鑛・燃刷

果　樹　・　特　用　樹　　（全額）

大　　家　　畜　　（農業使用分）

大　　機　　具　　（’　　〃　　）

小　　　　　計　　　（農業固定資産〉

未販売現物　　（農業分）

現　　　物　　亀 購入現物　（〃）

中間生産物　　（〃）

流
　
　
動
　
　
資
　
　
　
産

小　植　物　　（全額）

準　現物 小　家　畜　（”）

小　　機　具　　帳業分）

小　　　　　計　　（農業流動資産）

合　　　　　　　計　（農業資本額）

〔注〕　貸付地・林地・小作地は含めない。

付 表 4）　租税公課農業負担額算出表 （51）

種　　　　　　　　　　目
昭　　和　　　年　　度 　　　　、ｺ　　和　　　年　　度 昭　　和　　　年　　度

支払額
農　　業

薗S率
積（農叢負担額）

支払額
農　　業

薗S率
積（農　業負担額）

支払額　o 農　　業

薗S率
積（翫翻

土地負担分
円 円 円 円 円 円

固　　・定

ﾀ　産　税 家屋負担分

農　業用軽自　動車税

経
営
費
に
算
入
さ
れ
る
租
税
公
課

土　地　改　良　区　費

、農業関係の組合費

合計（農業負担租税公課額）

付 表5）農巣資本利子見積額算出表 6）　家族労賃見積額算出表

摘　　　　　要 昭和　　年度 昭和　　年度 昭和　　年度 摘　　　　　要 昭和　　年度 昭和　　年度 昭和　　年度

農業資本額（付表3力匂

円 円 円

灘欝鵬蜘
円 円 円

年　　　利　　　率
1　　日　　当　　り

J　賃　見　積　額

積（資本利子見積額） 積　（家族労賃見穣額）
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5

部門粗収益計算表D部門計算表1
1

（52）

昭　　　和　　　　　　　　　　　　　年　　　度 昭　　’和部
門
別 所　　的収入 計　　・ 年度末増加・増殖額 営　。　　・ 戸　　・　　入 碁仕・生名 生数　量

量 価　　額 数． ’価　　額 数量 価　　額 数量 価　　額

言（粗収益） 生　産

@量 価　　額 量 価　　額
円 円 円 円 円 円 円

部
　
門

合計

部
　
門

合計

部
　
門

合計

（53）

年　　　度 昭　　　和　　　　　　　　　　　　　　　年　　　度

年度末増加・増殖額 経営内部仕向 所得的収入 家計仕向 年度末増加・増殖額 経営内部仕向 　計
g収益）数量 価　　額 量 価　　額

　計
i粗収益）

生　　産
煤@　量 数日 価　　額 数量 価　　額 数量 価　　額 数量 価　　額

円 円 円 円 円 円 円 円
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2）部門経営費計算表
（54）

昭　　　　和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　度

種　　　　　　　　　目
部　　門 部　　門 部　　門

購　入 自　給 償　却 計 購　入 自　給 償　却 計 購　入 自　給 償　却 計

種　　　苗　　　　費
円 ’円 円 円 円 円 円 円 円 円

大植物償却　費
肥　　　料　　　　費

農　用　薬　剤　費

飼　　　料　　　費

家　畜　管　理
家畜費
減　価　償　却

原　　材　　料　　費

小機具購入修繕 　’@’@，「uρ 　，@，　’@rrk　”ﾝ’ 　「@r’D「C　7
ﾏ「

機具費
減　価　償　却 ．／’

維　持　修　繕 　’@’@一　’普fC「
C’ 　’@’@，　　’u’u’C　’

　’　’
@r’@’

D’
秩f
f建物費

減　価　償　却

動力用電力・燃料光　熱

?O目 その他光熱・水道

被　　　服　　　　費

雇　　用　　労　　賃

畜　　　　　役借　賃

ｿ　金 そ　　の　　他

水　　　利　　　　費

災　害　保　険　料

租　税

�@課
固定資産税
組合費な　ど

雑　　　　支　　　　出

合　　　　　　計

（55．）

昭　　　　和 年　　　　度

種　　　　　　　目
部　　門 部　　門 部　　門

購　入 自　給 償　却 計 購　入 自　給 償　却 計 購　入 自　給 償　却 計

種　　　　苗　　　　費
円 円 円 円 円 円 円 円 卿 円 円

大　植　物　償　却　費 ！

肥　　　　料　　　　費

農　用　薬　剤　　費 1

飼　　　　料　　　　費

家　畜　管　理 ［

家畜費
減　価　償　却

1

原　　材　　料　　費 i

機具費
小機具購入修繕 　’@’@’　’

f
’
’
’
’ 　’@r@’@’　’減　価　償　却 1

維　持　修　繕 　r@’@，’C　’C’
C　’ 　’@，　’建物費

減　価　償却

光　熱
?w費

動力用電力・燃料 i

その他光熱・水道 1

被　　　　服　　　　費

雇　　用　　労　　賃

借　賃

ｿ　金

畜　　　　　役

そ　　の　　他

水　　　　利　　　　費

災　害　保　険　料

租　税

�@課
固定資産税
組合費など

雑　　　　支　　　　出

合　　　　　　計
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（56、

昭　　　　和 年　　　　度

種　　　　　　　目
部　　門 部　　門

－一．｝一．一．

部　　門

購　入 自　給 償　却 計 購　入 自　給 償　却 計 購　入 自　給 償　却 計

種　　　　苗　　　　費
円 円 F 円 円 円 　．・．・づ聖

秩D’

円 円 μ1 ｝ 円

大　植　物．償　却　費
一／「 @L

^　． rr匿

1

肥　　　　料　　　　費 1　　　／ ：

農　　用　薬　剤　費

飼　　　　料　　　　費 r

家　畜　管　理 i／’ @i家畜費
減　価　償　却

ト

原　　材　　料　　費
／／「

小機具購入修繕 　’@’　’@FC． 　’@，　’^’
@　　　　　　／，”　　　　　　　／ 　’　’

@’@’f’’’機具費
減　価　償　却

維　持　修　繕 　　’@，　’@，　’C　’ 　’^／
G
’ 　’@’@，　’C’C　’

C　’

建物費
減　価　償　却 …

動力用電力・燃料 　　’
P　．／！

光　熱
?ｹ話 その他光熱・水道

被　　　　服　　　　費 ノ

雇　　用　　労　　賃 ／．

畜　　　　　役借．賃

ｿ　金 そ　　の　　他

水　　　　利　　　　費

災　害　保　険　　料

固定資産税 1租　税

�@課 組合費など
雑　　　　支　　　　出

合　　　　　　計

3）部門成果計算表
（57）

年　度　別 昭　和　　　　　　　年　度 昭　和　　　　　　年度 昭　和　　　　　　年　度
　　　　　　　　　　部門稠摘　　　　要

部門 部門 部門 部門 部門 部門 部門 部門 部門

部門粗収益（52ページから①
門 円 四 円 円 円 円 円 円

部純

@二
�v
部門経営費（54ベージから，②

差　引（部門純収益）③

部門純収益（③から）
豪
勢
諜
労
益

部門白忠T、④ ●

蕾2

a
観
韻

差引〔部門家族労働力繊蜘

部門家族労働日数（付表3から）
9

商　（部門家族労働報酬）

部門純収益（③から）蕾純

綜菇

{工

部門家ｼ欝繍⑤
部
門
資
本
利
回
り

差引（部門資本純収益）

部門資本額（付表1から｝

商　（部門資本利回り）

部門粗収益（①から）

部門経営費（②から）

部門資本利硯積額④かち1

部
門
企
業
利
潤

需
崖
輩
家族労働見積額（⑤から）

計（部門生産費用）⑥

差　引　（部門企業利潤）

部門生産費用（⑥から）
主生

ｨ

　　．　．w睡棚収益（52ページから）
主
産
物
生
産
費

型 差引（主産物生産費用〉
主産物生産数量（號

（主産物生産費）
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（58） 付 表 ）1 部門資本額算出表
昭和　　　　　　　年　度 昭　和　　　　　　　年　度 昭　和　　　　　　　年　度

種　　　　　　　目 農　業
走{額

部門 部門 部門 部門 部門 部門 部門 部門 部門
旦資本額． 旦資本額 旦

資本額

農　業

走{額 讐 資本額 貝
凄 資本額 率

資本額

農　業
走{額 響 資本額 蜜．一 走{額 響 資本額

土地（小作地を含む）
円 円 円 弓 円 円 F1 円 円 円 円 陶

建　　　　　　　物

果　樹　特　用　樹

固
　
定
　
資
　
産

大　　　家　　　畜

大　　　農　　　具

小計（部門固定資産）

現　　　　　　　物 i流
動
資
産

準　　　現　　　物 …

小計（部門流動資産｝ 5 ；

合計　（部門資本額）

付 表 2）　部門資本利子見積額算出表

昭　和　　　　　　　　年 昭 昭摘　　　　　　要
口P ロF 。門 ロ門 部P 門 ド 。門 。F

部　門　資　本　額
円 円 円 円 円 円 円 円 凹

年　　　　利　　　　率

積（部門資本利子見積額）

付 表 3）　部門家族労賃見積額算出表

年 昭 昭 手摘　　　　　　要
ロP F ロF 口F． 口P 。F ．部門 部門 部門

部　門　家　族　労　働　日　数
i労働分類集計表かち）（能力換算）

1日当リ労賃見積額

積（部門家族労賃見積額）

【付1】固定資産の耐用年数およびその他の評価参考事項儂林水産省昭和55年度「鰭産業用固定資産評価標準」鍔椴）

第1表　建物および構簗物の耐用年数

酎 弔 年 数

種 類 別 鉄　　筋 コ　ン　ク

本　　造 コ　ン　ク リー　ト 鉄骨紐
リー　ト ブロック

住
　
　
　
宅

木造（崖桜）

かわ　ら

g　タン

Xレート

垂ｻの他

50

S0

S0

T0

R0

一 一 一

木　　造 以　　外 　 60 45 20

倉庫（i臓を含む） 26 65 50 24
付 納醗・作業場・貯蔵1蘇 26 65 50 24
属 たばこ乾燥室 ・養蚕室 26 65 50 24

建 畜舎・堆肥舎・唯庫 18 45 40 20
．物 その他本建築の建物 26 65 50 24

簡　　易　　建 物 10 一 一 一

温 主として鉄骨造り 15

室 烹として木骨造り 5

ビハ 主として鉄骨造り 15
一

Tウ 主として木骨造り 5

ルス 主として合成樹脂骨組 8

．駐としてコンクリート・ 20 サイロ・用水路・コンクリート

れんが・石．・アロック造 畦畔・かんがい用配管など

構
り 17 果樹棚・牧さく・斜降索道など

．i三として金属造り 15
かん国用・給水用・薬剤明・スプ

リンクラー用配管・給水ハイプなど

築
i感して木造り 5 温床わく ・牧さく・果樹棚など

物

｝此して1；管造り 10
暗きょ・　　　かんがい用
z管・農嘱井戸など

・かん水用

そ　　　の． 他 8
など

塩化ビニール配管・給水パイプ

家処 鉄筋コンクリ・一ト造り 30 襯・塔・水路・貯水池など

畜理 れんか造り 20

鑓施 コン　クリート　。金属」立り 15

尿設 木遣または合成樹脂造り 10

第2表　大植物の耐用年数

種 類　　　　　別
酎　　咽

N　　数

ミ　カ　ン　樹 滋州　ミ　カ　ン
年
4
0

そ　　の　　他 35

リ　ン　ゴ　樹 27

ブ　　ド　ウ　尉 甲　州ブ　ド　ウ ！5

温室　ブ　ド　ウ 】0

そ　　の　　他 12

ナ　　シ　　樹 20

モ　　モ　　樹 、12

オ　ウ　ト　ウ　樹 20

ビ　　ワ　　樹 30

ク　　リ　　樹 25

ウ　　メ　　樹 25

カ　　キ　　樹 35

ア　ン　ズ　樹 20

ス　モ　モ　樹 15

イ　チ　ジ　ク　樹 10

茶　　　　　　樹 35

オ　リ　一　ブ樹 25

ク　ル　ミ　樹 30

．桑　　　　　　樹 立　ち　通　し 18

根回・中刈・高刈 】3

コウリヤナギ 10

ミ　　ツ　　マ　　タ 9

コ　　　ウ　　　ゾ 9

モ　ウ　ソ　ウ竹 20

ラ　　　こ　　　一　、 8

ホ　　　ワ　　　プ 8

マ　　オ　　ラ　　ン 10

第3表　大家畜の耐用年数

種 類　　　別
酎　　用 残　　存

年　　数 比　　率

％
繁頭用　　肉用牛 5 50

〃　　　乳用牛 6 20

牛 印付明　　肉恥牛 4 20

〃　　　乳用牛 4 10

そ　　　の　　　他 6 一

農　業　使　役　用 8 30

小運搬使役用 6 20

馬
繁　　　殖　　　場

ｾ　　　付　　　用 7
6

20

P0

競　　　走　　　用 4 20

そ　　　の　　　他 8 ｝

豚 種付用・繁殖用 3 30

めん羊 種．　付　　　用 3 5

や　　ぎ　、 そ　　　の　　　他 5 5

傭考

！．’大植物および大家．南の耐弔年数は、育成年数

　　（牛周は崩け3歳）が過ぎてからの用役年数

　　を意味する。

2．残存比率は、育成したもの間役年回7に達し

　たもの｝の価額に好する残存｛面額の率で’ある。

　建物・構築物および大機具の場合は一．・般に新

　調達価額の10％、植物はデ1成価額の5％とみ

　る。

3．　繁殖場牛馬は家畜改良増殖法に基づく種

　　f握正明書または二二証明害のあるものに

　　限る。

4．　種付哨牛罵は家畜改良増殖法に基づく種

　　畜証明書の交付を受けた種おす牛鵬に限

　　る。
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第4豪大機具の耐用年数

原 モ　　一　　タ　　一 10 自脱コンバイン 5 施
設
暖　　　房　　　機 5 バルククーラー 5

動
水冷式エンジン 8 普通型コンバイン 8

嬰
τ 換　　　気　　　扇 5

畜
牛　乳　濾　過　機

@　　　9

5

空冷式エンジン 8 バ　イ　ン　ダ　一 5 用 電　　　熱　　　線 5 育　す　　つ　機 5

機
ディーゼルエンジン 8 収 稲わら収集機 5

機
具 付　　　属　　　品 5

産
自　動　給　飼　機 5

用
断　　　　　　器 8カ　　ッ　　タ　　一 5 鳴

耕 乗用トラクター 8 穫 各種掘取用機具 5
農 わら加工用機具 8 機

選　　　卵　　　機 8

う
ん 同　上　作’業　機 5 かんしょつる切り機 5 産

立 い草掴工用機具
5 具

A
卵　質　測　定　機 8

整
地 歩行用トラクター 5 その他収穫用機具 5 工 その他加工用機具 8 攣 洗　　　卵　　　機 8

用
機
具

同　上　作　業機

ｮ力耕うん機 5
5

調

脱　　　穀　　　機

瀦ｨ用乾燥装置 8
8

用
機
具
茶加工ボイラー

ラﾁ工その他機具 8
8

鶏　卵　冷却機

q豚用保温機 8
5

製
も　み　す　り　機 8

床土ふるい機 5 米　　　選　　　機 8 牧草収穫調製用機具 5 条　桑　刈取機 5

育　　　苗　　　機 5
用
精　　　米　　　機 10 カ　　ッ　　タ　　一 8

養
抜　　　根　　　機 5

栽

田　　　植　　　機

ﾚ　　　植　　　機 5
5

機

穀物水分検定器
艨@　ば　　か　　り 8

8

畜 飼　料理砕　機

煤@料配　合　機 8
8

蚕
稚蚕用温度調整装置

ﾛ温用暖房機 8
5

培 播　　　種　　　機 5 各　種　選　果　機 8 サイ　ロ用機具 5 用 劃　　　桑　　　機 8

管 肥料　散　布機 5 具 野　菜洗　浄機 5 脱　　　粒　　　機 8 自動飼育装置 8

理 肥料混合機 5 野菜洗浄乾燥機 5
産
自動飼料かくはん機 8

機
条　　　払　　　機 8

用 管　　　理　　　機 5 茶　摘　採　機 5 自動飼料給餌機 5
具
収　　　繭　　　機 8

機 あ　ぜ　塗　り　機 5 茶　刈　込　機 5 畜舎用扇風機 8 繭　毛　羽取　機 8

具 ミニプラ　ン　ト 5 用 電　気　温　水　機 8

うず巻ポンプ 8 電　熱　育　苗　機 5 スチームクリーナー ・8 自　動　二　輪　車 3

立　型　ポ　ン　プ

zー　ム　ポンプ 8
8

葉
た
ば

たばこ中耕除草機

｣　　　燥　　　日

｣　　燥　　鉄　管
5
8
8

機

ガ　ス　湯　沸　機

d気牧さく装置

A　散　布　機
8
5
5

車
両

自動車2，000㏄未満

ｩ動車2，000㏄以上

ｩ　　転　　　車
3
5
2

防

動力噴霧機 5 こ 自動温度調節機 8 バンクリーナー 8 運 農　　　用　　　舟 4

除 スピードスブレイヤー 5 用 葉たばこ自動編機 8 尿くみ取り機 8 搬 トラクター用牽引車 4

用 動　力　散　粉機 5
機 乾燥　昇　降　機 8

具
スラリーインゼクター 5 機 自走式運搬車 4

機 スピードダスター 5
具 ベルコン調理機

8 搾　　　乳　　　機 5 フロントローダー 4

具 土壌　消　毒機 5 乾燥機付属バーナー 5 牛　乳　冷却　機 5 単軌副用運搬機 4

【付21果樹・特用樹育成価標準表儂林水産省昭和55年度「農畜産業用固定資産評価標準・より再編） 　（61）

（単位；千円）

種　　類　　別 か ん き つ

品　　種　　別 早生温州みかん（密植） 普通温州みかん（密植） 普通温州みかん（普通植） 普通なつみかん 甘なつみかん

育　成　年　数 5 ～　　7 年 7 ～　8 年 9 ～　11 年 9～10年 8～9年

　　　適用地区

逅ｬ年数

静　岡
ｷ　崎
蛛@分

和歌山
L　島
､　媛

徳　島
＝@llI
ｲ　賀
F　本

福　岡

{　崎
鹿児島

静　岡
F　本
蛛@分
ｭ児島

和歌山
＝@川
氈@岡
ｲ　賀

広　盲

､　媛
長　崎 宮　崎

神奈川
ﾃ　岡
a歌山
ｿ　島

広　島
､　媛
ｲ　賀

大　分 静　岡
和歌山

R　口
静　岡

和歌山
､　媛
氈@岡
F　本

第　1　年 332 363 349 240 384 278 285 271 269 256 234 241 186 132 217 156 237

2　年 449 519 462 363 689 407 399 412 纈 340 358 脳 267 228 328 269 351

3　年 565 697 642 鯉 987 558 533 鵬 463 453 492 463 361 333 452 392 494

4　年 668 867 802 鵬 1，207 696 680 739 589 589 628 麟 475 447 565 539 620

5　年 マ65 1，005 920 鰯 1，273 814 839 898 70五 707 776 702 585 572 674 711 749

6　年 839 1，115 LO30 752 一 903 961 1，039 789 783 916 837 棚 673 769 838 856

7　年 874 1，178 一 一 一
957 1，051 1，131 856 792 1，051 943 789 756 847 914 953

8　年 一 一 一 一 一 一 『
1，176 892 一 L165 1，040 874 晒 921 952 1，017

9　年 一 一 一 一 ｝ 一 一 一 一 一 L237 1，117 働 875 956 一
1，081

10年 一 一 一 一 一 一 『 一 一 一 一
1，167 1，015 910 一 一 『

11年 一 一 一 一 『 一 一 一 一 一 一 一 1，030 ｝ 一 一 一

成園10a当り育成価 874 1，178 1，030 752 i，273 957 1，051 L176 892 792 1，237 1，167 1，030 910 956 952 LO81

種　　類　　別 か ん き つ

品　　種　　別
甘なつ
ﾝかん

は っ　さ く いよかん ネーブルオレンジ
さんぽう

ｩ　　ん
ぽんかん 福原オレンジ ゆ　ず ぶんたん たんかん

ひゆうが

ﾈ　　つ
かぼす

育　成　年　数 7年 8 ～　　9 年 7年 9年 8年 11年 9～11年　’ 8年 6年 6～9年 6年 6年

適用地区
和歌山 福　岡 和歌山 広　島 徳　島 高　知

鹿児島 愛　媛 愛　媛 福　岡 和歌山 鹿児島 和歌山 長　崎 高　知 鹿児島 沖　縄 宮　崎 大　分

育成年次 徳　島 熊　本 愛　媛 熊　本 宮　崎 鹿児島

第　1年 231 251 186 226 408 259 304 141 169 203 170 238 255 136 175 208 216

2　年 335 373 272 315 628 395 451 獅 261 290 250 384 410 226 288 3i7 313

3　年 458 5幻 謝 445 797 552 624 341 370 393 謝 548 579 謝 413 468 427

4　年 614 683 490 589 棚 711 797 471 487 500 451 711 738 501 541 615 571

5　年 749 833 597 722 959 845 996 618 624 621 558 864 ㎜ 675 665 701 ㈱

6　年 850 970 699 846 1，0G4 954 1，170 776 763 735 671 989 鵬 脚 738 723 681

7　年 903 1，062 764 957 1，017 1，037 1，313 919 脚 晒 798 LO73 一
1，074 一 一 一

8　年 一 L128 820 1，012 一 1，082 1，452 1，022 1，025 919 927 1，095 一
1，2！7

一 一 一

9　年 一 1，158
851

一 一 1，093 1，512 一 1，142
967 1，038 一 一 L277 一 一 一

10　年 一 一 一 一 一 一 一 一
1，202 一 1，106 一 一 一 一 一 一

11年 一 一 一 一 一 一 一 一
1，216 一

1，126 一 一 一 一 一 ｝

成園10a当り育成価 903 1，158 851 LOI2 1，017 1，093 L512 1，022 1，216 967 1，126 1，095 go9 1，277 738 723 681
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（単位　千円）

種　　類　　別 り ん ご

品　　種　　別 祝 9 旭 紅 玉 国 光

正
度
濡一「ゴ→・デ・

デリシャス

1幽．デリシャス系

ふ じ む つ

育　成　年　数 8 ～　　9 年 9 年 9～10年 9～10年 9 年 t・ 年 8～9年 8～9年

　　　適用地区

逅ｬ年次

札　幌 青　森 長　野 青　森
山　形

ｷ　野
青　森

秋　田

ｷ　野

。マ・　　長　野

　T?ﾍi福島
H出1長野

札幌
轣@森
R　形
ｷ　野

福　島 青　森 秋　田 青　森 岩　手

量　1　年 77 118 64 86 68 81 78 82 57 59 64 65 57 96 108 98 50
2　年　． 118 179 112 125 118 125 125 148 107 92 111 111 96 145 183 170 95
3　年 159 243 175 170 182 175 193 217 164 128 175 165 148 210 270 255 151
4　年 203 311 251 219 268 234 264 303 234 176 253 231 214 291 364 368 216
5　年 266 371 372 271 349 301 356 397 309 245 334 311 309 蹴 450 504 303

6　年 謝 430 477 ．343 423 371 437 465 393 321 423 407 435 429 533 625 392
7　年 404 458 563 403 481 424 495 516 456 381 496 481 553 482 575 694 453
8　年 446 464 575 436 520 446 526 538 500 435 549 532 633 525 595 702 498
9　年 451

一 『
441 525 460 529 542 520 464 鵬 554 691 550

一 一 503
10　年 一 一 ｝ 一 ｝ 465

一 一 523
一 一 一 一 一 一 一 一

11年 一 一 一 一 一 一 一 ｝ 一 一 一 一 一 一 一 一 一

成園10a当り育成価 451 464 575 441 525 465 529 542 523 464 ’568 554 691 550 595 702 503

種　　類　　別 り ん ご ぶ ど う

晶　　種　　別 つがる
デリシャス

墲｢化栽培
ふ　　じ
墲｢化親培 デ　ラ　ウ エ　ア ネオマスカット

キャンベル

Aーリー
甲　州

マスカット

yリーA
温　室
ﾔどう

巨 峰 ビオーネ

育　成　年　数 8年 6年 5年 4 年 4 年 4 年 5年 4年 4年 4 年 4年

適用地区
青　森 青森
R　形

青　森 鳥　取 函　館 岩　手 山　梨
山　形
福島

秋　田 山　形 山　梨 大　阪 山　梨 岡　山 新　潟 山　梨 山　梨 岡　山 福　島 山　梨

育成年次 長　野
長　野 長　野 島　根 福　岡 岡　山 長　野

第　1　年 96 218 226 176 140 195 138 117 168 113 151 137 145 388 158 156 194
2　年 167 291 326 339 303 397 286 237 3正3 227 280 313 326 642 283 307 345
3　年 261 376 427 496 549 644 ．412 418 444 328 393 530 528 832 380 506 488
4　年 ㎜ 453 491 554 鰯 839 455 679 587 鵬 466 724 698 924 466 640 552
5　年 470 502 507 一 一 一 ．一 一 一 一 一

863
一 一 一 一 一

6　年 561 522
一 一 一 一 一 『 一 一 一 一 一 ｝ 一 一 ｝

7　年 596
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

8　年 607
一 一 『 一 一 一 ｝ 一 一 一 一 一 『 一 一 一

9　年 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 『 一
10年 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

11年 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

成園10a当り育成価 607 522 507 554 636 839 455 679 587 鵬 鰯 鵬 698 924 466 640 552

　　（63）

（単位：千円）
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岡
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（饒）

（単位：千円）

種　　類　　別 も も う め おうとう び わ く り ホ　ッ プ

品　　種　　溺
倉方早生
秩@　昂

白 桃 缶　桃 臼 加　賀 長　束
ナポレ

ﾋ　ン
田中・茂木 銀 寄 丹　沢 筑 波

育　成　年　数 5年 5～6年 6年 7～8年 8年 9年 7～8年 7～8年 7年 6～7年 2～3年

　　　適用地区

逅ｬ年次

山　梨

氈@島

山　形

ｷ　野
岡　山

山　形

氈@島
R　梨
ｪ　山

宮　城

a歌山

福　島
Q　馬
ﾈ　木
驕@玉

愛　知 山　形
千　葉
､　媛
ｭ児島

兵　庫

ｷ　崎
全　国 熊　本

茨　城

ﾎ　川

茨　城

驕@玉
熊　本 福　島 長　野

第　1　年 102 lo6 98 83 72 103 89 77 104 160 46 66 52 74 50 303 270

2　年 181 243 205 145 113 162 143 134 212 239 82 101 88 112 80 481 491

3　年 271 311 305 鵬 160 225 232 219 309 333 125 137 132 155 118 一 616

4　年 説 379 384 288 205 274 310 鵬 397 402 171 176 182 207 161
一 一

5　年 409 423 423 362 264 313 377 392 454 螂
2（》4 215 228 251 204

一 一

6　年 一 450 一 420 296 鰯 438 475 514 531 227 241 256 264 238
一 一

7　年 一 一 一 一
336 鰍 489 549 549 脳 241 257 274

一
256 一 一

8　年 一 一 一 一 脳 一 494 616 593 一 一 263 一 一 一 一 一
9　年 一 一 一 一 一 一 一 705 一 一 一 『 一 一 一 一 一

10年 一 一 一 一 一 一 一 一 ｝ 一 一 一 一 一 一 一 一

11年 一 一 一 一 一 一 一 一 ｝ 一 一 一 一 一 一 一

成園10置当り育成価 409 450 423 420 364 謝 494 705 593 脳 241 263 274 264 鰯 481 616

種　　類　　別 あんず いちじく す も も くるみ 茶 桑 孟宗竹

品　　種　　別 ドープイン ビューティ
サンタ

香[ザ
や　ぶ き　た 煎　茶 在来種 根刈り 中刈り 高刈り

育　成　年　数 7年 3～4年 4～5年 6年 8年 4　～ 7　隼 7年 7年 3年 3年 4年 8年

適用地区
千　葉 愛　知 茨　城

長　野 兵　庫 山　梨 沖　縄 和歌山 長　野

餐岡二　重

奈　良 鹿児島 京　都 静　岡 全　国 全　国 全　国 全　国

育成年次 大　阪 広　島 埼玉 熊　本

第　1　年 52 123 190 78 121 91 35 196 237 259 221 215 158 127 112 95 104

2　年 97 248 321 172 203 203 53 郷 362 369 357 318 257 165 158 142 150

3　年 159 339 363 245 鋤 287 79 347 465 459 476 469 373 193 180 ！74 189

4　年 螂 363 一 318 291 錨 110 瑚 543 471 535 547 458 一 一
182 蹴

5　年 287 一 一
341

一
371 143 381 573 柵 ｝

595 522 一 一 一 293

6　年 323 一 一 一 一 鋤 171 390 ｝
497

一
626 説 一 一 一

333

7　年 331
一 一 一 一 一

192 『 ｝ 502 一 637 571．
一 一 一

359

8　年 一 一 一 一 一 一
207 ｝ 一 一 一 一 一 一 ｝ 一 謝

9　年 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

10年 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

11年 一 一 一． 一 一 一 『 ｝ 7一 一 一 一 一 一 一 一 一

成園10a当り育成価 331 謝 363 341 291 380 207 390 573 502 535
→　637

571 193 180 182 380
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（1）

1 日　記 帳　の　部

1．現金現物日記帳 （日記帳　7～137ページ）

　農家の日々の現金の出し入れや生産物の家計仕向を毎日記入する帳

簿である。この帳簿の形式は次のような月日・摘要・数量・現金取引

・生産物家計仕向の各欄からできている。

　　　　　　　　現金現物日記帳
現　　金　　取　　引 生産物

ﾆ計仕向
月 摘要数
量
収　　　入 支　　　　　出

種目i轍 財産的
茁

種目
所褐的

x出
家計
x出

㈱支出 残金
種　目 備額

日 円
　
円
‘ 円 円 円 円 円

　「現金取引」欄は「収入」「支出」および「残金」の3欄に分かれ

ている。「収入」欄はさらに「所得的収入」「財産的収入」の2欄に分

かれ、いっさいの収入をこの2種の収入に仕訳けして記入し、それら

の種目名（6・7ページ種目別内容例示参照）を「種目」欄に記入す

る。

　収入は、同じ収入であっても、全額がその年のもうけ（すなわち所

得）になる収入と、そうでない収入とがあるが、この二つを区別して、

前者を『所得的収入」欄に、後者を「財産的収入」欄に記入する。た

とえば、農産物・林産物・兼業生産物などの販売収入をはじめ、財産

利用収入（配当金・利子など）、労賃・俸給収入、年金・恩給収入、

および古新聞の売却収入のように、全額がその年のもうけになる収入

が「所得的収入」である。これに対して「財産的収入」とは、同じ収

入であってもなんらもうけ（すなわち所得）にならない収入、たとえ

ば土地・建物などの固定資産および株券・債券などの有価証券の売却

収入1貯金や預金などの引出し収入、賃付金や未収入金の返済受入れ、

ならびに負債による収入のようなものと、一部がもうけにはなっても、

全額がその年のもうけにはならない収入、たどえば数年あるいは数十

年かかって育成する大家畜や、林木などの売却収入のようなものをい

う。

　「支出」欄は「所得的支出」「家計支出」「財産的支出」の3欄に分

かれ、いっさいの支出はこの3種の支出に仕訳けして記入され、それ

らの種目名を「種目」欄に記入しておく。支出も、同じ支出であって

も、全額がその年の損失になる支出と、そうでない支出とがある。た

とえば土地・建物・大家畜および大機具などの固定資産ならびに株券

・債券などの有価証券の購入支出、貯金や貸付のための現金支出、負

債返済のための現金支出などはなんら損にならないか、あるいは全額

をその年の損失としてはならない支出であり、すなわち「財産的支

出」である。現金は出ていくが、それだけの価値の財産がはいってき

て、財産の形は変わるが、価値は変わらないと考えるのである。

　これに対して、全額がその年の損失になる支出というのは、購入し

たものが年度内に消費されて、なくなってしまうようなものに対する

支出であって、「家計支出」と「所得的支出」とからなる。「家計支

一132一



（2）

現金現物日記帳

出」というのは、その農家の生活に要したすべての現金支出、たとえ

ば飲食物・家具家財・被服などの購入支出、医薬料・教育費・交際費

などをいう。「所得的支出」というのは、『家計支出』と同じく損にな

る支出であるが、「家計支出』が家族の生活のための純消費的支出で

あるのに対して、農家が所得を得るためについやす支出をいうのであ

る。たとえば種苗・肥料・飼料・小機具などの購入支出および労賃・

小作料・賃料・利子の支払い支出のようなものである。

　「租税公課」は所得税をはじめ、固定資産税・市町村民税・協同組

合賦課金・部落協議費なども、すべて所得か所得用資産の所有に賦課

されるものであるから、租税公課は所得的支出として取り扱う。、

　建物の新築・改築および大修繕のために要した支出（材木・板・瓦

などはもちろん、大工の労賃に至るまで）はすべて「財産的支出」で

ある。それに対し、建物の小修繕または維持のための支出は、たとえ

住居用の建物の維持修繕であっても、すべて『所得的支出」として取

り扱う。

　そして宅地・建物の家計使用分は、その地代・家賃に相当するもの

を後述の方法で計算して、家計への仕向けとして「家計仕向」欄に記

入する方法をとるのである。

　次に農家が行う取引の大部分は、現金の収入・支出を伴う現金取引

であるが、このほかに、現金の収入・支出を伴わない次のような取引

がある。

　　1）掛取引、すなわち掛売り・掛買い

　　2）振替取引、すなわち当座貯金を通じての売買

　　3）物々交換取引

　しかし、これらの取引も、それぞれ二つの現金取引に分解して、

「現金取引」欄に記入することができる（これは後に計算する所得的

総収入・所得的支出・家計費などの算出に必要な、所得および費用の

すべてを洩れなく把握し、他方、貸借および預貯金の在高を明確に記

録する重要性をもつ）。この分解のしかたは次のとおりである。

（1）掛売買取引

　イ）掛　売　り

　生産物の掛売りは、生産物を現金売りし、その金を一時買い主に貸

したものであると考え、生産物の現金売り収入と買い主への貸し支出

との二つの現金取引に分解して記入することができる。すなわち「売

り収入」「貸金支出」の二現金取引として記入する。

〔設例〕 5月10B　鶏卵10㎏

門門
　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　’

　　　　鶏卵

1綴1

誼　　　　　　　、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　、

収　　　　　入 支　　　　　　＼出

月日 摘　　　　　要 数
量
種
目
所得的
禔@入

財産的
禔@入

種
目
所得的
x　出

家　計
x　出

財産的
x　勘

5．10
鶏卵艇藤商店へ
|売り1㎏250円

10㎏ 鶏 　円
Q，500

円 未
収

円 円 　円
Q，500

8．20 同上亮掛金受入れ 収
2，500

現金現物日記帳
（3）

　口）掛　買　い

　たとえば、肥料の掛買いは、肥料商から借金して、その金で肥料を

現金買いしたものであると考えて、肥料商からの借金と、購入肥料の

現金買い支出の二つの現金取引として取り扱い、「借金収入」と「買

い支出」との二現金取引として記入する。なお、分割払い購入も同様

に記入すればよく、買掛金の返済は支払いのつど分割記入される。

〔設例〕　5月2日　硫安100㎏

　　　　（20㎏袋850円）清水商

　　　　店から掛買いする。

　　　　8月30日　同上買掛金

　　　　4，250円支払う。

債務

農
家
経
済

【
　
．
、
ー
ー
1
」

（2）振替売買取引

　イ）娠替売り

　振替売りは、販売代金を現金で受け取らずに、その金額を自分の

持っている当座貯金に振り込んでもらう販売取引であるから、生産物

を現金売りし、いったん現金を受け取り、直ちにその金を組合に貯金

したと考え、生産物の現金売りと貯金との二つの現金取引とに分解し、

「売り収入」と　囎金支出」との二現金取引として記入する。

　　　　　　　う
現金（・，25・円）

コ

｛現警？・・円）

　　　硫安

一　　　　｝　　　　ヒ

　　　　1
9

収　　　　　入 支　　　　　　出

月日 摘　　　　　嬰 数
量 種目

所得的

禔@入
財産的

禔@入
種
目
所得的
x　出

家計
x出
財産的
x　出

5．2
硫安　清水商店から

|買い以均袋850円
1お 未
払

円 　円
S，250

肥
　円
S，250

円 円

馬

＆30 同上買掛金を支払う
未
払 4，250

〔設例〕　11月5日　玄米600㎏

　　　　（30㎏袋10，000円）組合

　　　　へ振替売りする。

玄米

　　　　　　　や
1現金（2・・脚円）

じ

1物勉鞠）

郡　貯金　・　　　　　＼
　　　　　＼
　　　　　　＼
　　　　　　　＼
　　　　　　　＼
　　　　　　　　、

農
家
経
済

「
＼
＼
一
」

収　　　　　入 支　　　　　　　出

月日 摘　　　　　要 数
量 種目

所得的

禔@入
財産的

禔@入
種
目
所得的
x　出

家　四
ｹ　出

財産的
x　出

11．5
玄米組合へ振替売り

@30kg袋10，000円
読 稲 　円

Q00，000
円
貯

円 円 　円
Q00，000
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現金現物日記帳

　口）振替買い

　振替買いは、当座貯金を払いもどして、その金で購入することであ

るから、現金を組合貯金から引き出して、その金でもって肥料を現金

買いしたと考えて、貯金の引出しと、肥料の現金買いとの二つの現金

取引に分解し、「貯金引出し収入」と「買い支出」の二現金取引とし

て記入する。

（3）物々交換取引

　物と物との交換であって、提供する品物を現金売りして、その金で

受け取る品物を現金買いしたと考えて、品物の現金売り、現金買いの

二つの現金取引に分解し、「売り収入」と「買い支出」との二現金取

引として記入する。

〔設例〕　10月25日　過燐酸石灰

　　　　200㎏（20㎏袋950円）

　　　　を組合から振替買いす

　　　　る。 貯金

1現金無声縢

境週腰
　　　　耳石　1
　　　　　　　［
　　　　　　　1

1　　　　1
収　　　　　入 支　　　　　　出

月　日 摘　　　　要 数
量 種目

所得的
禔@入

財産的
禔@入

種
目
所得的

x　出
家計

x出
財産的

x　出

10．25 辮礪㎏墨鋤
々
2
0
0

貯
円 　円
X，500

肥 　円
X，500

円 円

〔設例〕　3月5日　玄米30㎏

　　　　と種もみ30㎏とを交

　　　　換する。

　　　　見積価額10，000円 玄米

　　，現金（・・脚呪

　　　

／現鎚・・鞠）

　’

　’

’

’

’

’

農
家
経
済

，
）
請繭一

纈

響
収　　　　　入 支　　　　　　　出

月B 摘　　　要 数
量 種目

所得的
禔@入

財産的
禔@入

種
目
所得的
x　出

家　計
x　出

財産的
x　出

3．5
玄米30句と種もみ30々と交換

3
0
脅
3
0
句

稲 　円P0，000
円
種 　円
P0，000

円 円

現金現物日記帳
（5）

（4）生産物家計仕向

　最後に「家計仕向」欄には、農家が自家で生産した米・野菜・果実

・鶏卵・薪などの生産物を図解の矢印の示すように、農家経済内部の

所得経済部面から家計経済部面へ仕向けた場合に、その数量・種目・

評価額を記入する。野菜類・鶏卵・薪炭などの日々家計へ仕向けられ

る品目は、家計へ仕向けたつど記入するのは繁雑であるから、毎月末

農家経済

輔
に1カ月間の仕向額を、各品目ごとに見積って

記入するのがよい。

　「家計仕向」欄の「種目」欄の記入例におい

て、左に稲、右に米と記入されているのは、所

得的総収入種目の「稲」と、家計費種目の「米」

の相方に分類集計されるという意味である。廃

鶏の場合「鶏」と「魚」とあるのは、所得的総収入としての「鶏・

卵」と、家計費としての「魚・肉・卵・乳蜘という意味である。

　なお、この簿記においては、家計用の建物宅地をも所得経済資産と

して取り扱ったので、所得経済はその使用見積額（家賃すなわち住居

諸経費）を健物宅地用役」として家計経済に仕向けているものとみ

なし、次のような方法で評価して「家計仕向」欄に記入する。

　見積地代（年額）＝宅地（家計使用分）財産台帳年度始価額×年利

　　　　　　　　　　率＋同固定資産税負担額

　見回家賃（年額）＝建物（家計使用分）財産台帳年度始価額x年利

　　　　　　　　　　率＋同減価償却額＋同維持修繕費＋同固定資産

　　　　　　　　　　税負担額

　建物宅地用役（年額）＝見積地代（年額〉＋見積家賃（年額）

建物宅地用役（月額）一建物宅十一（年額）

〔特例〕

1月5日

1月8日

1月31日

うるち玄米60kg家計仕向　　　（30㎏10，000円）

廃鶏2羽家計仕向　　　　　　　（1羽450円）

家計仕向（1月分）だいこん20㎏（1㎏30円）

　　同ねぎ10㎏（1kg210円）
　　同　　　　　　鶏　卵　90個（1個15円）

　　同　　薪5束（1束80円）
　　同　　　　　　建物宅地用役（家賃）

20，000円

　goo円

　600円

2，100円

し350円

　400円

65，000円

環　　争　　取　　引
生蔽物
ﾆ計仕向

1川 摘　　　　要 数
巳

駁　　　　人 支　　　　　｝h

純
翻

所1等的

栫@人

財彦的

掾@入
挿
同
所得的

x　出

家計

ﾅ出
壁馴残金 積　目　循顧

L5 うるち山家註托向 6D勘 円 川 円 1｝1 ド1 川 　　　ll凄採　栄　　　勿，ooo

1．8廃覆　家計仕向　2羽

十
．
…
「
＋
工 園恥蜘

L31
家計仕向・1｝扮・

ｾいこん1㎏3D円
20㎏ 　　　　野茱　　　1…トー→十

’
「

　　　　『L
ｯねぎ　1セ210円 10唾

I　　　　l

野1菜

伽
2
，
1
0
0

〃 同訓卿　瑠15円 囎
邑．

@」

　　i
@”『τ’一

@　1
黶E一一一 ¥一 幾
重
日
光〃 垂耳　1聚80円 5東 一

・
－

．一「．

D一．一

@「「一一

@「．．一

■．．

]匿．

1，35a

S00

〃
同建物宅地用役
i家　　賃）

「冒曹

財
判
住 邸。ooo

一一．，
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（6）

財産的収入・支出租目別要録例示 所得的継収入租目別内審例示

種　　　　　目 略称 内　　　　　　　　　容 種　　　　　目 略称 内　　　　　　　　　容

土　　　　　　地 土
土地の購入・閉墾・土地改良、およびこれに付随
ｷる登記料などの支出、ならびに土地売却収入

稲 稲
　の販　　入および　計上　、なお、くず　・わ

轤ﾈどの副産物の販亮や家計仕向も含む（副産物
ﾌ分類は以下同じ｝

建　　　　　　物 建
建物・構築物の新築・改築・大雪繕に伴うすべて

ﾌ支出、ならびに同売却収入 麦・雑穀・いも 麦 麦類・大豆・とうもろこし・かんしょ・ばれい

ｵょの販売収入および寂計仕向

大　　植　　物 大植
開園・植林のための苗木および樹木の購入支出、

ﾈらびに売却収入
野　　　　　　菜 野

なす・いんげん・だいこん・さといも．・ねぎ・す

｢か・いちごなどの賑売収入および蒙計仕向

大　　家　　畜 大恥 牛・馬の購入支出、ならびに売却収入 果　　　　　　実 果
もも・＜り・りんご・かき・みかんなどの販売収

?ｨよび家計仕向

大　　機　　具 大機
約5万円以上の大機具・農兼業用二二車の購入支

oならびに売却収入
その他耕種生産物 耕

以上の種目に含まれない　租生産物、なたね・い

ｮさ・茶葉・桑葉・花類などの飯売収入および家

v仕向

預　　貯　　金 貯
農脇・郵便局・銀行などの預貯金預入れ（支出）
ﾈらびに引出し　（収入） 牛　　　　　　乳 乳 牛乳の販売収入および家計仕向

貸　　付　　金 貸
貸付け（支出）ならびに貸付金の返済受け（収
?j 鶏　　　・　　卵 鶏

鶏卵・鹿鶏・ブロイラーの販売収入および家計仕

未　　収　　金 未収
掛売りによる未収金の発生（支出）ならびに支払
｢受け（収入）

その他養畜生産物 畜
牛乳・養鶏生産物以外の養畜生産物、豚・山羊・

ﾟん羊・蚕繭・こい・はちみつなどの販売収入お

謔ﾑ家計仕向

頼　母　子　講 講 頼母子講の掛込み（支出）ならびに落札（収入） 林　　産　　物 林
炭．・まき・わらび・まつたけ・しいたけなどの販

ь茁?ｨよび家計仕向

積　立　保　険 保
生命保険・建物更生共済の払込み（支出）ならび
ﾉ払戻し（収入） 加　　工　　品 加

切り干し・漬物・茶製品などの販売収入および家

j仕向

出　　資　　金
資’ 組合などへの出資金の払込み（支出）ならびに払

ﾟし（収入） 財産利用収入 財利
建物・農機巧の賃貸料、小作料・利子・配当など
ﾌ収入および建物宅地用役家計仕向

有　価　証　券 券
株券・各種信託・公社債などの購入（支出）なら
ﾑに売却（収入） 労賃・俸給収入 諸士 被用労賃。俸給・各種手当などあ収入

借　　入　　金 借『 借入れ（取入）ならびに借入金の返済（支出） 年金・恩給収入 年 各種年金・恩給・退職金などの収入

未　　払　　金 未払
掛買いによる未払金の発生（収入）ならびに支払
｢（支出〉

被贈・補助金収入 贈
各種祝金・香典・返礼および各種補助金などの収

雑　　収　　入　　　　　　　　・ 雑収

以上の租目に含まれない請負作　収入、鯛科　綾・古雑誌・古新聞などの販売収入、および農桑共

ﾏ金などの収入

所得的支出種目別内客例示 家計費種目別内客例示

（7）

種　　　　　目 略称 内　　　　　　　　　容 種　　　　　目 略称 内　　　　　　　　容

種　　苗　　費 種
農作物の種子・苗木力よぴ果樹・林木の補植用苗
ﾘの購人支出．ならびにこれに付随した運賃その
ｼの支出（付随経費は以下同種目に分類する）

米 米
うるち・もち米の購入支出および家計仕受、なら
ﾑに糟米料などの支出（ただし、飲食費以外の他
ｹ的で使ったものは、該当種目に含ませる）

肥　　料　　費 肥 肥料の購入支質 i麦・雑穀・
@　　　　　　類い　　も、 穀

変類・雑穀類・かんしょ・ばれいしょおよび同加
H晶（うどん・乾めん・食パン・ラーメン）など
ﾌ購入支出ならびに家齢仕受

農用薬剤費 薬 作物病害虫防除用薬剤・除草用薬剤および植物生
ｷ調整剤などの購人目禺 野菜・海藻類 菜

野菜類・海藻類（こんぶ・わかめなど）　・．きの二
ﾞ・同加工品などの購入支出ならびに家針仕受

飼　　料　　費 飼 飼料・敷料の購人支出および飼料用麦のひき割り
ｿなど

飲
食
費

魚・肉・卵・乳類 魚
魚貝頬（魚・貝・えび・たこなど》・肉類（牛
E豚・鶏など｝　・鶏卵・牛乳および同加工品など

ﾌ曲人支出ならびに寧計仕受

家　　畜．　費 畜
豚・めん　・　・　など　小　畜の　入およ
墲ﾌ旧人支出．ならびに家畜の種付料・医療費・
纐�i費など 調味・油脂類 味

口味料（砂糖・食塩’・みそなど）・油脂類（食用

禔Eバターなど）の購入支出ならびに寂計仕受

原　材　料　費 原 加工用原料の購入ならびに俵・なわ。潤滑油など
枕ﾞ料の購入支出 嗜　好　品 好

凹凸・茶・葉子・清涼飲料・果物などの購入支出

ﾈらびに家欝仕受

機　　具　　費 機 小機具（約5万円未満）の購入支幽ならびに大小
@具の繕持修繕支出

外　　　　食 外
学校給食・勤務先の外食・共同炊事のための支出
ﾈらびに弁当・仕出し料理などの購入支出（ただ
ｵ、教育仕送り・娯楽・交際などの他の目的に伴
､飲食費はそれぞれの種目に含ませる）建物維持修繕費 建維 建物・構築物の維待修繕のための材料の購入支

o、ならびに労賃支出

髭熱蔑四道嬰 農光 農兼桑用ガソリン・重油・軽油などの購入支出、
ﾈらびに電気料・水道料など

た　ば　こ　代 た たばこの購入支出

孜服・シャツ・くつ下・腕　計・財布などの購入
x出、およびこれらを保護するための洗たく石け

作業用被服費 作服 農兼国用の作桑弓・帽子・はき物などの購入支出
被服・見回り品費 服

ん・ナフタリンの購入、洗たく料など

支払い労賃 労支
雇用労賃の支払い（ただし、建物維持修繕の際の
蜊H・左官労賃は建物維持修繕費に含ませる）

住居・家財費 住
敷物・建具・テレビ・食器などの購入、および同
U持修繕費、植木手入れ賃などの支出、ならびに
囎ｨ宅地用役蒙計仕受

負　債　利　子 負利 各種負債利子の支払い（年賦償還の場合は利子部
ｪのみ）および手形割引料など

光熱・水道費 光
家電用灯油・プロパン・自動　ガソリンなどの購
l支出、およびガス代・水道科など、ならびに燃
ｿとしてのまき・わらなどの家計遥遥

支払い小作料 小作 小作料の支払い 保健・衛生費 健
医療費・通院費・売　　　・国民健康保　科などの
x払い、ならびに理髪・焚容料・脱脂綿・化粧石
ｯん・化粧品などの購入支出

借賃　・料金 料
　　・　　具などの　借　、　8　　　　・登録
ﾊ料および賃射・膀け負い作業・共同防除・共同
c代の支払い料金・業務用電鰭料など

学校教育費 教
小塙校・　学校・　等学校・　学・学習　などの
�p料・月謝、および文房具・野馳などの購入、
ﾈらびに通学費・仕送り費・PTA会費など

水　　利　　費 水 農桑用水利のための支払い 教養・娯楽費 娯
テレビの視聴料、新聞・雑誌の購読　、　事講習
?E岡視察費ならびに映画の観覧料・その他娯楽
p品の購入支出など

災害保険料 雪国
共済保険料・火災保険料などの災害保険料の支払

｢
交際・通信費 交

他人への各租祝　・　典・進　用品の購入、およ
ﾑ進物用現物家計仕受ならびに教青以外の仕送り
?A家計のための電話料・通但費など

研　　修　　費 研 農兼桑のための図書・雑誌の購入支出ならびに農
膜､究会・同見学のための支出 冠婚葬祭費 冠

自家の結婚・　産・　儀・f養念仏のためのすぺ
ﾄの費用、ならびに特にこれら1二要した米・鶏・

曹ﾈどの家計仕受

租　税　公　課 税
所　　・　　　　　・　町　民　および
g合費・土地改良巨費・部落協議費などの納入支
oならびに年金掻金など

諸　　負　　担　　　　　， 負 青年団費・婦人会費・社寺費・共岡募金・消費岨
∑?Aおよびその他寄付金などの支払い

雑　　支　　出 雑支 以上の種目に含まれないすべての支出、貸倒金・
ｴ失金・通動費など

雑　　　　　　費 家雑
以上の租目に含まれないすべての室事支出、家族
ｬづかい銭・家亭雇い人の給料・託児料など
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（記入例｝ 現金現物日記帳
現　　　　　金　　　　　取　　　　　引

／
月 摘　　　　　　　要 数量 収　　　　　入 支　　　　　　出

生　　　産　　・物

ﾆ　計　仕　向
種目 所得的収入 財産的収入 種目 所得的支出 家計支出 財産的支出

残　　金
種　　目 金　　額

ノ 丁零夜からの野曝金
「

／2：暁5〃

2 蒋質に行く（電撃・お毎） 文 ！／2〃 ／／2β00

3 ’ユカぐさ20叡購入 文 8〃〃

〃 長赴へ拓年£ 一個 ！4〃〃 ！0∠5勿

4 森細図頒畝払う 研 4〃

〃 牛肉6〃婚八 忌、

8〃〃

〃 上米5戚賑彪 〆50 稲 5η〃 ／48／00

♂ 鶏卵西脇い販彪 4〃 紬 6〃

〃
．玄不2綬象計飼 6〃 箱 米 2ク0〃0

〃
同上梢米料 米 24〃 ／48460

6 燕砺・穎立賄全お 窮 34〃〃

〃
｝ラッ74rち埋（未払い） 、払 8〃αフ 磯 8〃

ク
配倉豊岡ム千蘭が蝿貿。 22 ネ払 22、〃〃 洞 22，〃 ／／露460

ク 潴鶏蜘騙く掛売リ ．ノ∂ 鶏 λ5〃 紙 z500

〃
ねぎノ＼繭へ琳克リ　　　　　　　　の

2 野 42〃 紙 42汐 ！／8460

， 雌誌9麟畠b／再購入 研 43〃

〃
鋤・ん／絢勇八 々｝

8如。 〃45ヲ〃

小　　　　　計 鴎3汐 3己2〃〃 3あ83 28簿〃 4イ71勿 2610

現金現物日記帳 （9）

現　　　　　金　　　　　取　　　　　引
／
月 摘　　　　　　要 数量 収　　　　　入 支　　　　　　出

生　　産　　　物

ﾆ　計　仕　向
種目 所得的収入 財産的収入 種目 所得的支出 家計支出 財産的支出

残　　金
種　　目 金　　額

タ 1乱隔離磯期徹拗 税 ／2．吻

〃 ／脚のト初刈肺野拗 紘 8〃〃

〃
麟　　o万円を婁軌し41万円熱ムう 、払 〆2〃。 紘 ／0400ρ ∫4∫3〃

！ρ 八餉から1胴の伽心金・ 改 42〃〃

〃 o
し

　　＾かな　入脅釣心　払

貸 2卯 38彫
／／ 白痴、 魚 イ8〃。

ツ 軸組へ結婚祝 又 ノク0ク0 2乙力〃

／2 鶏政縞へ細晒売
20汁
賄 24〃〃

〃

1
5
　
1

より／日7日の亮
赤平 75〃〃 」旨4．・β〃

β 綾珈烈泌鋤劒1鮒 蜷 ♂〃〃〃

〃 固エ利｝ 蘇創 34〃〃 捌．43〃

／4 斜懸頚られ 賄 4〃〃ク

〃 ｝司縦帳1：剃3歓を受備 伽1 んし〃〃 塒 ！207〃 鴻44タ0

！8 駈れい（、栽励偽鷹iい 瀞 7勿ρ 纏 z物
〃 尋Yいも利潤へ滅哲殉 野 6灘ク 賄 65御 ノ剣4タク

！6 鯛痴両け 鶏 魚 タ〃

〃 鹸編へ／舶譲榊榔う 鵜 22〃吻 ノ624汐

小　　　　　計
6タ汐70 ’嫉〃0 ノ銃2〃 ／〃ルク ’44タ5〃 タ〃〃
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現金現物日記帳
現　　　　　金　　　　取　　　　　引 生　　産　　　物

ﾆ　計　仕　向／
月
摘　　　　　　　要 数量 収　　　　　入 支　　　　　　　玉

種目 所得的収入 財産的収入 種目 所得的支 寡計支出 財産的支出
残　　金

種　　目 金　　額

！7 縫強’徹毅べ 健 試〃ク

〃 断r：び3足購入 4鰍 4吻 ！躍．卿

／8

和牛之、肋た，肥育ノ∫万賜匙

火畜 4〃ク〃〃 大苗 2」翅〃

の ム軌病燃．解刎轡 3∂4タノ〃鴫 丈 3汐〃

！9 　麟瑚実年廼’
I％oo円払亀う’

償 ク。！20

〃
1ξ1　　　　エ　　　　　　　（うラ」ビユ3櫛） 軸｝ 33．4釦 2ρ∠33〃

2ク 星’ヲー靴f瀞寝掲入 朕 4膨
〃 一町ム演諦（！齢） 労岐 ノク4〃ρ 2％23∂

2／
！肩9日の2磁琳払4トセ支払う ネ払

64〃〃

ゆ ｝ラックのガソリン代
接光

4吻〃 23ご2230

22 長老の匿1抗期《；
レ

8β〃

9 姻の也雨霧餓 毅 ノ？：〃〃 205：6吻

23 、〃〃、：朧織戯 琳剃 4〃〃 様 露～〃

〃 葡購書企払込む 茂市
8〃〃 19A6り。

2’ 帰心繕躍寂網入 大山・
〃ご2〃 7ノ：〃〃∂

26 赤銅室藤飯兇 雛 ∠6〃〃

” 下土灯鴬2叡漏入 弛 σ14〃 692り

小　　　　　計． ／ρ5＝、6〃 4〃〃 〃∠8〃 2！ζ〃3〃 鋼！2〃 3〃。

現金現物日記帳
（11）

現　　　　　金　　　　　取　　　　　引 生　　産　　物
ﾆ　計　仕　向／

月 摘　　　　　　要 数量 収　　　　　入 支　　　　　　出
種目 所得的収入 財麿的収入 種目 所樽的支出 家齢支出 財産的支出

残　　金
種　　目 金　　三

一
・】・順◎励新料殿繊 薙 況〃

〃
組u
　　　鋭寸忠橘．聡縄〃酬

羽
3
〃
ク 興 24〃〃 あ 6壱〃〃 3！2〃〃

2 莚離繍篠鱒命心’酬 蔚 7£〃
好、

7卿
〃 卯2醐転祀 鶏 5〃〃 36，2〃

3ク 脚付／屑鈴鰍㈱㈱ 光 4タρ∂

〃 司　二　　（欝便醐 円光 2〃〃 2タ2〃

3／
脅　励　1’4’（ノ肪’

@イ’ガ”　　　　　く
湯 鶏 麟〃 渦 7識）．

〃 同上残ゑ獅噛凶賊州． 贈 2ナ7650 222〃〃

〃 ニト月β銅七転　　（＠！鋤 ！20 鶏 魚．

∠の

〃 〃　　ク　襖“＠翅 タ 野 承 ∠68〃

〃 〃　　ク　画～人＠湖
、夢 野 馨 3〃

〃 〃　〃3うれ＠醐 8 脅 徐 2〃吻

〃 〃　ク薪（＠8・ ！ρ
跡 九
初

〃 ク　　ク建貌言下 鱒1 イ乞 64〃〃

、】・　計 23虜〃ク 9‘4〃 然蜘 4勿 3！2．βク あ，3励

合計（用分） 鯉幽 幽
ノ664ク〃 1詔4：040一

盟
小　　　　　計
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（12） 〔付〕農家経済分類諸表 （日記帳139～143ページ）

　農家経済を改善する資料を得るために、次の分類諸表によっていろ

いろな数字を算出してみるのがよい。

　これは農閑期など暇のあるときに、日記帳に種目記入を行い、この

種目別仕訳けにしたがって『別冊・現金現物日記帳種目別分類集計表」

に集計し、これらの合計額を各分類諸表に転記する。

1＞財産的収入および支出種目別分類対照表　　（日記帳139ページ）

　　「財産的収入」欄には、現金現物日記帳の「財産的収入」欄の記

入数字を収入種目一土地・大家畜・預貯金など一別に分類箕計

して記入し、同様に「財産的支出」欄には、現金現物日記帳の「財

産的支出」欄の記入数字を支出種目一土地・建物・預貯金など一

一別に分類集計して記入する。そうすれば財産処分額と、財産調達

額とを対照的にあらわし、年々の農家財産の推移を細目にわたって

一目瞭然にすることができる。

剤費・飼料費などの種目別に分類集計して記入する。そうすれば所

得的支出を種目別に明らかにすることができる。

4）家計費種目別分類表　　（日記帳143ページ）

　現金現物日記帳の「家計支出」欄の記入数字ならびに「生産物家

計仕向」欄の記入数字をそれぞれ飲食費・被服腰回り品費・住居家

財費などの種目別に分類集計して記入する。そうすれば家：計費が種

目別ならびに購入・自給別に明らかになる。

2）所得的総収入種目別訴類表　（日1己帳140～141ページ）

　　「所得的収入」欄には現金現物日記帳の「所得的収入」欄の記入

数字を稲・麦などの種目別に分類集計して記入し、「生産物家計仕

向」欄には現金現物日記帳の「生産物家：計仕向」欄の記入数字を同

様に種目別に分類集計して記入する。そして両欄の合計を算出して

　「計（所得的総収入）」欄に記入する。そうすれば所得的総収入を収

入源別ならびに販売・家計仕向別に明らかにすることができる。

3）所詮的支出種臼溺分類豪　（日記帳142ページ）

　現金現物日記帳の「所得的支出」欄の記入数字を肥料費・農用薬

2．農家経済決算A表 （日記帳144ページ〉
（13＞

　農家経済計算表は農家経済簿1（日記帳）およびH（財産台帳）の

各主要簿および補助簿から、すぐる1力年間の農家経済の成果を算出．

するための表である。この農家経済決算A表は、現金現物日記帳だけ

から算出するしくみとなっており、農家経済の真の成果を示す数字と

してはまだ不十分であるが、財産台帳の記録がない場合にも、一応の

成果を知るためのものである。

1）所得的総収入計算表

　農家が所得的取引によって得た総収入額を算出する表であり、

外部との取引である所得的収入年計に、内部取引である生産物家

計仕向年計（いずれも138ページ現金現物日記帳月別集計表から）

を加算して算出される。

5）農家経済余剰収入計算表

　農家が現金現物日記帳における損益的取引（所得的収入・所得

的支出、家計支出、および家計仕向をさし、財産的取引、すなわ

ち財産的収入・支出に対応するものである）によって獲得する残

り高収入をいい、所得的純収入から家計費を差し引いて算出され

る。

6）まかない支給額概算表

雇い人に対して支給したまかない見積額を、225ページの労働

日記帳人別労働分類集計表から集計転記する。

7）繊負担家計費8十算豪

2）所得的支出計算表

農家が所得的取引によって支出した総支出額を算出する表であ

り、138ページの所得的支出年計を転記する。

3）所得町彫既判計算豪

　農家が所得的取引によって得た、純収入を算出する表であり、

所得的総収入から所得的支出を差し引いて算出される。

　農家の家計では臨時雇用労働者にまかないを支給したり、常雇

いや研修生をおいたりした場合には、家計費の中に家族の生活に

要した消費釣家計費のほかに、これらのための費用、すなわち所

得経済負担の家計費を含む。したがって純粋に家族の生活のため

に要した家計費（これを家族負担家計費という）を算出するため

には、そのまかない見積額を家計費から差し引かなければならな

い。

4）家計費引算表

　農家が家計生活を営むために要した家計費を算出する表であり、

138ページ現金現物日記帳月別集計表の家計支出年計に生産物家

計仕向年計を加算して算出される。

一138一
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3．労働日記帳 （日記帳145～219ページ）

　家族と雇い入の毎日の労働を記入する帳簿である。

　労働といってもすぺての労働を記入するのではなく、所得をあげる

ための労働（ここでは所得的労働と名づける）だけを、たとえば次ペ

ージに例示したような労働分類型によって分類して記入する（部門計

算を行おうとする場合には、その部門を独立させて分類する必要があ

る）。そして年度始めにおいて労働の分類を一度決定したならば、途

中で変更しない方がよい。

　所得的労働のうちでも、役場に出ているとか、学校で教師をしてい

るとかという、定まった副職業の労働は記入しなくてもよい。しかし

勤務のかたわら農業や兼業の労働に従事した場合には、記入すること

はいうまでもない。

　労働は目または時間単位どちらで記入し．てもよい。日単位で記入す

る場合の1日の労働とは、その地方に晦いて、その季節艶々に労働者

を雇った場合、特別な「いたわり」または「もてなし』なしに当然に

働かせることができる労働量をいう。したがって日の長い夏期と日の

短い冬期とにおいて、その労働時間は当然ちがうけれども、1日の労

働として「1．0』と記卜する。半日の労働は「0．5」、4半日の労働は「0．25」

と記入し、また、1日分以上働いた場合にはその程度に応じて「1．1」

または「1．2」などと記入する。常雇いは家族と同様に扱うがよい。

　　「雇人への支給まかない見積額」欄には臨時雇人へまかないを支給

した場合にその見積評価額を記入する。

　　「現物の産出・投入」欄はさらに「現物名」「数量」「産出・投入部

門名」の3欄に分かれており、その日に生産または投入したそれぞれ

の現物について、その名称・数量・産出または投入部門の3項を明記

しておく。この際、常に部門別に作物名・圃場名を明記しておけば、

栽培・飼育の改善や各種経営計算・生産費算出などの、分析・設計に

役立つであろう。

　　「作業種類」欄には川南の田の田植えとか、北山の畑の麦刈りとか、

蚕の上蕨とかというように、その日の主要作業を記入する。

　こうして記録せられた労働日数は、旬ごとに集計されるが、各人の

労働能力のちがいを考慮しない労働（能力不換算）日数である。とこ

ろが、人には年齢や男女の別、その他の事情によって労働能力にちが

いがあるから、各人の労働を1人まえの男の労働単位に換算してみる

必要がある。これの手続きとして、「能力換算率」の行に家族台帳の

「労働能力」欄から各人の労働能力を転記し、能力不換算の労働日数

にそれぞれ各人の能力換算率を乗ずる。そうすると男1踏まえの労働

単位に換算した労働日数が算出される。

　　「摘要」欄には本旬の1日標準労働時問を記入する。こうしておけ

ば、必要に応じて日数を時間数に、また時間数を日数に換算すること

ができる。

　記入例として5月上旬におけるものを示せば16～17ページ所載のと

おりである。

　なお、次ページに代表的と思われる6つの労働分類型を示したので、

これを参照して、各自の農業生産部門構成や労働投入状況に応じた労

働分類を行えばよい。

労　働　分　類　型 （例）
（15）

第　1　型
i備1　イ） 考この場合の耕雑労働とは稲作・

第 4 型
…
：
備 考

（福作を蕃幹とする農家用）
…
…

麦作・野菜作労働以外のいっさ

｢の耕種労働をいう。
（乳牛飼養を蕃幹とする農家用）

…
：

イ） この場合の乳牛雑労働とは、乳

克蝿逖J働以外の乳牛の売買・
1） 稲 作　　　労 　．ｭi　ロ） 農雑労働とは独立した労働に分 1） 乳　　牛 飼 育　労

働i
飼料の購入および共進会・見学

）
　
　
　
　
）
ウ
臼
　
　
3
麦
野

　作　　　労

ﾘ　　作　　労

　：
ｭ1
@…
ｭ1　＝

類しがたい養畜労働・加工労働

ｨよび納屋や農機具の整備労働
ﾈどをいう。

2）

R＞

乳　　牛

煤@　料
雑
作
労
労

働i

ｭi
ロ）

などの労働をいう。

q牛の育成や肥育労働を飼育労
ｭと分離する必要のある場合に

4） 耕 雑　　　労 働iハ） 農作業請負労働は、かなり大規 4） 稲 作 労
働i は、稲作労働を薪雑労働に含め

）
　
　
　
）
亡
」
　
　
の
◎

農
農

　　雑　　　労

?@業　請　負　労

　；
ｭ1
@…
ｭi　二）

模な作業請負を行う場合には独

ｧした労働分類を行うがよい。

ｻの他農外労働には、農作業請

5＞

U）

耕
農
雑
雑
労
労

働
i
　
3
働
i

ハ）

てさらに1分類増やせばよい。

迫ｿ作労働とは、飼料作物の耕

ﾎ・播種労働から収穫（サイロ

7） そ の　他　農　外　労
　：
ｭi　．

負作業以外の被吊労働や山林労

ｭをいう。
7＞ 農 外 労

働
i
　
＝

詰込み）までの労働をいう。

篤　2　型 i備
考

第 5 型
…
：
備 考

（野菜 o 施設醸芸を蕃幹とする農家用）

i
　
イ
）
： 多種類にわたる野菜作の中で、

ﾁ定野菜の労働分類を必要とす
（養鶏を基幹とする農家用）

…
…

イ） この場合の養鶏雑労働とは、飼

逖J働以外のいっさいの労働、
1） 野 菜　（　〉　作　労

働i　3

る場合には、該当野菜作労働を 1） 養　　鶏 飼 育　労 働i 例えば若鶏の解体労働などをい

2＞ 野 菜　　（　）　作　労 朝 （）に設け、その他野菜と区 2） 養　　鶏 雑 労 働1 う。

3） そ の他野菜作労
　　L@＝
ｭi・）

別するがよい。

諸?ｪ小規模の場合には、これ
3） 稲 作 労

　
…
働
i

ロ） 採卵鶏の原価計算を行う必要が

?髀鼾№ﾉは、稲作または野菜
4） 稲 作　　　労 　■ｭ； を耕雑労働に含め、野菜作労働 4） 野　　菜 作 労 働i 作労働を減らし、ひな育成労働
）
　
　
　
）
＝
」
　
　
ハ
0
耕
農

雑　　　四

G　　　労

　…働1

@…働iハ）

をさらに1分類増やすことがで
ｫる。

ﾔ卉栽培を基幹とする農家の場

5）

U）

耕
農
雑
雑
労
労

　
…
働
i
働
．
i

ハ）

を設けることが望ましい。

ｱの労働分類例型は養鶏以外の
?ｬ家畜にも摘要できる。

7） 農 外　　　労 　「ｭ1 合には、野菜名を花卉名に改め 7） 農 外 労 働i
… て利用する。 …

第　3　型
…
1
備 考

第 6 型
；
：
備 考

（集樹作を碁幹とする農家用）
iイ）
c

数種類の異なった果樹を栽培す
髀鼾№ﾉは、野菜作の労働分類

（養蚕を甚幹とする農家用）
…
…

イ） 養蚕飼育労働とは、蚕室・蚕具

ﾌ清掃消毒などの準備作業から、
1） 果 樹　　（　）　作　労 働1 と同じ要領で独立した労働を設 1） 養　　蚕 飼 育　労 働i 後かたずけまでのいっさいの労

2） 果 樹　　（　）　作　労 　8ｭi　l　ロ） けるがよい。
ｱの場合の耕雑労働とは果樹作

2） 養　　蚕 雑 労

働i　：

ロ）

働をいう。

{蚕雑労働とは、以上の労働に
3） 果 樹　　（　〉　作　労 働1　「

労働以外のいっさいの耕種労働
3） 桑 作 労 働i 含まれない買桑労働などをいう。

4） そ の．他果樹作労 働i をいい、稲作や野菜作労働をい 4） 稲 作 労 働i ハ） この場合の桑作労働とは、桑栽

5） 耕 雑　　　労
　＝
ｭi　＝

う。

5） 耕 雑 労
働
i
　
＝

培労働だけをいい、採桑労働は

蝿逖J働に含める。
6） 農 雑　　　労

働i　： 6） 農 雑 労 働
i

7） 農 外　　　労 働i　＝ 7） 農 外 労 鋤i
…
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記　入　例 （労働単位一日） 労 働 日 記 帳

経　　営　麦 妻 又 毎

’
　
　
　
月

人別

煤
@
門
　
別
天
候

（1｝（2）

@　　し

｣
（3｝

曹
圏
u

（4》

ﾅ
旨

（5）

c

（6）

ｰ
（7）

¥
外

計

（1）

絜
黒
p

（2）

禛
L

（3）

i
料
イ
徳

（4｝

S
斥

（5）

｣
高

（6｝

⑦
外

計
ω
キ
翼

（2）

ｵ
キ
維

（3｝

i
志
づ
葦

（4）

ﾋ

（5｝

G

｛6）

_
（7》

Z
ト

計
／
墾
零

2
乳
キ
推

3
飼
粁
イ
旅

∫
荷
麺

∠
裏
艮

計

晴 44 4！ ρ」 4〃 ク4 ク！ 624 49 44 44 42 ！．ρ 42 β 4～’

2
” 44 ク！ 4’ 玖！ 1！ ．4 ム！ 624 4タ 堀 44 〃3 ！．！ 42 03 4’

3 豪 ゑノ 4！ ρノ 47 ！．2
〃 4！ ．7 ／ノ ク3 a！ 47 一 ！．！ ク2 ク！ 4’ ク〆

4 嗜 44 42 4’ ！．！ 4∫ ク2 4’ ∠〃 4’ 4‘ ρ2 ∠o ρ．2 〃3 ρ“炉

5 雨 44 4～！ ク！ 46 4ノ 4！ ∂ノ 48 43 43 〃．6’ ，！ ρ．！

6 曇 4’ 4’ 42 ∠〃 4’ 〃 42 1〃 ！．ク 孟ρ クノ 42 4♂

7 晴 44 2’ 6～／ ！．〃 44 4ψ ク！ A〃 4ノ 42 ムず ！ク 4ノ 〃．2 4’

8
〃 〃4 4！ 久ノ 〃♪ ρ’ ク！ 42 ム〆 4’ ．4 47 ρ！ 〃 43

9
〃 ρ 44 4！ ∠〃 〃 ク8 ク8 ∂ρ ．’ 久ノ 乙。 o．2 4ノ 4．ぐ

10 量 4♂ 44 〃 メ〃 43 〃！ 44 ク8 43 42 4♂ ！〃 ρβ 〃3 4’

能　　力

s手算計 42 。o 16
．’ ク’ ．2 ゑ8 ♂ ㎡ ！ク 亙2 妬 〃．！ 冴6 2♪ 44 47 ．2 ∠8 44 孟ρ メ♂ 匿” 43 4’ 48 4タ4

換算率 乙0 〃 4ク 46

挨算計 42
．ρ 461 ．’ ” ．2 λ8 え8 ク4 〃 ！8 久8 4！ 孟9 ス8 44 ク7 22 乙8レ ．♂

！．o ヌ’ ∠2 42 ク’ ρ‘
’
． 2．7

、

（17）

労 働 日 記 帳

雇用労働 動　　力 現物の産出・投入

男 女

計 部
　
門
日
数
部
門
日
数
部
門

機
具
名
日
数

雇ま

M
器
現
物
名
数
量

産入
o
部
・
門
門
名

作　桑　種　類 備　　忘　　記　　事

稲 移7レ
ｹ昌受

ゑ！

S4

円

キ乳
。9多8

酷渡 囎磁2〃ゐのこ1醐 鍔午門心祝（3彦）

曜

｝ラ〃一

闖ｩ貿名 〃 4タ〃 カ 鰹鵬望紹こ幽．

耐
〃

トラフデー

c纏鞭

二
1 〃〃 〃 4κ 〃

㊨オ甚（縦鴛り日禰 惹劇氏　　姻臨組‘：穿日ノ隆う　　（44〃｝薯二）

〃

トラ，フー

d組綾
々！

S4
9
’ 482 〃

の樹㌶函”戸」0司繍4の　・望

2〃∫牛紹♂

ヴ 48〃 ’ノ 野二二 7脅売却溜〃ρ1｛

飼 4’
脚

．〃 4あク 〃

叉腐材蘇↑刈り1十寸　刈ん　　4ロ

4藍ぱ富ρ㌧　サイロ5萎量：オ三畳郭虐う　（469dク〃書」巴）

ソ 魂 ” ．稲わあ扇λぐ3〃角籾 猷山上入〃〃〃月伽・λ小ム）

〃 496 〃 二二祖 2脅多キ‘画）売2〃〃凹

飼 トラ776 4∫ り 67〃 〃
デン｝コウ』酬L ，♂脅め寸《魂（擁）

ザ ぷ〃4 り 郷麺雛薬鍛蛎 2聲グ鰯ト畑く獺）

ρ’

f 能

灘蚕　　一

蓋8
6〃 「摘要」本旬の1日標準労働時偶！ク時間
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4．労働分類集計表 （日記帳220～231ページ）

　労働日記帳で集計された労働日数または時間数旬計は、この労

働分類集計表に集められる。つまり能力不換算旬計は「人別労働

（能力不換算）分類集計表』の該当欄に、能力換算旬計は「部門別

労働（能力換算）分類集計表」の該当欄に、それぞれ転記・集計さ

れる。

　前表の諸数字が、労働投入の主体としての人の側から、人別の

労働投入量をみたのに対し、後表の諸数字は、労働が投入される

客体としての部門の側から、部門別所要労働量をみたものである。

（1）人別労働（能力不換算）分類集計表　（日記帳220～225ページ）

　　農家：の労働力利用状況を、各人の労働能力のちがいを考慮しな

　いで、人別・旬別・部門別に示す表である。つまり、誰は、’いつ、

　どの部門に、どれだけ、労働を投入したかを示すものである。

　　労働日記帳から、各人の「能力不換算労働」の部門別の七旬ご

　との計を、この表の該当する欄に転記し集計すればよい。

（2）部門別労働（能力換算）分類藁計表　（日記帳226～231ページ）

　各人の労働能力のちがいを考慮し、男1人まえの労働に換算し

た労働単位（能力換算労働単位）をもって、農家経済の年間労働

所要状況を各部門別・旬別・人別に示す表である。つまり各部門

に、いっ、誰が、どれだけ労働を投入したかを示すものである。

　労働日記帳から、各人の「能力換算労働」の各旬ごとの部門別

の計を、この表の該当する欄に転記し集計すればよい。この分類

表においては、各人の労働は男1人まえの労働単位に換算されて

いるから、自家労働および雇用労働を含む部門別の各旬ごと、お

よび年間の所要労働を集計算出することができる。

5．経営地略図 （日記帳232ページ） （19）

　自家の経営地（小作地を含む）のそれぞれの位置を1目してわかる　　図を画き、距離を示すための縮尺をつけておく。図に画けないような

ように、図で示そうとするものである。下の記入例のような要領で略　　遠距離のものは、その方向と距離を記入しておく。

紀　　入　　例

1　　　1　北　11　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　1　　　　　　　．　1

入の坪18番

@16α

1　　　　　　　　　　1
P　　　　　　　　　　1　　　　　　平畑1　　　　13番1　　　23α　　輯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　一

P　　樹園地　　　　1

@　　　　　　　　　l

戟@　　　　　　　1

　　1　　　　　　　　1
@　1　　　　　　　　1－rトー一一一一一一1

一　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　　一
嘲　　噛　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　　　　＿

@　　　　　　　　1
@＿＿＿＿＿＿⊥
@　　　　　　　　1

　！

@1

E→一一一一撃
剣
�
T
　
1
　
8
　
4

屋敷6番
@8α I

l
l
誓
1
1

　　　　　　1

@　　　　　1
@　　　　　8一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　陶

@　　　　　1

　　9

Q↓＿＿＿＿＿＿＿
八の坪13番

Q17α　　＿4＿＿
W 住宅 一　　一

新田6番
@13α
1　　　島鰹錨

追分8番1
@10σ　1　　　　　　　　1

@　　　　　　　1
@　　　　　　　1一一一一一一「一

@　　　　　　　I

@　　　　　　　I
@　　　　　　　l
@　　　　　　　I
@　　　　　　　I

　l

@l
@l
|1一一＿
@I
@I
@l
@I
@l

　　　　1
ﾇ翻番1 o　　顧　　一　　一　　一　　　一　　一

　　　　　　1

鼈鼈鼈黶 ｩ一　　　　一一→一一一一
@　　　　　l　　　　　　　　　l

@　　　　　l　　　　　　　　　　l

@　　　　　l　　　　　　　l
@　　　　　l　　　　　　　　　l

@　　　　　l　　　　　　　　　l

1’

撃
撃

0　　　　　50　．　　　100黒
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6．作 付 表 （日記帳233ページ）

　当該年度に栽培した作物の種類・面積・在圃期間・収穫期間などを

1目してわかるように示す表であり、同時に農業経営地（小作地を含

む）の利用状況を示すものである。経営陣の1筆ごとに各作物の在圃

期間を横線であらわし、縦の短い線が並べてあるのは収穫期間をあら

わすためである。その筆の全面積を利用しなかった作物については、

必ず作付面積を付記しておく。

記　　入　　例

作　　　　　　　　付　　　　　　　　状　　　　　　　　況

字・地番 面積
前年度

?t時期

／月 2月 3月 4月 ♂’月 6月 7月 」》月 9月 ノ∂月 ！〆月 〆ど月

■　　　　　　　b

繧薗?演ｺ，　　　　　　　， 上i中i下 上i中i下
，　　　　　　　，

繧薗?演ｺ 上i中i下 上i中i下
，　　　　　　　，

繧薗?演ｺ 上i中i下
上i中i下，　　　　　　　，

上i中i下
上i中i下， 上i中iF，　　　　　　　．

と色：星 i　i ；i　i
，Or

F　　｝ i　i ：　　．
… iポ￥， i… i　i … 駕竃　1　　：

8
／〃4し〃ぢ鞄 ：　　： ：　　： ； ： 1　　． ：　　． ： 言　i ：　　： i　i

造《 l　　l 1》墜　1 l　　　l

堰@i
i　i ，　i 　，堰Ai 1、i i　i ’i3i のl　i

2〃 9君長旬 ＝ i　i
i
i　i … i　i i　i

i
i
　
… i　i …

ii ・i3iね l　　l ii 永i… i冒i … ii ・iまi 亭　i
〈の

ﾀ ！7 ！o当字 i　i i　： i　i …i

i　i
奄奄戟@　．

●　：　　　i　i ： i　i ；　　： ；

　’I＼の埋
；　　1 ．　う i； … 2i　　　ii … i　i 二 ユiくi2 いi　i

！6 タ肝旬 ；　　： ＝ ：　i
i
i

i　，
：　　： 言　　； ；　　1 ：　　： ：　　：

i　i i　i ：　二、　　i　l ｝　i i　i （i3if2 ごii　
敦
6 2

i
i
i
　
i

i
i
i
　
i
：
　
　
．

ii
奄 ：　　＝ ＝　　： ：　＝　　　：　i i　i i　i

i　i
撃堰@＝

i　i i　i
…i
汽ほi綴 硫　i ii i　i ；　　　　i馬i’ i、‘・ ii i　i 》パ

●　　　　　　「

竃
・
多 ／〃 1oゼ絢 il i．i i　i i　i i　i i　i　　　i　i ，　i …i i　i ii i　i

新 il
奄
ii
奄 ii

奄
ii
奄
ii
奄
i’　　ii i’ i； ＝；

奄
ii
奄堰D
ii
奄／3

7　：　　＝

：　　： ：　　： ：　　：

i　i i　！ 言　　」 i　i i　忌 言　i i　i i　l i　i i　i 1　i ：　i
因
島
！
ξ ♂

i　i ：　　； ：　　、 ：　　： l　　l ：　　： ：　　： ：　i i　i l　i i　i

寺 i　i i　i i　i ：　i i　i iサ i　i ：　i i　i i　i i　i i　i

！！ i　i l　i i　i i　i i　i i　i i　i i　i i　i …i l　i i　i

き i　i i　i　● i　i ii 乱‘＝i ：　i「 i　i　● ii i　l　； i
　
i
…

ii
6

i　i：　　1 i　：＝　　， i　’
戟@i i　i i　i i　＝ i　l l　　l

i　，；　　1

： ： 1　　＝

i　i i　l i　：
奄塩､　　　　　　■

i　i
堰@i齢　　　　　　●

i　i
堰@i・　　　　　　．

i　｛ i　i
堰@i「　　　　　　，

i　i
堰@i’　　＝

i　i

i
｛
響
　
　
： i　i

堰@i＝　　　，

i　i
堰@il　　’

i　i ＝　i i　i i　i i　i ；　i
i
　
i
暫 i　i i　i i　i i　i

i
　
i
・

7．家畜飼養表 （B記帳234ページ）
（21）

　前ページの作付表と同様に、その年飼養した家畜の種類・頭羽数・

飼養孟月、ならびに種付・分娩などの事実を1目してわかるように示

す表である。大家畜についてはなるべく1頭を1本の横線であらわし、

小家畜については、種類別に1本の横線であらわして、線上に頭羽数

を記入するのがよい。なお、酪農経営などで行数が足らぬ場合には、

別紙に年数を増やした飼養表を作ることが望ましい。その場合には、

3～5年連記のものを作れば飼養管理により便利であろう。

記　　入　　例

家　　　　　畜　　　　　飼　　　　　養　　　　　状　　　　　況

家畜名
性　一

N　齢
／月 2月 3月 4月 ’月 6月 7月 8月 幽幽 ノク月 ／・月レ2月

備
等　　　　　　　　髄

繧薗?演ｺ
，　　　　　　，

繧薗?演ｺ
　，　　　　　　　　●

縺G中1下
；　　　．

繧堰D中i下
　」　　　　　　．

繧薗?演ｺ
；　　　，

繧薗?演ｺ 上i中i下
，　　　　　　　　，　　．

縺F中i下
．　　　　　　　．

繧薗?演ｺ
，　　　　　　　，

繧薗?演ｺ 上i中i下 上i中i下

幽：
i
i
i
　
l

iil　　： l　i
堰@i

i　i
堰@i

i　i
堰@i

i　i
堰@i

i　i
堰@i

i　i
堰@i

i　i

堰@i

i　i

堰@i

i
i
i
　
l和キ ：　　ヒ

i凶 1　　： ；　　： l　　l l　　l ：　　1 ：　　： ：　　： ：　　1 ’　； 1　： ：　1

乳キ
[タ参

i　iI　　l

　5ｱしi　● i　i
堰@：

i
鯛
’
　
　
； …i 1　’崔

奄
i　i
堰@：

i　i
堰@i

i　i
堰@i
i
i

i　i

堰@i
ii

蓬薦牛

C蕨
m叢a

S十日

雌微
i　i i　i

…i
i勉 鴇・1 i　i

…i i　i i　i i　i i　i ii
〃
ス
カ
ガ
、
ン
フ
◎

ii ■ ii ii
i乾し：　　：

i卿
’　i

戟@i

妙i：　　1

ii ii ■i
慮タ歳
ii ii ii …i i　i

i　l
堰@i ii i　i i　！　； li li

i　i
堰@l

i　i
堰@i
奄

l
i
i
…

　
…
i
　
i
i
　
l
i
　
l

i　l
堰@i

奄

i　i
堰@l ii ii ii i． ii

；
…
；
　
： ii磁）

雌。教 i　il　　：

l　　l
戟@　’

i　i ii i　l i　i ｛　i ii
，　i
奄�U　●

…
凶
； ii

■　　　　　　　o
宴
m
励
．

，　　　　　　　，

鉛@ i画
i
．
楊
。
：

1　　’

p　i卿 il i　i
@　　　　．

宴m油
i島：　　． 牽琢メ幻

，幽階

Z・伊ン

％’o

A

1　！

@…i
… …i i　i

　…
奄

i
　
i
■

i　i
　…i　l

i
　
i
l
　
i

i　i ii
i
：
l
　
i

i　i タ簿胴
z
4
（
5
ρ
， ％：シ

i　i
堰@i

1〃ll　　l 　…
奄

i　i
堰@i

澱：l　i ii
i　i
堰@i

グ
．
l
　
i

ii i
i〃

　／9剛

蜷

　
…
l
　
i
：
　
　
し ；i

i
… …i ：　　：

戟@　l ii ii ii ii i；
；i i　i

堰@i

i
μ
： ii i　：

F　i
1　訊〃
堰@i

i　i　； ii i㌘ …i i　：
G　i

i　瀦：　i

…i ii
〃
　〃
轣@簾1

　…
堰F

…
i
　
i i　i i　i

…i　i

i　i i　i

…
i
　
i i　i i　i

…
l
　
i i　i

i　i 撚
i　i．　　　　　　　， 終・ i
i
ii i〃ブ1‘ …

i
i
　
i
i
　
l

ii ：〃lll．i i　i
堰
@
i
言
i

ヅ
納戸 麹iい

　…
J…i

i　i

奄
i　i

　…

奄 ［ ii i　i
i’i
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8．貸借整理帳（・・己帳235－244ページ） 9．現物整理帳（日記帳245－255ページ）

　貸しや借りは一応は他の取引とともに日記帳に記入されるのである

が、この貸しや借りを貸付先別・借入先聖に分類整理しておけば、個

人別の貸借状態がいつでも一目瞭然となって、農家にとってきわめて

便利である。この目的のために、特につくられたものが貸借整理帳で

あり、「貸しの部」と『借りの部」からできている。

　「貸しの部」の口座欄には、年度始に財産台帳の嘩現金」から、

借主の氏名または商号を、『借りの部」の口座欄には、財産台帳の「負

債」から貸主の氏名または商号を拾い出し、一件ごとに十数行をあて

て口座を設定する。まず年度始に前年度からの繰越貸しのあるときに

は、「摘要」欄に年度始の日付で「前年度から繰越」と書き、「残額」

欄へ貸付金額を記入する。負債についても同じ要領で記入すればよい。

　年度内に発生した貸し支出および返済受け収入や、借り収入および

返済支出は、現金現物日記帳の「財産的収入」・「財産的支出」として

記入されているから、それを拾い出して該当欄に転記し、その残額を

「残翫欄に記入する。　　　　　　　　　　　’

　年度末には最後の行に年度末臼付で「次年度へ繰越」として「残額」

欄に記入すると共に、「貸し」「返済受け」または「借り」「返済」欄

の年計を求めて口座を締切る。そして、これらの残額を財産台帳の

「準現金」または「負債」の年度末該当欄へ転記する。

　なお、貯金・預金などのように預貯金通帳もしくは証書をもち、常

に残高把握ができるものについては記入を省略する。

　現物整理帳は、米や麦などの未販売現物や、飼料や肥料などの購入

現物の在庫がある場合に、これらを品目別に口座を設けて在庫量を整

理しておくことは、その時々のあり高と出入の状況が明らかになり、

生産物の販売計画や経営用品の購入計画をたてるうえに便利である。

　しかし、現物はどんなものでもこの現物整理帳に整理せねばならな

いものでなく、経営的に在庫量の把握を必要とする現物や、本簿記の

決算終了後に行う部門の経営計算に必要な現物類だけでよい。

　「口座」欄には、財産台帳の「未販売現物」・「購入現物」および年

度内取引から、整理を必要とする現物を選び、受け払いの頻度に応じ

た行数を用意して口座を設定する。前年度から繰越しのある現物につ

いては、「摘要」欄に年度始の日付で「前年度からの繰越』と書き、

その数量を「残高」欄に記入する。

　「受入れの部」は「受入れ先」「産出」「購入」の3欄に分れている。

「産出」欄には生産物をとり入れた時に直接に、あるいはその月末に

労働日記帳の「現物の産出・投入」欄を参照して記入し、「購入」欄

には飼料・肥料などの購入があった時にこれを記入する。

　「払出しの部」も「払出し先」「販売」「家計仕向」「投入」の4欄

に分れている。生産物の販売や家計仕向、経営用品の作物・家畜への

投入があった時に該当欄に記入し、払出し先をも明記しておく。

　年度末には年度末残量を算出して「残高」欄に記入すると共に、「受

入れ」「払出し」各欄の年計を求めてロ座を締切る。そして、これら

の残量は財産台帳の「未販売現物」および鵬入現物」の年度宋「数

量」欄に転記される。

（23）

H 台 帳 の 部

1．家 族 台 帳（台帳・ページ）

　家族は農家経済にあって、一方においては労働力として財産とならんで重要な所得手段であるとともに、他方においては家計にお

いて消費者としてその所得を消費するものである。だから家族台帳には、この両面の状況を明らかにするように記入しなければなら

ない。

　このような関係から、家族員のほかに同居人や常雇・実習生などをも便宜上記入しておくのがよい。長い間同居しでいないけれど

も、仕送りを受ける遊学中の子女や、仕送りをする出かせぎ中の家族などは、やはり家族員としてここに記入する。これに対し、戸

籍面ではまだ家族員であっても、すでに世帯を別にしている者は記入してはならない。

　「労働能力」欄には、その地方において男性一人まえの働きのあるもあを「1．0」とし、これに比較して何分の働きがあるかにし

たがって「0．8」とか「0．7』とか書き表す。たとえば一人まえの女性の労働力は、普通男性の8分くらいと考えられているから、そ

の場合は「o．8」と記入する。この数字は、労働日記帳において、女性や老人の労働を男性一人まえの標準労働に換算する場合の

「換算率」として用いられる。

　「備考」欄には、主として従事するのが農業か、副職業（たとえば役場の吏員・教員などのような）か、または公職（町会議員・

協同組合理事などの役職）をもっかどうか、子女については在学中であるかどうかなどを記入する。相当の年齢になって労働能力の

不相応に低い者は、その理由（病身など）を書く。またその年度内において、家族の中に出産・死亡・結婚・遊学・出かせぎなど、

員数に変化を生ずる出来事があった場合には、そのことを必ずこの欄に記入しておく。
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2．財 産 台 帳（台帳・一43ページ）

1）土 地

　『種目」欄には、田・普通畑・樹園地・山林・原野・池沼・宅地などの順序でなるべく一枚ごとに記入する。

　「摘要」欄には、所在字名・地番・自作地か貸付け地かの別、その他参考となる事項を記入する。借入れ小作地は自家所有のもの

ではないから、本来はこの台帳に記入するべきものでないが、便宜上所有地と同様に記入しておき、本欄にその旨を記して、その数
量と価額にはかっこをつけで所有地と区別する。貸付け地・借入れ地については小作料やその他の貸付け・借入れ条件を記入してお

く。

　年度始の「数量」欄にはその実面積を、「価額」欄にはその地価を記入する。地価は、最近買い入れた土地については買い入れ価

額に登記料やその他の購入雑費を加えた額を記入し、そうでない土地についてはその地方における最近の農用地売買地価に基づいて

控えめに評価するのがよい。そうし左評価が困難な場合には、小作料を年利率で除した収益価評価額、または地方税法による市町村

役場の固定資産課税台帳の評価額を用いてもよい。

　一度価額を決定したならば、特別な事情のない限り、年々同一価額を年度末にもち越すことにする。『償劫額」欄には原則として

記入を行わない。土地は使用によって減耗しないからである。　　　　　　　　　　　　　　　　　皿

　「増殖蜘欄にも、開墾を行ったとか、土地改良を行ったとかのような特別な場合を除いては記入を行わない。

　開墾または永久的な土地改良を行って、土地の年度末（すなわち次年度始）価額が増加した場合には、その開墾または土地改良に

要した家族労賃・自給諸資材・農機具費消・雇い人に対するまかないなどの、それぞれの費用見積額をこの「増殖蜘欄に記入する。

　「財産的取引による増減」欄には、年度内において購入または売却によって土地が増加または減少した場合、年度末に現金現物日

記帳を参照して、B付および＋）または一）の記号とともに、その増減面積と価額を記入する。また、開墾や土地改良を行った場合

にも同様にして、ブルドーザー・パワーショベルなどの支払料金および購入材料費や雇用労賃の合計額をこの欄に記入する。計の行

には土地の財産的取引による増減差引額を＋）または一）の印をつけて記入する。

　以上の開墾の場合の記入方法をわかりやすく示すならば下のとおりである。
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十

「財産的取引による増減』欄に

＋）として記入される部分

「増殖額」欄に記入される部分

（館考）土地に限らず本帳簿において実斜線のひかれてい

　　　る欄は、原則として記入しない欄であることを、

　　　点斜線のひみ・れている欄は、特別な場合を除いて

　　　は記入しないか、または簡便法として記入を省略

　　　してもよい欄であることを示すものである。

年度末増加額

「土　地」記　入　例 財 産 台 帳
（25）
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（26）
財 産 台 帳

σ

2）建 物

　　「種目」欄には母屋・離れ・土蔵・納屋・畜舎・堆肥舎・温室・ビニールハウス・サイロ・果樹棚、および灌瀧排水溝・暗渠排水

設備のような土地改良設備などの地上・地下の減耗性建造物を一件ごとに以上の順序で記入する。

　　「摘要」欄には新築価額・新築した年度・構造（平家・瓦葺きなど）および家計使用割合などを記入しておく。また、償却額計算

の算式を』園醜≒絆薩働一　の形で記入しておく。たとえば、新築価額が8，000，000円、総耐用年数が50年、使用後の残存価

礁響灘0蜘辮鎌築価の10％と見積もるのが普通である）と見積もられる憎憎その㈱計算としては・

　年度始「価額」欄へは、下記（備考）の要領により現在高を求めて記入する。

　「償却額』欄には年度末においてその年度の償却額を記入する。年度始から、半年以内に新築・改装した場合には1ヵ年分の償却

額を見積もり、半年以後に新築・改築した場合には、その年度の償却額を見積もらない簡便法をとってもよい。

　「増殖額」欄には、通常の場合記入を行わない。しかし建物を新築または改築した場合には、土地の場合と同様に自家労賃見積額

と、それに要した自給諸資材費見積額、雇い人に対するまかない費などをこの「増殖額」欄に記入する。

　「財産的取引による増減」欄には、年度内において新築・増築または改築などのために現金支出（財産的支出）があった場合、ま

たは売却によって現金収入（財産的収入）があった場合に、年度末に現金現物日記帳から拾い出して、財産的支出合計額は＋）、財産

的収入合計額は一）の印をつけて記入する。

　「年度末価額」欄（すなわち次年度始価額）は、『年度始価額」から「償却額」は差引き、「増殖翫は加算し、さらに「財産的取

引による増減萄を加・減することによって求める。

　　　　（備　考）　1．建物の評価において、新築から現在までの閥にかなりの年数がたって、その間に貨幣価値が著しく変動している場合には、当時の

　　　　　　　　　新築価額で計算して、現在価や現在の償却額を算出しても意味が少ないから、現在における新築見積額を計算して、これを用いたほ

　　　　　　　　　　うがよい。

　　　　　　　　　2．償却額および現在価を算出する算式を掲げれば、次のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　総耐用年数雷経過年数＋将来酎用年数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新築見積額一残存価額
　　　　　　　　　　　　　　　　償却額嗣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総耐用年数
　　　　　　　　　　　　　　　　償却済価額冨償却額x経過年数
　　　　　　　　　　　　　　　　現在価（年度始価額）富新築見積額一償却済価額
　　　　　　　　　　新築見積額（同一の用途・構造・建て方・材料の建物を現在新築するのに要する費用額）は平方米当り評価額から概算してもよいし、

　　　　　　　　　農林水産省統計情穀部発表の都道府県別・構造別建物評価標準によってもよい。　（同部編集「農畜産業用固定資産評価標準」参照）

　　　　　　　　　3．建物の種類別・構造別耐用年数は台帳59ページに示したとおりである。

「瞳　動」記　入　例 財 産 台 帆 （27）
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注）果樹棚構築のための財産的取引による＋）175，000円は、現金現物日記帳一財産的支出一からぐ果樹棚の構築のためのコンクリート支柱および鉄線の購

　　入額を計上したものであり、増殖額80，000円は、構築に要した家族労働に対する労賃見積額である。
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（28） 財 産 台 帳

3）大 植 物

　「大植物』とは果樹・桑樹・茶樹・ホップ・林木などの永年性植物をさす。

　「種目」欄には、以上のような順序で記入する。

・摘菊欄には・二二名・地番・樹齢（または植樹年度）償鞭または増殖額計算の基麟字その鯵考事項を言己入しておく・

　「数量」欄には植付け面積（または本数・材積など）を、「価額」欄には年度始の価額を記入する。

　年度始価額は、育成期にあるもの（仕立て期にある果樹・桑樹・林木など）は育成原価、すなわち定植後年々の純費用（育成のた

めに要した苗木代・肥料代・労琢・地代・資本利子などの総費用から、果実・三葉・間伐材などの収益評価額を差し引いた額）の累

計として算出し、用役期にあるもの（成樹に達した後の果樹・桑樹など）はこの育成原価（または育成時価）を基礎として減価償却

計算を行い、経過用役年数の減価償却額分を控除して算出する。

　r償却額」欄には、年度末においてその年度の償却額を記入する。この場合、大植物の残存価額は一般に5％とされてい弓が・簡便

的にこれを0として計算しても差し支えない。

　「増殖二二には年度宋においてその年度の増殖額を見積って記入する。この増殖額の見積りは、育成期における年々の純費用を、

その額だけ樹体価値が高まったものとしてここに記入する。なお、純費用の計算が困難な場合には、農林水産省発表の評価標準表の

育成年次別価格差から類推してもよい。また、普通農家の所有する雑木林の雑木や竹林については、年々の使用による減耗と増殖と

がほほ等しいものとみなして、「償却額」『増殖額」の記入を省略してさしつかえない。林木については林木年度始価額に、考の林地

の価額を加算した合計額に0．06前後の率を乗じた額をもって増殖と見積ってさしつかえない。

　「財産的取引による増油欄には、果樹や山林を購入したり売却したりした場合に、年度末において現金現物日記帳を調べて、日一

一とともに＋）または一）の印をつけてその数量と価額を記入する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　（儒　考）　参考のために農林水産省統計情報部発表の大植物の耐用年数基準を台帳59ページ第2表に示してある。なお、林木以外の大植物の育

　　　　　　　　成価による評価ならびに育成年数については、農林水産省統計情軽部発表の地域別・種類別・栽培方法別・育成年次別の評価標準が台

　　　　　　　　帳61ページに示してあるから、．これを参考にしてもよい。

（29）

「大植動」肥入例 財 産 台 帳
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注1）ぶどうの増殖額は（肥料・薬剤費・機具費など12．920円、家族労賃見積額64，000円、資本利子見積額28，080円）一（収益0円）として求めた。

　2＞林木の増殖額は（年度始林木価格＋林地価額）XO．06とした。
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（30）
財 産 台 帳

4）大 家 畜

　「大家畜」とは牛・馬をいい、「種目」欄には、搾乳牛・育成乳牛・和牛・馬の順序で1回転つ記入する。

　「摘要」欄には、品種名・年齢まなは生年月日・性別・登録名・用途などを記入する。

　年度始「価額」欄には育成価または市価を基礎とした評価額を記入する。大家畜は大植物と同じく、憎憎に達して用役期にあるも

のは年々減耗し、育成期にあるもの（育成中の牛馬、肥育中の牛など）は年々増殖するので、前者に対してはその償却額を計算して

「償却額」欄に記入し、後者に対してはその増殖額を見積って「増殖額」欄に記入する。たとえば、記帳開始時に育成中の乳牛がい

る場合には、小牛購入価額（自家生産牛については市価評価）に飼料費・家族労賃などの育成費用を加えたものを育成原価として年

度始「価額」欄に記入する。育成価評価が困難な場合は市価評価によってもよい。なお、育成期間中の「増殖蜘については、大植

物の場合と同様に年度内費用を見積って計上するか、市価評価による場合には年度末をも市価評価し、年度始価額との差額を記入し

てもよい。

　「財産的取引による増減」欄には、牛・馬を年度内に購入したり売却したりした場合に、年度末において現金現物日記帳を調べ

て、日付、＋）または一）の印とともにその取引価額を記入する。そして、売却額が年度始価額よりも高い場合には、予定償却額に

かかわりなく、その差額を全額「増殖勧に記入し、反対に売却額が年度始価額よりも安い場合には、その差額を「償却額」欄に記

入する。

（備　考）参考のため農林水産省統計情報部発表の大家畜の耐用年数と残存価額率を台帳59ページ第3表に示してある。

「大家畜」記入例 財 産 台 帳 （31）

昭　　　和　　　　　　　年　　　度 昭　　　和

種目 摘　　　　　　　　要 年　度　始 年　　　始
数　量 価　　　額

償　却　額 増　殖　額
財産的取引

ﾉよる増減 数　量 価　　　額
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注1）エンマ・ラッキーの増殖額90，000円は、育成期間（6ヵ月間）の月割増殖額（15．000×6月）を計上したものである。

　2）　　　〃　　　の償却額28，000円は、用役期聞（6ヵ月間）の月割償却額（56．000×％）を計上したものである。

　3｝　　　〃　　　の子牛の増殖額120．000円は、初生牛見積額30，000円に育成期間（6ヵ月〉の月割増殖額（15，000円X6月）を加算したものである。
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（32） 財 産 台 帳

5）大 機 旦
ノ、

　「大機具」とは比較的高価（おおむね5万円以上）な農具および兼業用具、たとえばトラクター・コンバイン・田植機・乾燥機・

もみすり機・動力噴霧機・農兼業用自動車などをいう。

　「種目」欄には、上のような順序で記入する。　「摘要」欄には、償却額計算の式や将来耐用年数などを記入する。

　「数量」および「価額」欄には数量および価額を記入し、「償却額』欄には年度末において償却額を言註入する。また、共同所有の

大機具の数量は、たとえば3人共同所有の場合は％というように記入し、価額および償却額も自分の持分のみ記入する。

　年度始価額や償却額の算出方法は建物の場合と同様であって、その年度始価額は、新調価額から新調後現在までの償却額の総和を

差し引いて算出する。大機具の償却額計算では残存価額は一般に10％とされているが、簡便的にこれを0として計算しても差し支え．

ない。中古の大機具を購入した場合には、購入時点からの将来耐用年数を総耐用年数の高高内で推定して償却額を計算する。また、

年度始から半年以内に購入したものについては1ヵ年分の償却額を見積もり、年度始から半年以後に購入した場合にはその年度の償

却額を見積もらない簡便法をとってもよい。

　年度内に新調したり、売却したりした場合には、年度末において現金現物日記帳の記入を参照して、　「財産的取引による増減」欄

に、取引価額を記入する。なお、大機具の売却額が、年度始価額と差がある場合には、年度始に計算された予定償却額にかかわりな

く、その差額を「償却額」欄に記入する。

（備考）1．参考のため農林水産省統計情報部発表の大機具の耐用年数を台帳60ページ第4表に示してある。

　　　2．中古資産の将来耐用年数の見積りが困難な場合には次の便法を用いる（大蔵省通達）。　1）法定耐用年数の全部を経過したものは、

　　　　法定耐用年数の20％に相当する年数。ただし、この年数が2隼未満のときは最低2年とする。2）法定耐用年数の一部を経過したもの

　　　　は、経過年数の20％に相当する年数と法定残存耐用年数との合計年数。ただし、この隼数が2年未満のときは最低2年とする。

財 産 台 帳

（33）

「穴　機　具」記入例

昭　　　和　　　　　　　年　　　度 昭　　　和　　1
《　（

種　目 摘　　　　　　　　要 年　度　　始 年　度　始
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．
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（34） 財 産 台 帳

6）現 ’物

未販売現物（生産現物）と購入現物（経営用現物）と中間生産物（いわゆる無市価物）との3種に分けて記入する。

イ）未賑売現物

　「未販売現物」とは、販売または家計仕向のために生産されたもので、まだ販売もされず、家計にも仕向けられずにある米・麦・

雑穀・加工品（漬物・乾しいたけなど）・薪炭などの生産現物をいい、年度始および年度末（次年度始）にあるものをよく調べて「種

目」欄に記入する。すでに家計仕向ずみのものとして取り扱われた白米や薪炭などは記入してはならない。

　「摘要』欄には単価およびその他の参考事項を記入し、「数量」および「価額」欄には年度始の数量・価額を記入する（年度末も

同様）。未販売現物は評価時の販売市価を基礎として市場に搬出するまでの運搬費を控除した庭先販売価格で評価する。米のように

公定価格のあるものは公定価格で評価する。

　「増減蜘欄には、年度末「価額」を記入した後、年度始「価額」に対する年度末「価額」の増減額を、増加した場合には＋）、

減少した場合には一）の印をつけて記入する。「増減額」欄の計の行には増減差引額を、増加した場合には＋）、減少した場合には

一）の印をつけて記入する。

　「備考』欄には増減理由およびその他の参考事項を記入する。

「未賑売現動」記入例． 財 産 台 帳 （35）
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（36） 財 産 台 帳

6）現 物（つづき）

ロ）購　入　現　物

　「購入現物」とは、購入肥料・購入飼料・購入種苗・農用薬品・農兼業用ガソリン・重油およびその他の農兼業用資材・原料など

で、いずれも購入したものをいい、「種目」欄にはこれらの品名を記入し、「摘要」欄には単価その他の参考事項を記入する。ただし

家計用購入品は記入してはならない。

　r数量」および「価三二は年度始によく調べて記入する（年度末も同様）。高額は未販売現物の場合と同様に・庭先購入価格に

よって評価する。したがって、市場で購入して運賃をかけずに自分で搬入したものでも、購入代価に庭先ま．での搬入費を見積り、加

算して評価する。

　「増減額」欄には未販売現物の場合と同様に、まず、年度末「価額」欄の記入を行い、年度始「価額」に対する年度末増減額を

＋）または一）の印をつけて記入する。「増減額」欄の計の行には増減差引額を＋）または一）の印をつけて記入する。

　「備考」欄には増減理由およびその他の参考事項を記入する。

「購入現動」記入例
財 産 台 帳

（37）．
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（38） 財 産 台 帳

6）現 物（つづき）

ハ）中聞生産物

　「中印生産物」とは他から購入されたもの（すなわち購入現物）でもなく、また、販売および家計仕向のために生産されたもの

（すなわち未販売現物）でもなくて、経営において（主として副産物として）生産されて、再び経営に用いられる現物類をいう。稲

わら・種もみ・堆厩肥・エンシレージなどのいわゆる無市価物といわれるものである。同じ稲わらまたは種もみであっても、他から

購入された購入稲わら、または購入種もみは、購入現場であるから、ここに記入してはならない。

　「種目」欄にはこれらの順序で品名を記入し、「摘要」欄には単価その他の参考事項を記入する。

　「価額」欄には種もみなどのように市価のあるものについては市価により、市価のないものについては同一用途における同種効用

をもつ、もっとも似かよった有市価物の価額を基礎として、なるべく控えめに類推評価を行う。

　中間生産物の「数量」および「価舗欄には年度始だけ評価記入して、次年度以降は、よほど大きな変動のないかぎり単に「数

量」欄だけを記入し、「価額4欄には「計」の行に年度始の数字をそのまま転記して、「増減額」欄を空欄として残す簡便法を採用し

てもよい。

　「備考」欄にはその他の参考事項を記入する。

「中岡生避物」記入例
財 産 台 帳 （39）
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（40） 財 産 台 帳

7）準 現 物

小植物・小家畜・小機具の3種に分けて記入する。これらはいずれも全体としての金額が比較的少額であり、また初心者には評価

しにくい点もあるので、なれるまではきわめて大ざっぱに評価し、年々の増減についても簡便法をとるとよい。

イ）小　　植　　物

　「小植物」とは圃場に作付けられている麦類・野菜類、その他飼料作物などの単年性の立毛類をいうのであって、「種目」欄には

その種類を記入する。「摘要」欄には年度始価額を算出するに用いる基礎数字たとえば、作付けから評価時（年度始）までに費され

た費用（種苗費・肥料費・動力費・労賃などの合計）などを記入する。　「数血欄には各作物の作付面積を、「雨脚欄は摘要欄を

参照して評価する。また、収穫中の野菜類などで費用価評価が困難なものについては、販売市価から収穫・出荷諸経費を差し引く方

法で評価してもよい。

　「増殖二二には年度末（すなわち次年度始）において、年度始に対する年度末価額の増減額すなわち年度末増減額を増加した場

合は＋）の印を、減少した場合には一）の印をつけて言己入する。

　なお「価額」欄は初年度においてのみ記入し、次年度以降においては著しい作付面積の変動のない限り、総価額においてだいたい

変化のないものとみなして個別的な記入を省略し、年度始の価額計をそのまま年度末の該当欄に転記する簡便法を採用してもよい。

　「備考」欄は増減理由・内訳・作付地番およびその他の参考事項を記入する。

「小　植　動」紀入例
財 産 台 帳 （41）

昭　　　　和 年　　　　度 昭　　　和　　　　　　年 度｛
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数量 価額 増減額
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（42）
財 産 台 帳

7）準 現 物（つづき）

ロ）小　　家　　畜

　「小家畜」とは、豚・めん羊・やぎ・鶏（蜜蜂・こいなども便宜的に含める）などの中小家畜をいうのであって、「種目」欄には

これらの順序で記入する。「摘要」欄には用途・品種名・性別・単価などの参考事項を記入しておく。

　「数量」および「価額」欄には、年度始および年度末とも、数量と価額を調べて記入する。価額は小植物の場合と同様に育成費用

によって評価する。ただし評価困難な場合は簡便法として市価に基づいて控えめに評価するのがよい。また、小家畜の中に、種付用

または繁殖用の豚やめん羊など数年にわたって飼育される中家畜がいる場合には、年々の価値減耗額（減価償却額に相当する）を見

積り、年度始「価勧から減耗額を差し引いた額を年度末「価額」欄に記入するがよい。

　なお小家畜にあっても小規模な経営で飼育頭羽数に著しい変動のない場合は、初年度のみ数量と価額を記入して次年度以降には

「価額」欄の個別的記入を省略し、帳簿の「計」の行だけに年度始の計をそのまま転記してもよい。「増減額」欄には年度末増減額

を＋）または一）の印をつけて記入する。

　「備考」欄には増減の理由・内訳およびその他の参考事項を記入する。

（43）

「小　家　畜」記入例 財 産 台 帳
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（44） 財 産 台 帳

7）準 現 物（つづき）

ハ）小　　機　　具

　「小機具」とは比較的安価（おおよそ5万円未満）な小農具および兼業用具をいい、「種目」欄には台帳に示された用途別分類に

従って記入例のような順序で記入する。

　「摘要」欄には、機具の新旧を問わず、すべて新調単価を記入する。

　「価額」欄には新調単価に数量を乗じた新調価額を記入する。後にこの「価額」欄の合計すなわち小機具全部を新品とみなした

「小機具新調価額」に0．5を乗じて、新旧とりまぜた「小機具現在価額」を算出する便法をとるのである。この方法は、農家には新

旧とりまぜた多数の小機具があるから、全体の平均においては中古価額、すなわち新調価の半分とみて大差ないためである。

　「価額」欄は初年度においてのみ実査のうえ記入し、通常は次年度以降においては著しい変動のない限り、減耗額が補充購入され

て小機具現在額に変化のないものとみなし、初年度の小機具現在価額をそのまま年度末の該当欄に記入し、個別的記入は省略する。

　「備考」欄にはその他の参考事項を記入する。

「小　 機　 具」　記入例
財 産 台 帳

（45）
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（46） 財 産 台 帳

8）現金および準現金

　「現金および準現金」とは流通資産と称せられるものであって、現金・預貯金・貸付金・未収金・頼母子講および積立保険・出資

金・有価証券などをいい、「種目」欄にはこれらの順序で記入する。

　「摘要」欄には準現金について名義・契約の相手・契約条件（期間・利率・一回払い込み金額）・払い込みずみ回数および同金額

などを記入する。

　「数量」欄には口数などの数量を記入し、「価額」欄には年度始の価額を記入する。

　現金は年度始の手持ち現金全部を、また預貯金は年度始あり高をよく調べて記入する。

　株券・公社債券などの有価証券類は原則として購入原価（購入価額に購入手数料などを加算した額）を記入し、一度価額を記入し

たならば、特別な経済上の変動のない限り、年々同一価額を年度末にもちこすことにする　　（貨幣価値が著しく変動して、時価に

よって評価したほうが適当な場合もある）。

　年度末「価額」には、現金については現金現物日記帳月別集計表の年度末残高を参照してここに転記する。準現金については、預

貯金のように年度末における通帳残高から記入できるものもあるが、できれば記入例の「備考」欄に示す要領で、年度内の現金取引

から1ヵ年間の「増減翫を計算し、これを年度始「価翫に加算して年度末「価額」を求める（日記帳の記帳や計算に誤りがなけ

れば年度末通帳残高と一致する）。

　以上について、現金については次の式が成立する。

　　　　　　　　　　年度末価額筥年度始価額＋（収入計一支出計）

　　　　　　　　　　　　　収入計筥所得的収入年計＋財産的収入年計

　　　　　　　　　　　　　支出計＝所得的支出隼計＋家計支出年計＋財産的支出年計

　準現金については一般に次の式が成立する。

　　　　　　　　　　年度末価額＝年度始価額＋（支出計一収入計）

　　　　　　　　　　（備考）　上式中支出とは貯金支出・貸付支出・掛込み支出・有価証券買入れ支出などをいい、収入とは貯金引出し収入・貸付金

　　　　　　　　　　　　　返済受け収入・講落札収入・有価証券売却収入などをいう。，

　ただし、有価証券を年度内に年度始価額よりも高くあるいは安く売却した場合には、その差額だけ開きを生じる。

「現金および準現金」記　入　例 財 産 台 帳
（47）
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（48） 財 産 台 帳

9）負 債

　借入金・未払金をいい、「種目」欄には農兼業用のみならず家計を含むいっさいの負債を記入する。

　「摘要」欄には負債の目的や借入れ条件（たとえば畜舎増築資金・借入額200万円・金利5％・2年据置110ヵ年元利均等償還・

追分の水田10a担保）などを記入する。

　年度始「価衝欄には、年度始における借入金および未払金のあり高をよく調べて記入する。その場合、年賦償還等で年々返済中

の借入金については、借入総額から過去に支払われた年賦償還金のうち元金部分だけを差し引いた、いわゆる未償還元金部分のみを

記入する。

　「増減勧欄には年度末において、「備考」欄の取引額より準現金の場合と同じ要領で増減額を求めて記入する。

　「備考」欄にはそれぞれ1ヵ年間の収入計・支出計を記入する。

　年度末「価蜘欄は年度始「価蜘に「増減額」を加算して求める。そのときには、次の式が成立する。

　　　　年度末価額＝年度始価額＋（収入計一支出計）

（鶴甲）　上門中収入とは借入れ収入・買掛け収入を、支出とは借金返済支出・買掛金支払支出などを意味する。

「負 債」記入例 財 産 台 帳
（49）

1　　昭　　　和　　　　　　　年　　　度 昭　　和　　　　　年　　度
種　　　目
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（50） 財 産 台 帳

10）財産台帳集計表

　本集計表は、各財産台帳に記入された金額を集計して、農家財産のあり高ならびにその内容を明らかにするとともに、農家経済決

算に必要な数字を算出するのに用いるものであり、年度末において「台帳」における「土地「建物」「大植物」などの各種資産なら

びに「負債』のそれぞれの計を本集計表の該当欄に転記する。

　「年度始価勧欄には、各財産台帳の「年度始価翫計をそのまま転記すればよい。

　「固定資産償却額」ならびに「固定資産増殖額」の両欄も、固定資産台帳における各種資産の「償却額」ならびに「増殖額」の計

をそれぞれ該当欄に転記すればよく、土地には特別な場合を除いて償却額も増殖額もなく、「建物」「大機具」には通常増殖額がない

ことは前述した。

　「流動資産増減』欄の場合も、流動資産台帳における各種資産の「増減額」の計を、符号もそのままで該当欄に転記すればよいの

であるが、この欄はさらに「供用財』と『結果財』の2欄に分かれているので、実斜線が引いてある方の欄に記入してはならない。

つまり「未販売現物」と「小植物」とは結果財であり、「購入現物』と「小機具』とは供用財であることを意味するものであり、結

果財とは年度内の生産の結果、増加する財、供用財とは年度内の生産に用いられて減少する財のことである。「中間生産物」と「小

家畜」とはどちらの欄にも実斜線が引かれてないが、これは供用財と結果財の両方の性質をもつためであり、したがって、各台帳の

「増減額」の計が＋）の場合は結果財として扱い「結果財」の欄に転記し、一）の場合は供用財として扱い「供用財」の欄に転記す

る．のであって、どちらか一方の欄に記入する。

　「財産的取引による増減」欄には、各種固定資産・準現金・負債についてだけ、それぞれの台帳から「財産的取引による増減」計

をそのまま転記すればよい。次年度の「年度二二二二には、各財産台帳の次年度「年度始価額」計をそのまま転記すればよい。

　以上の記入が終われば、各種資産ならびに負債について次の式が成立つ。

　　　固定資産

　　　　　年度始価額一固定資産償却額＋固定資産増殖額±財産的取引による増減額＝年度末価額

　　　流働資産

　　　　　年度始価額±流動資産増減額＝年度末価額

　　　準現金および負債

　　　　　年度始価額±財産的取引による増減額＝年度末価額

　なおこの集計表で算出された財産的取引による増減額合計（財産的取引による固定資産の増加＋同準現金の増加＋同負債の減少）

は、土地および有価証券の売却がないかぎり、日記帳138ページ現金現物日記帳月別集計表の財産的収入・支出の差額（財産的支出

年計一財産的収入年計）と一致するはずである。

「財壷台帳集計衰」　記入例 財 産 台 帳
（51）

昭　　　　和　　　　　　　年　　　　度 昭　　　和
種　　　　　目

年度始価額 固定資産償却額 固定資産増殖額
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3．農家経済決算B表 （台帳44ページ）

農家経済の1ヵ年の成果を表す諸表である。

1）粗所得算出表

　　所得を得るに要した費用をまだ差し引かない前の総もうけ高をい

　う。こめ粗所得は現金現物日記帳（農家経済決算A表）において算

出された所得的総収入に、財産台帳において算出された固定資産増

殖額と流動結果財増加額を加算して、次の式によって算出される。

　　粗所得＝所得的総収入＋固定資産増殖額＋流動結果財増加額

2）所得的失費算出表

　　所得的失費は所得をあげるに要した総失費を意味し、現金現物日

記帳において算出された所得的支出に、財産台帳において算出され

た固定資産償却額、流動供用財減少額およびまかない支給額を加算

　して、次の式によって算出される。

　　所得的失費＝所得的支出＋固定資産償却額＋流動供用財減少額

　　　　　　　　＋まかない支給額

　　この場合の流動供用財減少額は、財産台帳集計表の流動資産増減

額（供朋財）の計から転記する際、増加＋）の場合には一）に、減

少一）の場合には＋）に符号を変える。なぜなら、所得的支出（購

入額）に流動資産の減少額を加算して（たと之ば、増加した場合に

　は符号を一）にレて増加分を購入額から控除）実際に使用した額を

求めるためである。

　　最後の項のまかない支給額とは、農業その他の所得経済部門のた

めに雇用した労働者に支給したまかない見積額をいうのであって、

家計門中の所得経済負担十分をなすものであるから所得的失費中に

加算する。

3）農家所得高目15ヨ疑

　　その年の農家の純もうけ額一財産巻減らさないでその年の生活

　に消費することができる金額一を表すものである。粗所得から所

得的失費を差し引いて算出することができる。

　　農家所得冒粗所得一所得的失費

4）農家経済余剰算出表

　　農家所得から家族負担家計費（すなわち家族生活費）を差し引い

た残額をいうのであって、その年度においてその農家にどれだけ純粋

の余剰が生じたかを表す。農家経済の損益計算の最終結果をなし、そ

の年度における農家経済成績の最後のめじるしになる。

　　農家経済余剰亭農家所得一家族負担家計費

5）農家財産純増加額算出表

　　年度末財産額から年度良心産額を差し引いて算出され、そめ年度

　内において増加した農家財産の純増加額を意味するもので、農家経

　済の財産計算の最終結果をなす。

　　農家財産純増加額＝年度末財産額一年度始財産額

6）土地および有価証券売却による損益算出表

　　農家経済余剰は全体としての農家経済の経済成績を表すものであ

　る。ところが農家経済においては、このほかに単に経済界における

　変動に原因して、本簿記において不消耗性または不増殖性資産とし

　て取り扱った土地および有価証券の価格が下落または騰貴し、財産

　台帳における記入価額よりも、あるいは安くあるいは高く売却され

　たために、全く受動的に損益を生じる場合がある。この損益をここ

　に「土地および有価証券売却による損益」というのである。たとえ

　ば財産台帳に50万円と記入されている株券（または土地）が60万円

　に売却された場合には、価格変動による10万円の利益が生じる。こ

　の損益額は農家財産純増加額には含まれて算出されるが、農家経済

　余剰には含まれていないから、次の算式によって両者の差額として

　算出される。

　　土地および有価証券売却による損益＝農家財産純増日額一農家経済余剰

　　土地および有価証券の売却がなかった年度においては、この土地

　および有価証券売却による損益額は必ず0でなければならない。い

　いかえれば、農家財産純増加額と農家経済余剰とは必ず一致しなけ

　ればならない。もし一致しない場合には記帳または計算に誤りのあ

　ることを示すものであるから、計算と記帳をさかのぼって調べなけ

　ればならない。

〔付〕 決　算　手　続 き 〈53）

財　産　台　帳

年　度　始 償却およ

ﾑ減少
増殖およ

ﾑ増加
財産的取引
ﾉよる増滅

年　度　末

数　量 価　額 数　量 価　額

（一）ロ←・

i＋）ロ←・・

・　・○　■■　●　，●o　，

蘭
曲
…
1

白
丁

里
：

：　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
�D＿一一一一，一一L一…一…．…一一………一・・……，｛一＿一・

里
：

現金現物日記帳
収　　　入 支　　　　　出 計仕口

所得的収　入 財産的収　入 所得的
x　出
委詰 財産的
x　出

残　金
価　　　額

…・

．■「　■響　「，　90「●　　，．・　，o　●　7・　■幽▽

一…
mコ

口
一
一
：

里
： 口
了

聖
；

労働日記帳

雇い人への
x給．まかな

｢見積額

口
一
一
：

1　　　　　　　　　　　↓
i　　　　　　　　　　　所得的収入年計

i　　　　家計仕向年三＿
i　　　　．）

入
加
門門斯

増
一

　
↓
＋

…
：
油
…
：

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

i　　　　　　　　↓
i　　　　　年度末財産
」…一………・・…一→年度始財産

　　　　　　　一

計年額給支い唯劾出目
↓

費失語得所…一……………←

得
費配

所
的得

粗
所
一

　
一

i　　　‘…一→所得的支出年計

・・………一… ｨ償却・減少
　　雇い人まみ・ない支給額年盛

　　＋）
←一i

　農　家　所　得

　家族負担家計費←

一）

i　　　　↓
i　　　家計支出年計

’…一一… ｨ家計仕向年計

　　　＋）

　　　　　家　　計　　費

　雇い人まかない支給額年計←・一2

一）

…・・……一・一一・一…一一…………・・一………一…一・一……… ﾆ族負担家計費

　　　　　　　　財産純増加額　　　＝　　　　農家経済余剰　＋　土地および有極証券売却による損益

年度始繰越金＋所得副収入年別＋財産的収入年契＝所得的支出年計＋家計支出年計＋財産的支出年計＋年度末残金

・注・ V1：麟青黛；；！灘…綴瓢漁場一目・・一一一・・一・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財産的支出＝財産的取引による減（一）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただし土地および有価証券売卸の場合には、以上の等式が必ずしも成立しない。

一158一



（54）

4．農業経営分析諸表 （台帳45ページ）

　以上の記録計算によって得られた数字：を、さらに分析して農業経営

計算と部門計算を行うことは、農家経済をいっそう深く吟味するため

にも、また将来の経営改善のためにも、きわめて重要である。ここに

示す農業経営分析表は、このような計算を行うためのものである。

A　農業経営計算表

　ここにいう農業経営とは農家経済内において営まれる農業経営とい

う意味であり、「小農経済的農業経営」ともいうことができる。この

場合、農業経営は、家族農業労働力と自家農業資本（土地を含む）と

を利用して、それに対する純収益をあげる統一体とみる。したがっ

て、その純収益は以上の家族農業労働力と、自家農業資本に対する報

酬（すなわち家族農業労働報酬と自家農業資本に対する資本利子）に

当たるものである。

1）農　業　粗収益

　農業経営の総もうけ高をいう。農家経済の粗所得は、農業において

生じた農業粗所得と、農外において生じた農外粗所得とからなってい

る。したがって、農業経営を独立の部門としてみた場合の農業粗収益

は、粗所得から農外粗所得を除いた農業粗所得（台帳46～47ページ、

付表1の農業粗所得算出表から転記）に、農業から兼・副業に仕向け

た生産物の見積価額を加算して、次の算式によって算出される。

　　農業粗収益＝農業粗所得＋農業から兼・副業への仕向価額

　「兼・副業への仕向価額」欄には、現物整理帳から（または直接に

労働日記帳「現物の算出・投入」欄から）農業から兼・副業に仕向け

た各生産物の数量を拾い出し、それぞれの単価をかけて、それらの価

額合計を記入する。家計に仕向けたものは、すでに農業粗所得に含ま

れているからここに重複して計上してはならない。

2）農　業経営　費

　農業経営を営むに要した費用をいう。農家経済の所得的失費は、農

業において生じた農業所得的失費と、農外において生じた農外所得的

失費とからなるものである。したがって、独立した部門として取り扱

われる農業の経営費は、農業所得的失費（台帳48～49ページ、付表2

の農業所得的失費算出表から転記）に兼・副業から仕受けた生産物の

見積価額を加算して、次の算式によって算出される。

　　農業経営費＝農業所得的失費＋兼・副業からの仕受価額

　「兼・副業からの三二価二二には、農業粗収益算出における場合

と同様に、現物整理帳から（また直接に労働日記帳の「現物の産出・

投入」欄から）兼・副業から仕受けた生産物の見積価額の合計を記入

する。

　3）農　業　純　収　益

　農業経営Q所有する経営要素、すなわち家族農業労働力と自家所有

の農業資本に対する報酬（自家労賃と自家農業資本に対する資本利

子）にあたるものであり、次の算式によって算出せられる。

　　農業純収益冨農業粗収益一農業経営費

　この農業純収益は、個別の農業経営におけるその年度の最終成果を

示すものであり、経営の成功度を判定する最も重要な指標となるもの

である。次年度の経営設計に当っては、この農業純収益をより高める

ような生産ならびに費用投入計画を考えなければならない。
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4）家族農業労働韓酬（1日当り）

　上記の農業純収益は、家族農業労働力と自家所有農業資本との両者

に対する報酬を示すものであったが、経営要素を家族農業労働力だけ

と考え、自家所有農業資本に対する資本利子を見積って、これを費用

として農業純収益からさらに差し引く場合には、家族農業労働力だけ

に対する報酬を求めることができる。これを家族農業労働力純収益と

呼び、次ぎの算式によって表される。この場合の農業資本利子見積額

は、台帳51ページの付表5）から得られ、農業資本額に年利率をかけ

たものである。

　　家族農業労働力純収益＝農業純収益一農業資本利子見積額

　この家族農業労働力純収益は、その年度の農業経営に用いられた家

族の総労働力に対する報酬を表すものであるから、これをその総労働

日数で割れば、家族の農業労働1日当り報酬を求めることができる。

この家族総農業労働日数は、日記帳231ページ「部門別労働（能力換

算）分類集計表」の『自家労働」年即下から農外分を除いて計算すれ

ばよく、台帳51ページの付表6）にも示されるはずである。

　　家族農業労働綴醐（1日当り）＝幽薩一一
　　　　　　　　　　　　　　　家族総農業労働日数（能力換算）

　こうして得られた家族農業労働報酬（1日当り）は、その農業経営

に用いられた家族労働の効率を表すものであり、その農業経営におい

て、家族農業労働力や自家所有農業資本に増減のあった場合でも、こ

の大きさで年々の労働効率の比較ができるし、また農外部門に従事し

た場合とも、経営要素の大きさの異なる他の経営とも、労働効率の比

較ができる利点をもっている。しかし、この大きさはあくまで家族労

働の効率を表すものであって、その向上が必ずしも家族農業労働力純

収益や、農業純収益の増加を意味するものではないから、それらの増

加を目標とする場合は、経営内における家族労働の利用機会の維持、

ないしは増加を合わせて念頭におかなければならない。

　　　（注）　当計算に使用される労働投入量が、労働日記帳において時間数で

　　　　　記録されている場合には時間数を日数に換算して計算してもよいし、

　　　　　そのまま時間単位の計算をしてもよい。（以下同じ）

5）農業資本利回り

　上記の場合とは逆に、経営要素を自家所有農業資本だけと考え、し

たがって、家族農業労働に対しても、雇用労働なみに労賃を見積っ

て、これを費用として農業純収益から差し引く場合には、自家農業資

本だけに対する報酬を求めることができる。これを農業資本純収益と

呼び、次ぎの算式によって表される。この場合の家族労賃見積額は台

帳51ページの付表6）から得られるもので、家族総農業労働日数（能

力換算）に1日当り労賃見積額をかけたものである。

　　農業資本純収益＝農業純収益一家族労賃見積額

　この農業資本純収益は、その年度の自家所有農業資産すなわち農業

資本に対する報酬を表すものであるから、これをその農業資本額で割

れば、その年度の農業資本利回りが算出される。

麟資本利回り一糖

　この農業資本額は台帳50ページの付表3）で計算されることになっ

ている。

　こうして得られた農業資本利回りも、家族農業労働報酬の場合と同
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様、その年度の農業資本の効率を表すものであり、経営要素の異なる

年次や導入の経営との間においても、この大きさによって資本効率の

比較ができるし、農業外に利用した場合とも比較ができるわけである。

しかしこの場合も、この利回りは単に資本の効率を表すものであり、

農業純収益の増加を意味するものではないことを忘れてはならない。

6）農企　業利　潤

　経営要素が、企業ないしは経営能力だけであって、家族農業労働力

も自家農業資本もすべて所有しないように仮定した場合、その経営に

おいては、農業経営費ばかりでなく、家族農業労働に対する労賃見積

額も、自家農業資本に対する資本利子見積額も、ともに費用として考

えられなければならない。これら三者を費用とみて合計したものが、

農業生産費用と呼ばれるものであり、つぎの算式によって求めること

ができる。

　　農業生産費用＝農業経営費＋農業資本利子見積額＋家族労賃見積額

　この農業生産費用を農業粗収益から差し引いたものが、農企業利潤

と呼ばれるものであり、その年度の企業ないしは運営に対する報酬を

意味するものであって、その経営に用いられた労働ならびに資本（土

地を含む）のすべてを借り受けて、それらに対価を支払ったとした場

合に、なお残る余剰を表すものである。

　　農企業利潤＝農業粗収益一層業生産費用

　この農企業利潤の算式は

農業純収益一（農業資本利子見積額＋家族労賃見積額）という形でも

家族農業労働力純収益一家族労賃見積額　あるいは

農業資本純収益一農業資本利子見積額という形でも表すことができる。

　したがって、農企業利潤が黒字の場合には、家族農業労働報酬（1

日当り）および農業資本利回りは必ず地方労働水準および一般水準利

率をそれぞれ上回り、赤字の場合にはそれぞれ下回るはずである。

　付　表　の　説　明

　付表1）農業粗所得算出表

　表に示す各種目ごとの生産物収入および諸用役収入について、次に

述べるイ）～ハ）にしたがって粗所得を算出したあと、二）～ト）に

したがって粗所得のうち、農外において生じたものを「所得的総収入

種目別分類集計表」および財産台帳から拾い出して、それぞれ種目ご

とにその合計額を「農外粗所得」の欄に記入する。ついで粗所得から

農外粗所得を差し引いて農業粗所得を算出する（農業粗所得のほうが

容易に算出できるものについては、これによらなくてもよい）。

　本表は農業粗所得を算出するための表であるが、それとあわせて粗

所得の生産部門別および農業・農家別内訳を考察するために用いるこ

とができる。

　イ）　「所得的総収入」は、日記帳140ページ「所得的総収入種目別

分類表」におけるそれぞれの「現金所得的収入」と「生産物家計仕

向」との計を該当欄に転記する。

　ロ）　「流動結果財増加額」欄は未販売現物および中間生産物・小植

物・小家畜について、財産台帳集計の際に流動結果財として取り扱わ

れたものを、ここに分類記入する。

　ハ）　「固定資産増殖炉」は、財産台帳においてそれぞれ算出されて

あるから、果樹増殖額は「果樹」欄に、国樹・茶引増殖額は「その他

耕種生産」欄に、乳牛増殖額は「酪農」欄に、その他牛馬の増殖額は
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「その他養畜生産」欄に、林木増殖は「林産」欄に、というように、

それぞれの該当欄に記入する。自作地や農業用建物の開墾・土地改良

・新築・改築に伴う増殖額は「雑収入」欄に記入する。

　二）「稲」から「その他養畜生産」までの欄の粗所得は、すべて農

業所得として扱う。

　ホ）　「財産利用収入」から「年金・恩給」までの粗所得は、すべて

農外粗所得として扱う。

　へ）農業の一貫として生産された「林産」収入や、主として農業生

産物から材料を自給して生産する「加工品」の収入は、農業粗所得と

して扱う。

　ト）　「被贈・補助金収入」のうち、農業生産に対する直：接的な補助

金や、また「雑収入」のうち、古小農具・飼料空士などの販売収入な

らびに農業災害保険金収入などは、農業粗所得として扱う。

　付表2）農業所得的失費算出豪

　表における上欄の各種目ごとに、次のイ〉～ハ）にしたがって所得

的失費を算出したあと、二）～リ）にしたがって所得的失費のうち、

農外の費用に該当するものを、「所得的支出種目別分類集計表」およ

び財産台帳から拾い出して、それらを「農外所得的失費」欄に記入す

る。ついで所得的失費から農外所得的失費を差し引いた差額として、

農業所得的失費を算出する（農業所得的失費のほうが容易に算出でき

るものについてはこれによらなくてもよい）。

　イ）　「所得的支出」の行には、日記帳142ページの「所得的支出種

目別分類表」における該当額を直ちに記入する。

　ロ）「流動供用財減少翫の行には、財産台帳における購入現物お

よび中間生産物・小家畜・小機，具について、財産台帳集計の際に流動

供用財として集計されたものにかぎり、種冒ごとに仕訳けてここに記

入する。そして増加した場合には（一）の印を、減少した場合は（＋）の

印をというように、逆の符号をつけて記入する。

　ハ）　「固定資産償却蜘は、財産台帳において算出されてあるから

桑樹・果樹などの償却額は「大植物減価償却費」欄に、大家畜償却額

は「家畜費」欄に、大機具償却額は「機具費」欄に、建物償却額は

「建物費」欄にそれぞれ記入する。

　二）　「種苗費」「大植物減価償却費」のうち山林に関する失費を農

外所得的失費として扱う。

　ホ）　「肥料費」「農用薬剤費」「飼料費」「家畜費」「支払小作料」お

よび「水利費」は全額農業所得的失費とし、「負債利子」は全額農外

所得的失費とする。

　へ）　「機具費」「建物費」は農外使配分（兼業および家計使用率を

かけて算出）を見積って、農外所得的失費とする。

　ト）　「農兼業用光熱水道費」については、大機具の農外利用に応じ

て、それらの農外使食分を見積って農外所得的失費とする。

　チ）その他の費自については「種目別分類集計表」および「財産台

帳」の各流動資産の増減額欄を参照し、兼副業に該当する分を拾い出

して農外所得的失費とする。農業・農外に配賦しにくいものについて

は、合計額に農外使用率を見積って乗じた価額を農外所得的失費とす

る。

　リ）租税公課は付表4）によって農業・農外負担額を算出する。

　付表3）農業資本額算出豪

　農家経済の所有する資産のうち、農業経営に用いられる資産がどれ

だけあるかを計算する表であり、この農業資産の合計額を農業資本一
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と呼ぶ。この農業資本額は、財産台帳におけるそれぞれの農業資産の

年度始価額と、年度末価額を加えて2で割った平均額の合計を求める

のが望ましいが、簡便法として、年度始価額だけで代表させてもよい。

　　「土地1は貸付地・林地・小作地を除いた自作農用地の価額と、宅

地の農用分価額とからなる。宅地の農業使用率は建物の農業分と農外

分との建坪比で按分し、苗床・繋牧地などがある場合はそれを農業分

とみる。

　　「建物」は農舎の全額と母屋・土蔵などに農業使用率をかけた価額

とからなる。この場合の使用率は使用坪数と使用期聞とに基づいて判

断する。

　　「果樹・特用樹」「大家畜」は全額を記入し（林木は農外資産とみ

る）、「大機具」については農業使用分を計算して記入する。

　流動資産のうち「中間生産物」「小植物」「小家畜」は全額を農業資

産として扱い、他の種目については農業分を拾い出してそれぞれ該当

’欄に記入する。

　付豪4）二二公課農業負担額算出豪

　農業所得的失費に算入きるべき・租税公課額（台帳49ページ「租税公

課」欄に記入）を算出する表であり、この中には所得税・相続税・住民

税などを含めてはならない。

　　「固定資産税」は土地負担分と家屋負担分とに分けて、まずそれぞ

れの支払い額を記入し、つぎにそれぞれの農業負担率をかけて農業負

担額を算出する。この場合の農業負担率は、土地・家屋のそれぞれに

つき農業資本額（付表3参照）を財産台帳の資産額で割った比率を用

いるのがよい。

　　「農兼業用自動車税」の場合は農業での使用率をもって農業負担額

を求め、「土地改良費」や「農業関係の組合費」は全額を農業負担額と

してよい。ただし森林組合費は農外として扱う。

　付表5）農桑資本利子見積額算出表

　農業資本利子見積額を算出する表であり、「農業資本勧の行には

付表3）の合計額を転記し、これに一般の平均年利率をかけて算出で

きる。

　付衰6》家族凸面見積額算出表

　家族労働を雇用労働なみに扱った場合の家族労賃見積額を算出する

表である。「家族農業労働日数」の行には、日記帳231ページ「労働分

類集計表」の自家労働年計画から農外労働を除外した日数を計算して

記入し、これにその地方の平均的な臨時雇いの賃金をかけて算出でき

る。

B　部門計算表

　ここにいう部門とは、農業経営を構成するところの稲作部門・麦作

部門・みかん作部門・酪農部門・養鶏部門などの個々の生産部門をい

う。現実の農業経営は、これらいくつかの部門が結合されてでき上

がっており、これらを分割することはかなり困難であるが、ここでは

主要な3部門について、それぞれ独立した分析を行い、それぞれの成

果を計算しようとするわけである。したがってこの場合は、農業経営

全体の計算では、粗収益にも経営費にも算入されなかった自給物財な

らびに用役が、「経営内部仕向」として部門粗収益に、他方「自給」と

して部門経営費に算入されねばならない。また部門計算を行うために

は、当然のことながら、その部門で何がどれだけ生産され、何がどれ

だけ、使われたかを知らなければならないから、部門計算の正確を期
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するためには、販売・購入・自給のいかんを問わず、その部門に関す

る「現物の産出・投入」を労働日記帳に記入し、「現物整理帳」（日記

帳245～255ページ）に整理しておくことが望ましい。

　こうして得られた部門計算の結果は、農業経営の診断・設計のため

に非常に有用な手掛かりを与えるものであるが、忘れてならないのは、

この部門計算が部門を独立のものとみなした擬制計算であることであ

り、現実の経営における各部門間の相互関係を無視して、この結果だ

けを重視することは危険であり、あくまで経営全体との関連において

判断すべきだということである。

1）部円粗収益計算豪

　計算しようとする生産部門の主産物と副産物について、「所得的収

入」「家計仕向」「年度末増加・増殖額」および「経営内部仕向」の処

分別に分類記入して、それらの合計としての部門粗収益（粗生産価

額）を算出する。

　「所得的収入」および「家計仕向」欄には、日記帳の「所得的収入

種目別分類表」から転記する。また「年度末増加・増殖額」欄には、

財産台帳の該当欄からそれぞれ転記する。「経営内部仕向」欄には、

現物整理帳の当該生産物の口座の「経営仕向」欄に記入した合計数量

を記入し、これに単価を乗じて価額を算出する。

2）部門経営費計算豪

　部門において費された物財ならびに用役の費用を算出して部門経営

費を計算する表である。「種苗」・「肥料」・「農用薬剤」・「飼料」・「原

材料」などの物財については、それぞれ現物整理帳の該当口座または

労働日記帳の「現物の産出・投入」欄から当該部門に費やした数量を

購入・自給別に拾い出し、それぞれの単価を乗じて「価額」を算出す

る。

　り匿用労賃」については、労働日記帳の「雇用労働」欄から、当該

部門に投入した労働日数を拾い出しで、評価する。

　「大植物」・「大家畜」・「大機具」・「建物」の減価償却額は、それぞ

れの減価償却額にそれぞれの資産に対する部門利用率を乗じて算出す

る。ただし「大植物減価償却費」の行は果樹・特用樹部門の場合にの

み記入し、「家畜費」中の「減価償却」の行は酪農部門などの養畜部

門の場合にのみ記入する。

　「租税公課」の場合も、税の対象となる各資産の部門使用率や、そ

れぞれの税の内容によって負担額を算出すればよい。

　その他の費目については、日記帳「所得的支出」欄または「所得的

支出種目別分類集計表」から容易に拾い出せるものは拾い出し、分離

の困難なものは部門使用割合などを基準にして配賦する。

　「支払い小作料」の行を設けなかったのは、部門計算においては、

小作地をも経営体とみなすほうが適当だと考えたからである。

　　〔注〕　酪農経営において飼料作物が大規模に栽培されている場合には、

　　　　乳牛飼養部門と飼料作部門とを分離し、飼料作部門の生産費用合計

　　　　額を乳牛飼養部門の「飼料」の自給欄に計上するとよい。

3）部門成渠計算表

　イ）部門純収益
　その部門に用いられた家族労働と農業経営地（小作地を含む）その

他の農業資本に対する報酬を部門純収益と呼び、つぎの算式によって
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計算される。

　　部門純収益＝部門粗収益一部門経営費

　部門粗収益および部門経営費は、それぞれ（1＞部門粗収益計算表（52

～53ページ）および（2＞部門経営費計算表（54～56ページ）において算

出されるので、それを転記すればよい。

　ロ）部門家族労働報酬（1日当り）

　農業経営計算における家族農業労働報酬（1日当り）の場合と同様

の手続きで、まず部門純収益から部門資本利子見積額（58ページ付表

2より）を差し引いて、部門家族労働力純収益を求め、これを部門家

族労働日数（58ページ付表3より）で割ることによって算出できる。

　　部門家族労働欄一一
　ハ）部門資本利回り

　農業経営計算における場合と同様の手続きで、まず部門純収益から

部門家族労賃見積額（58ページ付表3より）を差し引いて部門資本純

収益を求め、これを部門資本額（58ページ付表1より）で割ることに

よって算出できる。

　　部門資本利回り一一
　二）部門企業利潤

　農業経営計算における場合と同様の手続きで、まず部門経営費・部

門資本利子見積額・部門家族労賃見積額を合計して部門生産費用を求

め、これを部門粗収益から差し引くことによって算出できる。

　　　部門企業利潤冨部門粗収益一（部門経営費＋部門資本利子見積額＋部門家

　　　　　　　　族労賃見積額）

　ホ）主産物生産費

　部門計算の結果から、その部門の主要生産物の単位当り生産費を算

出する表である。二）で求めた部門生産費用は、その部門に費やされ

た総費用を意味するものであるが、その結果生産されるものは主産物

だけとは限らず、副産物を伴う場合が多いので、部門生産費用はその

まま主産物生産費用を表すものではかならずしもない。そこで部門生

産費用から副産物粗収益（52ページ部門粗収益計算表から主産物以外

の粗収益を算出）を差し引いたものを主産物生産費用とみなすわけで

ある。そしてこの主産物生産費用を主産物生産数量（52ページ部門粗

収益計算表の主産物「生産数量」欄から転記）で割れば、主産物の1

単位当り生産費が算出される。

　　主産粧敵一鎧響
　付　表　の　説　明

　付表1）部【資本額算出表

　農業経営計算の付表3）（50ページ）で求めた農業資本額のうち、

部門に用いられた資本はどれだけであるかを計算する表であり、各種

農業資産額に部門負担率を乗じて算出する。

　「土地には小作地を含め、部門利用総面積について地価を評価す

る。同じ年度にその耕地が他の作物にも利用される二毛作・三毛作な

どの場合は、その地価にさらに部門負担率をかけなければならず、そ

の場合の負担割合は、便宜上平均的な部門純収益（それが困難な場合

は部門粗収益の概算額）によって按分する。なお養畜部門の計算を行

う場合、自給飼料は他部門（飼料作部門）から仕受けるものとして計

算する関係から、自給飼料栽培地を「土地の中に計上してはならな

い。

　　「建物」と「大機具」については、各建物または各機具ごとに部門

使用率は異なるので、1件ごとに部門負担額を算出する必要がある。

（61）

このことは、さきに説明した減価償却費の部門負担額算出についても

同様である。また、　「果樹・特用樹」および「大家畜」は、果樹や酪

農部門などの部門計算を行う場合に、財産台帳から該当資産を拾い出

してここに記入する。

　なお以上の部門資本額は、農業経営計算の場合と同様に、年度始価

額と年度末価額との平均額を求めることが望ましいが、簡便法として

年度始価額だけで代表させてもよい。

　流動資産について部門負担額の計測が困難であったり、しかも比較

的少額な場合には、便宜上これを省略してもよい。

　付表2）部門資本利子見積額算出表

　「部門資本額」の行には付表1）で求められた合計額を転記し、こ

れに一般の平均年利率をかければ、部門資本利子見積額が算出され

る。

　付表3）部門家族労貨見積額算出表

　その部門に投ぜられた年間の家族労働日数、すなわち「部門家族労

働日数」は労働日記帳の「部門別労働（能力換算）分類集計表」（230

～231ページ）の「年強」行から転記できるものであり、これにその

地方の平均的な臨時雇い賃金をかければ、部門家族労賃見積額が算出

される。部門計算を行おうとする部門については、労働日記帳におい

ても、あらかじめ部門を設定しておくのがよい。

》
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財産的収入・支出種目別内容例示 所得的総取入種目別内容例示

．種　　　　　1目 略称 内　　　　　　　　容． 種．@　　　且 略称 内：・　　　　　　容

土　　　　　　地 土 土地の購入・開墾・土地改良、およびこれに付随

ｷる登記料などの支出、ならびに土地売却収入
稲 稲

米の販売収入および家計仕向、なお、くず米・わ
^などの副産物の販売や家計仕向も含む．（副産物の分類は以下同じ）・

建　　　　　物 建
建物・構築物の績築・改築・大修繕に伴なうすkての支出、な5びに同売却啄入

麦・雑穀・いも ，麦
　　　　　　，7，ｽ類・ン繍・下ウモ卯シ．カンシ。、．バ財

Aショの販売収入および家計仕向

大　　植　　物 大植
』舳・植林のため唖木およ川目の購入支出・ならびに売却収入

　　　　「

?@　　　　菜 野
ナス・．インゲン’Cダイコ．ン・サトイモ・ネギ・ス　’

Cカ・イチゴなどの販売収入および家計仕向

大　　家　　』畜 ．大．畜． 牛・、馬の購入支出、ならびに亮却収入 果　　　　　実 』果 モモ・クリ・・ηンゴ・カキ・ミカンなどの販売収．・

?ｨよび家計仕向

大、’　機　　具 大機
大機具（約λ万円以上）ρ購天支出ならびに売却

茁
その他耕種生産物 ．耕

雅？鰻1舞篭類饗劣魏章又丈ζ歪縁9
v仕向　　　　　　，

預　　貯　　金 貯
農協・郵便局・銀行などの預貯金預中れ（支出）

ｲびに引出し（収入）

・牛　　　　　乳
乳 牛乳の販売収入およ・び家計仕向

貸　　付　　金 貸 貸付け・（支出）ならびに貸何金の返済受け（収入） 鶏　　・　　卵 鶏
ρ成鶏・ヒナ鵬卵の販叡入お1よ・び鮒仕向

　　　　　　　　　　　卜

｢・　収　　金 未収
艦層

ш|釧隷（支出）．ならび嘆払・受1ナ鰍） その他養畜生産物 畜

頼1 黶@子　講 講 頼母子護聴込み輩出粋らぴlr回し（収入）． 林　　産　　、物 林
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Y・’凄き・しば・畠下草・マツタケなどの販売収入

ｨよび家計仕向

’積　立∫保　険 ・保

生命保険・建物更生共済の払込み（支毘）をらびに払戻し像入）

加　　工　　品
　　，
E加

出　　資　　金 資
組合などへの出資金の邦込み（支出）ならびに払戻し徽入）

財産利用収入
財
利
　
5

’牛馬・農具の賃鰍小儲．・孝ll子・配当などの

茁?ｨよび建物宅地用役零計仕向

　　　層

L　価　証　券 券
購・各酷託・公覇奴の購入．（支出）な．ら’

ﾒ｝こ売却（収入）．
労賃・俸給収入’ 労収 被傭労賃・俸給・各種手当などの収入

借．「　入．　金 借「
邑借入れ（収入〉ならびに借入金の返済（支出）

年金・恩給収入 年 各猿年金・恩給，．退職金などの収入　　　　　’〆

来　　払　　金 未払 　　　　　　　　　　　　　　FD買縫の未払い（収入肱ちびに苅し’（支出）
被贈・補助金収入　　　　　　　， 贈

雑　　収　　入： 雑収
飼料古袋・古小農具・古雑誌・’ ﾃ家具などの販売．．

茁?Aおよび農業共済金・室ぐヒの．賞金などの収木・

演習用・帳簿目　次

日記．帳の部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ページ（下部欄外）

　　　　　　　現金現物日記帳………・…・…・・．………………曾……………・・…・・…・…．一……・・…・1～1．1

　　　　　　　　　現金現物日記帳月別集計表…1∵…………・・……・・♂・…・……！…・………・ち…・…………　12・

　　　　　　　農家縫済決算A表・・………：一…・…………∵……・………………・・…，…一……………　13

　　　　　　　労　”働．日　　言己　帳…・∵・・……・…；……・・野・……・…　…・・…・…・…・…・・………・・一！…　14　～　ユ5

　　　　　　　　　門別労働（能力不換算）分類集計表一……………・………∵・・……・碧・………16～17

　　　　　　　　　部門別労働（能力換算）分類集計表・…一………・・L…L，・・；・・………………」…・・18一ア19．

　　　　　　　貸借整理帳…；一…∵一・…一一…一・・一……や…・…・一：……：一を・．．一・1

　　　　　　　現物整理帳・…・…・……一・・一…………‘“・……・∵・・…・・…・……………一’・…22

台　帳 の
家
，
財

部

族i・台帳・・．……一…∵・……

産台帳………・………・…・

財産台帳集計表………・…・・…・…．・6

農家経済決算．B表…………・…・………・…・…甲…………∵……・…・………・……・…門

農業経営分析諸表……・・…・・……・一……一…一・・………………・・…・…………’”41～51

・・…・・……
o・。…・・…・・・…　…・・℃…・・鱒・・………。・…・　23

・・・…　㌔・…　。・…　。・・φ・・。…　。・・・・・・・・・…　。。。・・…　。・・…　鱒・・24　～　38

一・・・・・…
@。・・・・・・・・・…　鱒。・・・・…　∴・・。・・・・・・・・…　∵・・・・…　．・・。・　59「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40
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所得的支出種目別内容例示 家計賛穰目別内容例示

種　　　　目
略
称
「 内　　　　　　　　容 種　　　　　．目

　9ｪ，、 ．内．　　　　　　　容　　圏

種　　苗　　・費 種
農作物の種子・　木および果樹・林木の園圃用苗
ﾘの購入支出、ならびにこれに付随した運賃その
@の支出　イ随縫　は以　百　　に　　　る

米 米
りる　・　　米の　　　　および　員｛又、なら
ﾑに精米料などの支出（ただし、飲食費以外の他
ﾚ的で使ったものは、該当種目に含ませる）　　．

肥　　料　　費 肥 肥料の購入支出
麦・．．　　・

｢　　も　類
穀

農用薬剤費 薬 作物病害虫防除および除草用薬剤などの購入支出 野菜・海藻類 菜
野菜類・海藻類（コンブ・ワカメなど）・同加工

iなどの購入支出ならびに家計仕受

．飼　　’料　　費．

@　　　　・

飼
飼料・敷料の購入支出および飼料用麦のひき割り　　　　　　　　　　，

ｿなど

　，

f飲

H
費

　　　■．．
宦E肉・卵・乳類 魚

魚貝類（魚・貝・エビ・タコなど）　・肉類（牛。
@　　　　　・鶏卵・牛乳および同加工品などの豚・鶏など）購入支出ならびに家計仕受

家　　畜　　費 畜
　・ヒツジ・’・ウサギなど中・小家　の購入お
謔ﾑ蚕穏の購入支出、ならびに家畜の種付料・医
ﾃ黄など

調味・油脂類 味
調味料（砂穂・食塩・みそなど）・油脂類（食用

禔Eバターなど）の購入支出な．らびに家計仕受

原　材　料　費 原
加工用原料の購入ならびに俵・なわ・潤滑油など

剥ﾞ料の購入支出 嗜　好　　晶 好
・酒類・茶・菓子・清涼飲料・果物などの購入支出

ﾈらびに家計仕受

機　　具　　費 機
小機具（約1万円未満）の購入支出、ならびに大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

ｬ機具の維持修繕支出 外　　　　食 外
学校給食・動務先の外食・共周炊亭のための支出
E畜荏題皆ヰ崇藁二塁藻二野盒嘉皆白綻葎払嚢食費はそれぞれの種目に含ませる）

建物維持修繕費 建維
建物の維持修繕のための材料の購入支出、ならび

ﾉ労賃支出

　　　　　　　業　用

W熱・水道 農光
農兼業用ガソリン・石油・・薪炭などの購入支出、

ﾈらびに電気料・水道料など

た　ば　こ　代 ・た たばこの購入支出

作業用被服費 作服． 農兼業用の作業衣・帽子・はき物などの購入支出
被服・9身回り品費 服

衣服・シャツ・くつ下・腕時計・財布などめ購入
x出、およびこれらを保顕するための洗たく石け
@　　　　　　　　　　　　　　　　　ならびにん・ナフタリンの購入、洗たく料など、

﨑棊pとしての家計仕受　　　　　．

支払い労賃 労支
雇用労賃の支払い（ただし、建物維持修繕の際の’

蜊H・左官労賃は建物維持修繕費に含ませる｝
住居・家財費 住

上敷き・障子紙・テレビ・茶わん・はしなどの購

u灘一鶴聯路濠麓勢勲ど破

負　債　利　子 二二
各種負債利子の支払い（年賦償還の場合は利子部

ｪのみ）
光熱・水道費 光

まき・木炭・マッチなどの購入支出、および家計
d気代・ガス代・水道料などの支払い、ならびに
R料としてのまき・わらなどの家計仕受

支払い小作料 小作 　　　　　　　　　「ｬ作料の．支払い 保健・衛生費 健
肇難｝三麩イ㌻ノ浬讐滲鴨山斗蔭繍享櫨着けん・幅出クリームなどの購入支出

借1賃　・料金 料
家畜・大機具などの賃借料、出荷手数料・登臨手
迫ｿおよび賃耕・請け負い作業・共同作業の支払
｢料金・業務用電謡料など

学校・教育費 ．教
’小’校・中学校・高等学校・大学などの授業料・

eや盤猿二項難羨雛入・ならびに

水　　利’・　費’ 水 農業用水利のための支払い 教養・娯楽費 娯
ラジオ・テレビの聴視料、新聞・雑誌の購醗料、家事購習費・同視察費ならびに映画の観覧料・．その他娯楽用品の購入支出など

災害保険料 災保
共済保険料・火災保険料などの災害保険料の支払

｢
交際・通信費 交

他人への各種祝金・香典・進物用品の購入、およ・
Dび進物用現物家計仕受ならびに教育以外の仕送り
?A家計のための電話料・通信費など

研　　修　　費 研
農兼業のための図書・雑誌の購入支出ならびに農

膜､究会・同見学のための支出 冠婚葬祭費 冠 曹ﾈどの家計仕受

租　税　公　課 税 g饒認改一凝職騨など彿入支
諸　　負　　担 負 青年団費・婦人会費・社寺費・共同募金・消費組

∑?Aおよびその他寄付金などの支払い　　　「’

雑　　支　　出 雑支
以上の種目に含まれないすべての支出、貸倒金・

ｴ失金・通勤費など 雑　　　　　費 雑
以上の種目に含まれないすべての家事支出、．家族
ｬづかい銭・．家事雇い人（女中・，子守）．の給料・

S付けなど

現金現物日記帳
．（9

現　　　　　金　　　　取．　・　　引．

月

　　　　　　　　　　　　　脚
E　　　　　　　、要　　　　　　　　　　　　」 数量』 収．　　　入 支　　　　　　　　出 ，．残　金

9生．・．・産　物

ﾆ計仕向
種旨 所得的収入 財産的収入 種目 所得的支出 ．家計支出．．． 財産的支出 種　　目 価　　額

日’ 円 円 円 円 　　　　円
v

匡

・
P

‘L

齢

「

F

n

、

、

：

Fb噛

@　　　L
＼

’

小　　　　　　　計

r1｝
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（10）．

現金現物日記帳
現・　　　金　　　　取　　　　　引・

月 摘　　’　　　　要． 数量 収　　　　入 支　　　　　　　出
残・金

生　産　物
ﾆ計仕向

種目 所得的収入 財産的収入 種．目 ・所得的支出 家計支出 ．財産的支出 種　　目． 価　　額・

日 円 円 一　　　円 円 円 角

、

　　　．
C

一
・ 　‘．．「「胴一一 一

P

：

．－

　　　　　FE

．一

一．
■P

　　　．

・へ． 現．金現物日．記帳
（11）

現　　　　　金　　　　取．　　　　引 　　　　　　噛幽
D生　産　物・
ﾆ計仕．向．月

摘　　　　　　　要　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　r　　　　．　　　　　　　　　　　b　　「

数量

@　．「

収　　　　入 支‘　　　　　　出’
残　金

種目． ．所得的収入 財産的収入 種目． 所得的支出． 家計支出 財産・的支出 種　　目 価　　額・

凶日

F

　　　円

b

．　　　　円 円 円 円 ・F

，　　r

9

5

「　　　　，

’
－

．　　　　　　　　　　　　r

「．一P一 唱 一7一一」

曹

、
．

、　　　　　　　　　ノ
，鴨

@　　ρ

小　　　　　　　’計　　　　－　竺

・・ D（3♪
1

一170一



（12）．

「 現金現物日記帳 、

．現　　　　金　　　・取　　　　引 生　産．物
ﾆ計仕向月． 摘　　　　　　　要 数量 収　　　　入 支　　　　　　　　出

残　金
種目 所得的収入 財産的収入 種目 ・所得的支出 家計支出 財産的ま出 種　　目 価　　額．

日 円 円 円 ．　　円 再

’

ρ」

■

，

：

L

㌧　’

小　　　　　　　　計

．14）

現金現物『日記帳
現’　　　．金　　　　・取』　　　　引 生　産’物

ﾆ計仕向
　
　
唱
、
月

摘　　　　　　　要 数量

@　　’

収　　　　入 支　　　　　　．出
残　金

種目 所得的収入 財産的収入 種目 所得的支串 ・家計支出： 財産・的支出
種’ @　目． 価　　額

ン　．日 叩「 円 円 円’ 円 「P

r

’

ノ
L 曽F

一

1

小　　　　　　　　計

．（5）
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現金現物日記’
現’ @　　金　　　　取　　　　引 生　産．物家計仕向一

　
月

　　　　　　　　　　　　　一

E　　　　　　　要’ 数量． 収　　　　入 支、　　　　　出
残　金種目 所得的収入 財産的収入 種目 所得的支出 家計支出 財産的支出 種　　目 価・　額・

A
「

日 円 円 円　． 円 円 円

’　　「L

●　　　　　　　　　　　　　　　　　「

@　．，

山

」

P

．．一一

．
、

ト
，

・

小　　　　　　　　計

（6）

現金現物日記帳
現　　　　　金　　　　取・　　　引・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

　ぎ

O∫

u「－

摘　　　　　　　要 数量． 収　　　　：入』 支、　，　　　出
残　金

生
　
’
産
　
物
・
家
計
仕
向
　
．

種目 所得的収天 ．財産的収入 』1種目 ・所得的支出 ．家計支出 財産的支出 種　　．目 ．価　㌦額
臼． 円 円 円　・ 円 円 戸

〆

一

9ρ

曹 一

冒

、

魯

9

一
　
「
「

一

　　　，f

一

耳　　　　　　　　　”

，

雫

小　　　　　　．計
，

‘7）
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現金現物日記帳
　P

迫ﾊ’

現　　　　金　　　　取　　　　引
月 摘　　　　　　　要 収　　　　入 支　　　　　　　《噛出

．残　金

生　産　物
ﾆ計仕向・

種目 ．所得的収入 財産的収入 種目 所得的支出

家
計
支
出
「

財産・的支出 種　　目 価　　額　　　　暫

目 円 円 円 円 円 内

∫

9

’

’

9

～

’

、

8

， ＝

小． @　　　　　　計・一

rΩ、．

現　金　現　．物　日　記　帳
（17）

現．　　　金．　　．取　　　　引1
月．

「　　　　　．

@　　摘　　　　　　　要

@　　　　　　・「

数量

収
　
　
　
　
　
入
噂 支　　　　　　　　出

．残　金

生　産　物
ﾆ計仕．向、

種目 所得的収夫 財産的一夫 種目． 所得的支串 家計支出 財産的支出 種　　目 ．価　　噸

日’ ，　層円！ 内， ．円．

　円
C

角

輪

L1

“

冒

’

’

一L

小　　　　　　　計
P

fq1
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（18）
現　　　　金　　　　「現　　　・物　　　　日　　　　．雨己・　　帳 （9）

、：現　　　　　．金　　　　取　　　　　引

月． 摘　　　　　　　要
H

数量 収’@　　入 支　　　　　　　　出
・生　産　物”
ﾆ’計．仕伺

種目「 所得的収入 ・財産的収入 種目、 所得的支出’ 家計支出 財産的支出
残　金

種　　目 価・　額　　　■

，日 円 円 円 ，　円 円
・

角

、

幽
o

一幽，｝

’

　　　　一｣

院

．

「

＝

小　　　　　　　　計．

負。、

●

現　　金．幽：：現　・物　　日・「記1．　帳 （19）

現．．　　　金　　　　取．　　　引
見 摘　　　　　　　　要 数量 収　　　　入’

支　　　　　　　　出　．髄

残　金

生　産　物．
ﾆ計仕向．．

種目 所得的収入 財産的収入 種目 ．所得的支出・ ，家計支出 財産的支出．・ 1種．．　・目 価　　額．

日1 円　． ．円
1
、

円 円 　　　円、
Dr

円

．τ

’

’

「．

7

r

　　　，　　　　．

’

1

、≧．

■一

▼　　　　　　　　　　「

小　　　　　　　　計

’噸噌、

一174一



（114） ！付イ〕現金現伽記帳高高識

現　　　　　　　　金　　　　　　　　取　　　　　　　　引’

月　　別　：
前月から

J　．越

収　　　　　入
計．

支　　　　　　　出 翌月へ
J　　越

生・’産　物

C家計仕向1
所得的収入財産的収入 所得的支出家計支出 財産的支出

計

月

円 F1 円 円 円 円 円 円 円 円

月

月

う

月

月

月

月

月・． ’

月

月

月 「　．

月 二

・年　　計， 　　／／

^
〆／〆

（注｝・各月あ両「計」欄の傘額は必ず一致せねばならない　．

所　　得　　的　　収　　入　．．年　　計 　　　　円

生　産　物　家㌦計　仕　向　年　計

計　　　．（所得的総収入）

所　得

所　得・・的、総　収　入’
円

所　　　得　　．　的　　　支　　　出

・差引’・（禰的弓収入），
P

晦舳恕天計簸

2断得的丈出表
的　支　出　年　計

，3）所得的純収入・計算表

タ）家計費’計算表

家　　．．計　　支　．出　　年　　計

円

生産物家計仕向年計

計　（家　計　費1
L一

、
　
表

　
算
．
謡
．
入

．
収．
剰
収

　
・
余
‘

　
済幽
経
純

　
家
　
農
的

　
の

表
’．A
．
・

算
・
決
、
済経

家
．農

得
・所

費
幻，叡
　
乗
　
余

　
．
済
　
経
’
家
「

計
儂

家

引差

簸
‘
．欝岐

な
．かま㊧

なかまたし給支「
へ
雇常

　
額
　
積
　
見

い
、
い

　
啄

　
・
カ
．
また辱

し

ラ額給支幽
い権勃 ・

配
櫨
，

か．
欄
等
．
表
劃
算

購
．
計

　
　
費
額

、
如
．
費

か
．
十
綬
茄
．
給
．

鰍
飽
、
；

き

，
纏
族
計
い

　
給
．

　
絞
計

　
糎

・
・
．
臨

励
回
附
力

獣｛
、

勧※

一
家

・
なか

．

ま

円

コ
．
「

）
．二二二二二二嫁

．

引差

円
　
．

　
［
⑯
珊
　
「

所’ 普@的　純　収　入‘
円

家・　　　　1計．　　　　嚢

差　　引　　（丁丁経済余剰収入）

常雇λ支給したまかない購・額
円

臨時雇へ支給．したまかなレ｛見積額

計　　　（まかない支給額）

一．家　・　　　　計・．　　　　費
円

ま　か　　な　、、い　支　玲　額

差　　引　　（家族負担家計’費！



（124＞
「労　’働・’日　　記　　帳

　’
o　　　営　　　主

月

　別

@部
@門
@別

V’・

「　　　　ρ

計 計

」

¶計 計

，　「

F

，

2 ノ

3

4

5
P 、

6

7

8

9
、．

10

能’
@勇’不携算計

し

：圏

　」1¥　　　　力
ｷ　算　率

能　　　　力’

ｷ　算　計，

労　 働　　日　．記　 帳
（125）

r、＿闘L’ Dr　　　　一

雇用労働 動　　力
畜1力
i牛「・馬）

現物の産出・投入・
男 女

計 部
馳
門
日
数

．部

日
数
部
門

機
具
1
名

日
数

部
．
門
、
日
数

雇ま

lか
ﾗな　い

糾z

　　．現
ﾌ見　　　物・

x積’
@　　名　　　　　「 量

数1産投　　出入　　ま部　　．・た門　　は名’

　作　業：種　類．

C　　　　　　　乱

備1 D　忘　　・記　　事　　　　　　　　　’

T

＼

、

畠

’

マ．
　
i
7

　　り
A，L

i

．’

＝

　　，
Cく’

．7■
曽　　　　　　曾

『摘録』本旬の1日標準労働時間　　　時蘭

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

i15）
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（200）
人別労働（能力不換算）分類集計表

自　　　　　　　　　　　　　　　家　　　　　　　　　　　　　　　労　　　　’・・．　　　　　　　　　　　1　　労働別
@　’イ砂「
@駕月別、旬別

1

．計 計 計 v
上旬

中旬

下旬’
一

月 　」v 、　’

上旬
、

中‘ { 1

下旬
P・・曾．．

一

月 計 P

の

“

上旬
．’ y

中旬

下旬
i

』計

上旬 ｝
9

中’ { ｝

下旬 「
．

…

月
計 「

二

年　　計

（16）

人別労働（’能力不換算）分類集計表幽 （201）

働　　　　　　　　“ 雇　　用　　労　　働
動　　　力

畜
　
　
　
力
，
F

支見’

男 女　　　，

給’

ﾜ
積
い
額

．
計

1 計 計 計

r　　．

．
L
’計 「

計

備　考

＼

、

’

1

i

（17）
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部門別労働（能力換算）分類集計表（206）

」

　部門別
@’労働別　一　入

氏@旬　「　別．別　　　別

自一家　　労　　働 自　．家　　労　　働 自　家　労　働 自　家

計、

雇
用
労
働
合
計

計．

雇
用
労
働

合
計

計

雇
用
労
働

合
計

堵

上旬

中旬

下旬
月’．

計

上旬

中旬

下旬
月
計

上旬．

中旬
下
旬
．

’月　　計』
’

上旬

中旬

下旬
．月

．・ v
．年　　計

〆｛0、

（207）部門別労働（能力換算）今類集計表

、1 J．働 総「計　’

；働』凸 、自　家．労　働 ・．自　家　1労　働、 雇＝合’ 自 家．労』働』’1一 合．

計

雇
用
．
労
働

合
計

計

雇
用
労
働

・合

v
計

用
労
働
「
計

し

雇、・用　・

J・
ｭ 計

自家労働 雇用労働

一

一

1

．覧

、

●

「

（19）’

178



（214）
貸借整理帳．（貸しの部）

口　座 月日 摘　　　　要

@　　　　　　幽

貸　　し

i財産的支出）

返済受け
i財産的収入）

残　額

円 円 円

●

、

L」

●

　　　，

．口　座・ 月日 摘　　　・要 貸　　し
i財産的支出）

返済受け　　　　，（財産的収入）

　　，

c．額
@　●

・円 円

，

「　　　　　　馳

層

．＝

rgα、

貸借整理帳． i借りの部）

口．座 月日 摘　　　　要・』
借　　り
i財産的収入〉

：返　　済

i財産的支出）

残
　
額
．
．

円、 円． 円

－
　
　
　
　
　
　
．
　
　
印
　
．
」
．
．
．
f
．
、
．
一
・
輔
ご
．

卜，

．一
聖

．「■

r”1▼H　．　一．1F1．

・1・

’

1

（215）

9口・・

座・ ，
月
日 摘 要

借1
i財産的収入）

り 返（財産的支出）済 残 額

r

円　． 円　、 「

■．

．，

9 亀

L噛

「

（21）
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．（224）
現・　物、整　理　帳

受入　れ　の’部 払　’出　　し’　の　　部’

口　座 月日 ．摘　　　　　　　　要 受入
齔

産　．出 購　入
．払出

ｵ先 　1ﾌ　売 家計仕向 』投　入

残
　
　
高
，

’

1

、

1　　　「
、

’1

（22），

』1．　家族．台帳 こ3）

昭　和　　　　年　度 昭　和　　　　年　度 昭　和　　　　年　度’
経営主と‘の続柄

姓　　　　　　名
年齢
労働
¥力
備　　　　　　考 年齢．

労働
¥力．
備　　　　　　考 年齢

労働

¥力
備　　　　　　考

o営主
’

，一

常　雇
r

「

t

し

計

（23｝．
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地1）土財産合帳．
り
4

L塾

@楕　　　　　　　　要
昭　　　和，　　　　　　　　　　　年　　　度． 昭　　層和－

種　目
年’度　　始 年　　度　　始

数量 価　　　額
償　却．額 増　殖額

財産的取引

ﾉよる増減 数　量 価　　　額．
円

　　／”角D　ρ　’　，　曹　”

C　’　”

’円 円

　　，　　「
@　’
　　，　一@　，　9@　，　の@，　’@，　「@r　’C　’
C’

　　，「@　，　’@　’@，ρ@一，@’
C　’

e　　’

C　’
、　．

　　，9@　「’@　，　’@，　’@，’@．，秩CﾏPf
　　，“@　，ρ@．　ρ@，　　’@，’C鼻ﾏ　’

　　一@　’@　ρρ@ρ　’@，　’@ρ，ﾏ7

　　「@　’　　’
@　’@　，’@「
@’　，　「　ρ

　　　’@　，　’@　，　　，@，　’@，　’　●
C　　7

　　　’　　’@　，　’@“・@，　　ρ@’
C　’

　　，　’@　一　’　　’

@，　ρ@’@，　一C’
　　’@　’　　’
@　’@’@’@，’C　’C’u　ρ

　　r　ρ@　，　’@　r’@，　’@，　’C’
ﾏ　’

　　，　’@　，　’@，　　’@・　　’C　　’

C’ﾏ

　　，　　’@　，　一　’
@の　”秩fぞC　’

f

「

P

　　，　’@　，　’@，　’　ρ
@，　’黶@’
C　’

、 　　「@　r　’@翻，@，　’@，’C　’C　’

：

　　，　’@　，　’　’　，　ρ

@，　’C　’
ﾏ　’

｛6）地（つづき）1）土
’　　　　1

增@目
　　　曹
E　　　　　　　　　要

・昭　噛　和　　　　　　　　　　　　年．　、度 昭、．・　和

年　　度　　ロ ，年　　度　　始

数量 価　　’額． 償却額． ．増　殖　額
財産的取引
ﾉよ・る増減． 数量 三層　額

円 円

　　，　’@　，　　’@　，　’@，　　’@，　「C　　’
u’

　　　．@　，　　’@　，　’@，　’@，　’C　　r　　’

　　　’@　一’@　，　　F@，　’@’
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物窪2）（8）’

昭　　　和　　　　　　　　　　　　年　　　度 　　．，ｺ　　．和1
種　目 ’　摘　．　　　　　　要 年　　度　　始 年　　度　　始

数　量 価　　　額 償却　額 増　殖　額「
財産的取引

ﾉよる増減 数　量 価　　　額・
円　． 円 　　，〆円　，”

@，”C　”
C’

円 円

　　’@　，’@，’@，’@，　’ r

　　’@　’@　，　’@，’@，’　　　　　、@，’一，’

C’
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：
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（10）物植3）大

昭　　　和　　’　　　　　　　　　年、　　度． 昭　’』和ダ；5　　・

D種　目

Pべ

’　摘．　　　　　　　’要
年　　度　　始 財産的取引

ﾉよる増減
年　　度　　始

数量 価　　　額
償　却　額 増　殖　額1． 数．「量 価　　　額

円 円 151
l
l
】

P 、

9　　　　　　レ

1

r

計　　（大、植　物）
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（大家畜）畜計家4）大（12）

摘　　　　　　　　，要
昭　　和　　　　　　　　　　年　　度 昭　・1

種　目
年　　度・始‘ 年　　度 始1
数量 面　　額 償蜘額 増殖　額

財産的取引

ﾉよる増減 量 面　　　‘
円 円 円 円

御
・
i

L ∫

◎

’

・
；
’

’

o

＝　．

計　　（大　植　物）

、

’AA、

5）大　　機　　具
く14）

昭　　．和　　　　　　　　　　　　年　　　度　　’ 昭　　　和

’摘　　　　　　　・要 年　　度　　始 ．年　’度　　始　．…種，目，
謔P’噛’

E馬 数量 ㌦価　　　額
償　却　額 増殖額’

財産的取引

ﾉよる増減 数・一量 価『@’額
・　　　　　　’
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ﾏ
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イ）未販売現物物6）．現（16）

昭　　　和　　　　　　　　　　　　　年　　　度． 日召　幽　　ネロ　　「　　　　　　　　　　　　　　　歳，

種　　目
摘　　　　　要 年　　度　　始

　　　i｛：年　　度　　始

も
1

数量 価　　　額 増減額
備　．　考 摘　　　　　要 数　量 価　　　客・

、、

円　』 円
、量

汲
P
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．
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．
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グ
．

（口）購入現物物6）現
1．1

@卍　　　　　　　　　　　　　　F

j

昭．『　’和　　　　　　　　　　　　　・年　・・『　度 昭　　　・和・’

年　　度　　始．

　　　♂E・　　　　　要
年　　度　　始

摘　　　　　　・要・
数．量 価　　　額 増減額 備　　　考 数　量 価　　　額
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（ハ）　中問生産物物6）現

．昭　　　和　　　　　　　　　　　　　　年　　　度 ’昭　　　　和　’　　　　・
．種　　　目

@．辱
摘　．　　　　要

．．年 始 年　　度

面．額
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7）準
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∴種　　目
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（口）　小　家’　畜物現7）準
昭　　和　　　　　　　　　年・　度 昭　　　和　　　　　　　　唱

種　　　目
』年　　又　　始 年　　度　　｝

摘　　　　　　要
数量 価　　　額
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8）現金・．準現金

．昭　　『・和　‘　　　　　　ノ　　　　’年　　・　度　　、． 昭　　　和　　　　　　　　　　　　・　、

・・

ヶ
ｪ種　　‘　目
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（40） 9）’負・ 債

　　　昭　　　和 年　　　度 昭　　’和．　・1　　　　　　　　．
目
，摘　　　　　　要 年．度 始 年　　度

吃　　　　　日
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＄懸子締癩昧
摘　　　　　　　　　　　　　　　要 昭．和　　　　年度 昭和　　　　年’度 昭和　　　　年度’

@　　　　　　　■
所得的総収入（躍蝦鍼・・）

．円 円 聾

粗　　　所　　　得
固定資麟噸　（義義簸蓑から）

流動蘇財増力噸（丁丁熱裏・・）’

計　　　（粗所得）　　〈1） ．マ

所得的支出（麟誰鉱裏・・） F

糊粘下馬（縫書論蓑・・）

所得的　失　費
流動供用購少額（耀廃熱蓑・・） 〔注〕

まかな岐纈（聯動瀟醸・・ P

計　、　（所得的失費）　　（2）’

粗　所　得　（（・）・・

農　　家．所　　得 所得三竿．費　（（・）・・）

差　　引　　（農家・所得）（3）

農　家　所　得』（（・）・・）、　農家経’済余剰
家族負担家計費　日襲纒器鍵葺天蓑かち 9

差　　引　（．農家経済余剰）　（4）

鞭末座）財産額（三聖籍蓑・・）

農家財産純増加額 当該年麟財産額二二繍護・・）

差、引　（農家財産純増加額）（5）

農家財産純増力噸（（・）・・）
．i σ

9

土地および有価証券『

щpによる損益
農　家経済余剰　（4）から

≡

差　引・（奏難き晶晶）

㈲麟集・脚2べ一 Q転記する際眞・・加＋聯　1罐少一1の場合は鵬蜘る・’

　　　弓・震果粧冨融資諾i艮
工農『業経営計算：表

L　　　摘 一　　　要 昭 和・ ’年 度 ・昭 和 年 度 昭 和 年』度，

1院・

農　業’粗 所　得　　　（付表1から）
円 円 F

拙農・高高収益 兼副業への仕向 価額　　　（現物整理帳から）

9
P

計 （農業粗収益）’　　①－

農業所得的失費． （付表2から）

｛．農業経営・．費 兼副業から仕受価額 （現物整理帳から）．
塾■

計 （農業経営費）　　　②

農　業．粗 収　益．’　　　（①から）

、．農業純収益 ．農　業経 営　費’　　　（②から）
’差　　引 （農業純収益）　　　　③

家族簾業
農業純収益　（③から）

労働力 欝繁利義く臓5・ら）④

家族農業労働報酬 純収益 差弓．1（家族農業労働力純収益）

（1日当り・）　　　　　　へ
家族総農業労働’日数：（能力換算）（付表6から）

商 （家族農業労働報酬）

・　凄’　曽Ψ・1　　’．

農業純収益　（③から）
…1剛㌔『「’… 農業資本

家族労賃見積額（付表6から）⑤

凄業資本利回 純収益 差引’ i農業資本純収益）
｝
．

農　業、資 本　額’　（付上3．から）
ヒ

1「』 　　．一､ （農業資本利回）
iら．

農　業粗 収　益　　　　　（①から）i
「

農業経営費　（②から）

農業生産 欝緊蟻　’（④・・） 亀

・・ _企　業利潤 　　　曹?@　用 家族労賃見積額　　（⑤から） o

計　　（農業生産費用）

差　　引 （農企業利潤）

　∩¶、
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付 表1）農業粗所得算出表

年度 摘　　　　　　　　　要　’ 稲 麦雑穀・いもト’野　　　「菜 　　、ﾊ　　　．樹
そめ他
k種生産

酪　　　　農’
　　　■
{．　　鶏4

所得的総収入
円 円 円 ．　　　　　　　　円

　
　
　
円
F

円 円

流動結果財増加額・
昭
和
．
，
　
　
年
度

農
業
粗
所
得

粗
所
得
固定資産増殖額 ，

計　（粗所得）

農　外　粗　所　得
乙’

差　　引　（農業粗所得）．

所得的総収入
粗
．
所
得

　　！ｬ動結果財増加額

固定資産増’殖額

昭、

a
年
度

農
業
粗
所
程

計　（粗’所得〉
、　　　　　曽

農　　外・粗　　所　　得

差　　引　r（農業粗所得）
r

所得的総収．入
、L

粗
所
得

流動結果財増加額
’

昭
和
・
　
　
　
　
年
度

農
業
粗
所
得

固定資産増殖額
ワ

r計（粕所得）
P

農　　外　粗　　所　　得 幽

差　　引．’（農業粗所得）

’∠o、

（47！

ft．　　’』

xヂ』「’モ＝・’

H養畜生産…
’加　．　工

財産利用－

禔@　　．入

労　　・賃

E俸給収入

年　・・金

ｶ給収入’

被　　贈、

竢赴燻茁

雑
・
収
　
入
■

合　一　計

　　　　円究’h’　■「’

D一

円 円 円

　　円e

円 、、円 円

雫．

「．ら”r．．　　「」　、　－　，■　「r

満や・・．　　　　・り　．．　　　．

㌧9．1蟻」隔「層．ir
9

噺　　　　　　　，

’

F

り　　　　　　L　L「　　　　　’　r　　．

懸幣呪・帆瞥鞘い“層　り、爵…L「

ζこ二…

D罪F：．、L「　9

！

「聖∵．

「6曽　「．L　　　’

、

挿■馬F9亀．「　　’■LL

（43）
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（48） 付 表．2）農業所得的失費算出表

年度
　聰

E　　　　　　要 種苗費 肥料費
農　　用

�ﾜ費
大植物減
ｿ償却費 飼料費 家畜費

原材料費 機具費
建物菱i：

所得的・支．出
円 円 円 円 、　　　　円 円 円

監　、

流動供用財減少額
所
得
的
失
費

固定資産償却額 、

昭和』

N
度

農
業
所
得
的
失
費

まかない支．給額

計（所得的失費）

農外所得的失費 　　　’@　’@　ρ@　’@’@’　’fげ’
　　　’@　’@　’@　’@’　’　’’

f
’

　　　’@　’　　’

@　’@「@’@’f’「
差引儂業所得的失費）

所得的支出
流動供用財減少額

塀
得
的
失
．固定資産償却額

昭
和
年
．
度

農
業
所
得
的
失
費

まかない支給額
費　・

@　計　（所得的失費）
’　　1

農外所得的・失費’ 　　　’@　一@　ρ@　’@’@r@’f’’
　　　’　　’
@　’　　「

@’@’@’’f’
　　　’　　　’

@　’@　’@　’@’@’@’f’’
差引（農業所得的失費）

．所．得的支畠 9

流動供用財減少額所
得
的
失
費

固定資産償却額

昭
和
　
　
　
　
年
度

農
業
所
得
的
失
費

まかない支給額 ，
F

計（所得的失費）

農外所得的失費 　　　’@　，　’@，　’ 　　　’@　’@　’@　’@’@’u’’
　　’@　，　　’
@・，’C　　’
C　　’

5

差引儂業所得的失費）

’44、

（49）』

桑・1’ド’．

�
搭
ﾆ
用
契
繍
道
費
蒔
・
潮
　
・
．

作業’用．

ﾟ服費
労　賃 負債利子 支払いｬ．作料

借：賃・料金 水利費
災．．害

C保険料
研1修費 租税公課1 G 、費 合　　　計

　　　円Dや脚・’“』．・’

，円 円 円 円　．　　　　　　円 円 内
’

円 円 『　　　　　　円 円

卸1「｝ 　　　，’@　　，’@　，’@　，’　’　，’

C　’
ﾁ「f

簸
ノ
．
越
・
・
．

琵．

）ゼ

，

■

1誉・

，｝，7・　　・

D　　ρ　脚

ぢら 　　　ド．@　，　’@　，’@，’　’

C’
f

　　　’　　’
@　，　’
@，’@，’C’
f

，酔「幽・，w・　　　　　　，

：二二』∴．二．．．，．．

、

『㌣一・一…∴・

急
1

，薫li鶉、

D・ 1
轄「1
@しず　L「ト　ρ　「

も　　　　L

’「 　　　，「@　，「@　’@，r’@，・　’
C「
f

麟碗二．．．．

幅

、

　　　’@　，’@　，’@，　’C’
f
’

1：烹．
・ 9

ヤ．

細．“，・．　r 　　℃
A

曹

”r、
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』（50）

付 表 ．3）農業資本額算出1表

・種　　　　　　　　　　．目　』 昭和　　　　　年度 昭．和　　　　　　年　度　　　　　　　，L 　　　　　　、ｺ．和』 @　　　　年　尽

自　作　農　用　地，‘（耕地・採草放牧地全額） 円 円

　　　・土・・　地

@〔注〕 宅　地　　（全額×農業使用率） 　　　　一
D

建　　　物

農舎（農業．用建物構築物全額）

固
　
　
．
定
　
　
　
資
　
．
　
産

母　屋　　（全額×農業使用率）．土．蔵 雪

’果樹・特用樹（全額） 一

夫　　家　　畜・　（農業使嗣分） 1

大　　機　　具　　（．　　〃　　　）

．小　　　　　計　　　（農業固定資産）

未販売現物　　（農業励
9

．現　，　物

．購入現物　　（〃）

中間生産物－ q　〃）

流
　
　
動
　
、
　
資
　
　
産

’小　　植　　物　　（全額）

準　現物、 ・小　　家　畜　　（”）

小　機幽具．儂業分）
割

小・　　　　計　　　（農業流動資産）
「

合　　　　　　　計　（農業資本1額）
■

〔注〕　貸付地・林地・小作地は含めない。

1」＾、

＿一＿。．．，付　　表　．4）租舩麟類担欝出表・・　　　　　　　　　　　　（5、）
iii’

難章：

P高卑話　　目
昭　　和　　　年　　度 昭　　和　　　年　　度． 昭　和　　年　度

』支払額 農　　業

薗S率・
積（農業負担額）． ’支払額 ・農　　業

堰E担準
・積（農　業負担額） ‘支払額 嚢担華・ 積（講！　

灘
土地負担秀、

円 円 円 円 ．円 ’　　　　　円

霧・’Q．肇産層税 家屋・負担分

＿募業．’用軽自　動車税

難・ヰ 地　改　良　層区　費
〆

　尊

�T1

sれ

繹
ﾆ
、
，
L

，．農業関．係の組合費 ●

．ド巳一9

　」　し

eF@’「
1

轟晶晶一．．．，．

縛＿

T織（農業負
担
租
税
公
課
額
）
　
　
‘
‘

爵嗣1》一い…一・…

@■F’
@　　　　、rF@　　　　　　　表　　　．・ζ

　　　　　　　　　　　　　　　圏
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　「
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
T）・・農業資本利子見積額算出表　　　　　　　　　6）．家族労賃見積額算出表

鍵
聯
二
三
」

　　　　軍
ｺ和　年度 ・曜和一年度 昭和　　年度 摘．　　　　要 昭和　年度 昭和　　年度 ’．昭和　．年度

欝継撫・ 　円 四 円

灘欝丁丁
円 ’　　　円 円

細：’「y・、・

､一・和　率 」

1　　日　　当幽　り

J　賃　見 積．額・

十三本利子購額） 、　　　　　　　1

積　（家族労賃見積額）

．　．r　　幽し　’．’「　甲　，F　’

r沌ワ、
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部門粗収益計算表D部門計算表
1
1
．

（52）

，．昭　　　和・、　　　　　　　　　　　　年　　　度 昭　　・和　　，部
門
別 月イ的収入 ．　計　　・ 年度末増加・増殖額 泣　　　区　・ 口 生　産 月そ的　1入、 葺　’生名 生産、数量

数量 価　　額 価　　額 ．量 価　　額 数量 価　　額 （粗収益） 数　量 数 価　　額 量 価
円 円 円 円 円

　．円
P

・

部
　
門
■合計』

馳

部
　
門

互
戸炉

合計

●

部『・
9

ひ

合計

8・A、

2）部門経営費母算表
■Wず馬楠「く9口幽”

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F
烏ド・　　　’

C畔一サ岬噂’・噌 諱f』卜． 部　　門． 、　　部　　門

驚∴’ 目　購　入
自　給 償　却 計　’ 購’入 自　給‘ 償　却 『計 購入 自　給 、償　却 ・計

円 ’円 円 円 円 円 円 円 円

襲，大．植物償却　費
；畠’

料‘．　　費

・濃’ 用　薬　剤　費．　
料
　
　
　
費
L

．旨”’ ｳ

家　畜　管　理「 ’

、

F
家
畜
費
融

減　価　償　却
1．＝レ

@　材　　料’，費
小機具購入修繕

F

　’　　　　　　F　’

　　’@，　’@，　’C　’ 　「@，　　”Vζ’
C「

搬
具
費
毫

減　価・償　却
・．二　　．

囎ｨ費
維持　修　繕 　’@’@ρ　’C’

ｮ
’

　，　’@，　’C　’
mbf

減　価　償　却
’

く鍵．ご熱、 動力用電力・燃料

享躰道費一その他光熱泳道・
「、

@．・用　　労　　．賃’
、

　
層
・
1
さ
』
．
』
　
1
ぜ
噛
げ
．
「
・

、畜ゴ　　　律
．懸：金一そ の　　弛・’

利．　　費
舜纏lil二害　保　険　料

魅

固定資産税

駿
酸
｝
ζ
　
　
・

組合費など
ず雑　　．　支　　・　出
1．1

誌＿合　’　　計

（4§）
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（57）．

3）　部門．成果計、二二

年度別 昭和　　　　　　　年度 昭　和’．　　　　　年度・’ 昭　和　　　　　　　年　度　レ
摘　　　　要　　　　　　　部門別 部門 部門 部門 部門 部門 ．部門 部門 部門．

　　、を
薄蛛G…

部純
部門粗収益①．（52ページから）

円 円　・　　　　　　円 円 円 円 円 円．
弓　．㌦

収ト 部門経営費②（5鱈一ジから）
7 ヨ

門益
差　引（部門純収益）③

部門純収益（③から）爵勢

ｳ
労
益

部門資…利子　積額④
@　　（付表2から）

蕾二

?
¥
悪
鶴

差引1部山回働力棚船｝ 「

部門家族労働日数（付表3ふら）

商　（部門家族労働報酬）

部門純収益（③から）部純
蛛
@
収
1
．
資
本
益

部門家族労賃見積額⑤　　　（寸表3から）

部
．
門
資
本
利
回
　
り

差引．（部門資本純収劃

音1～門資本客頁　（付表1から｝

商．（部門資本利回り）

部門粗収益（①から） 9

部門経営費（②から）

部門資本利・r見積額　1④から1

部
．
門
企
業
利
潤

需
塵
．
費
用
　
幽 家族労働見積額（⑤から）

計（部門生産費用）⑥

差’引『 i部門企業利潤）

、

．産型物用 ．副産物粗収益（雰の 二

主
産
物
生
産
費

差引（主産物生産費刷

主産物生産数量（碧蓉；
、

●

商　　（主産物生産費）

rぼA、

．付． 表 D　部門資本額算出表 （58），

｛．．．

昭和　　　　　　年　度 ’昭「和　　　　　　　年．度 昭　和　　　　　　　年度難・多i‘．．

@　　　　　目こ’．二軍摂．．

D照賑’・

部門． 部門 部門． 部門 部門 部門・
．．
薄 部門’ 部門農　業

走{額 負坦 資本額 一一 資本額 響 資本額
農業
走{額 製資本額 繋 資本額 製↓ 資本額

農　業

走{顎 蟹 資本額 讐 資本額 繁 資本額
輝土．地（小作地を含む） ・　　　　　円 円． 円 1， 1匡1 I

l
l

llI 円 円． 円 円 円

、含．＝　ド

@‘」｝、．、． 物

・．，鄭果　樹　特　用　樹 曽．
．，

嚢
踏
寸
大
竃
ド
「
1
，
．
．

家　　　畜

大．　農　　　具
A、．・・ ｬ計（部門固定資産）

翻
曇 現　　　　　　　物

準　　　現『　　物『 i
顯
欝 ．小計（部門流動資産、 ／

難で合計　（部門資本額）．
／ ／・簿

．
付 表 2）　部門資本利子見積額算出表

要． 昭　和
　部門
　　　凹

部門

　　凹

年　度
　　部門
　　　　1医1

型和
　二二．

　　　門

年．度’

　　部門
　　　　15「

昭　和
　部門
　　　1聖量

年　又

．鞭．門資本練
子

麟轍本利子騰）

靴
部門
　　111

部門
　　円

戟u2凸、．．、L「’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．『

A響＿，．晒　　　　イ寸　　　　　表　　　　3）　部門家族労賃見積額算出表

昭　和 年．度 昭　和　　　　　　　年　度　　　　　昭　和・　　　　　　」F　度
要． 部門． 部門 部門 部1111 部門’ 部門　　　　部門． 部門 部門

葦
層
．
ず
」
，
，
；
｝
・
鵜騰離、粍號

7

i

雛
：
∵
白
・
当
．
．
り
労
賃
見
積
額
．
裂

｝
⊇君＝．

（51）
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あとがき

　日本の農家に本格的に簿記が導入されたのは、大正期から昭和初期にかけてである。当

時は、単記総画計算である佐藤寛次（1929）『農家の簿記』（成美堂書店）や、複式簿記であ

る近藤i康男（1938）『農業簿記学』（日本評論社）の導入も試みられた。しかし金字塔となった

のは、単記式で記入が簡単でありながら複計算で検算ができる大槻正男（当時京都大学教授）

による京大式農家簿記であった。その有用性から戦前期には、実際に農家の付ける記帳簿記と

なり、また農林省統計「農家経済調査」の調査簿として採用された。その簿記の考案母体とな

った京都大学農学部内で、昭和9年からは農林経済調査室（註1）、昭和29年からは農業簿記研

究施設においてその調査研究が行われ、記帳農家の指導、学生による簿記演習が行われてきた。

また農業簿記講習会が昭和9年から行われ、当初は簡易農家経済簿、昭和43年からは「自計

式農家経済簿」として京大式簿記の普及が図られていった（註2）。しかしその一方で、高度

経済成長期以降になると経営者の教育水準は高まり、また農業経営の経営形態の変化に伴

い、標準的な複式簿記が農業簿記として普及されるようになる。それに伴い京大式簿記は

その役割が縮小していき、平成7年には農業簿記研究施設自体が改組となり、また講習会

でも取り扱われなくなった（註3）。

　ところが京大式簿記を再考すべき事態が現れてきた。開発経済学などでの関心がマクロ

からミクロに移るとともに、ミクロ計量経済学の手法が高度に確立される中で、農家ミク

ロデータが脚光を浴びることになる。特に簿記記帳結果や統計調査簿は、固定観察データ

となっており、個体の動学的変化をつかみ、個体の異質性をコントロールできる貴重なパ

ネルデータを作ることができる。開発経済学、経済史、農業経済学などでのブレイク・ス

ルーが期待される。しかし経済分析をしていくためには、仮説検証のための変数に応じた

記帳データの組み換えや科目の解釈が必要になってくる。記帳データの計算方法を再検討

すべき必要に迫られてきたのである。

　特に複式簿記普及以前の主要な簿記様式である京大式簿記（自計式簿記）の構造を、改

めて検討しなければならない。そのためには、大槻正男『農業簿記原理』（1941、高卑書

院）や、菊地泰次『農…業会計学』（1986、明文書房）などを読む必要がある。しかし上述

したように、京大式簿記では講習会が開催されていた。そこでは簡潔な解説書と演習帳を

使って参加者に簿記の習得をしてもらおうとしていた。これらは、一般向けに理解しやす

く編集されており、有用な資料となっている。しかしすでに解説書、演習帳は絶版であり、

残部はほとんどない。そこで講習会で用いられた資料を復刻し恒久的に残す必要を認め、

ここに再録していただくことにした。復刻した資料の著作権は、講習会の開催者であった

旧農業簿記研究施設（調査所）（現京都大学農学研究科生物資源経済学専攻）にある。発行

所である旧富民協会（現在毎日新聞社に吸収）からは、復刻の許可を得ている。また、生

物資源経済学専攻においても復刻することを承認していただいている。一橋大学経済研究
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所附属社会科学統計情報研究センター、京都大学農学研究科生物資源経済学専攻の関係者

の皆様には、当資料の復刻にご協力またご了承をいただいたことにお礼を申し上げたい。

　註

　1）農林経済調査室自体は大正13年に設立され、当初は別の簿記様式で農家調査がなされて

いた。農家経済調査簿（京都帝国大学農林経済学教室　調査・作成、DVD版、昭和2年～8年、

全314冊）、不二出版、2006、を参照。

　2）自計式簿記という名称には昭和30年ごろから変わっている。

　3）その後も「農林経済・経営・簿記講習会」として、講習会自体は継続する。京大におけ

る農業簿記研究・普及については以下の文献を参照。阿部亮耳「農業簿記研究施設32年間の

回顧と展望」『農業計算学研究』、第22巻、1990、159－176頁。桂利夫『農業簿記研究施設

のあゆみに関する覚え書』、京都大学農…業簿記研究施設、1993。

平成23年10月31日

京都大学農学研究科生物資源経済学専攻　浅見淳之
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